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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。
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　　　プロローグ







　燃え上がる炎ほのおが、闇やみを舐なめ取り周囲の光景を赤々と照らし出していた。

　燃えていたのは民家だ。

　片田舎いなかの農村としてはかなり豊かな部類に入る瀟しよう洒しやな家か屋おく。だが、その煉れん瓦が壁へきは今や無む惨ざんに傾かたむき、破れた窓まど枠わくの内側から盛さかんに黒い煙けむりと炎を吐はき出している。

　ダレット・アースガードは燃え上がる家の前に立ち、生ある者のごとく舞まい躍おどる炎を身じろぎもせず見つめていた。

　長身に青い外がい套とうをひっかけた、黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみの若者である。

　両足を肩かた幅はばまで開きやや力を抜ぬいたいわゆる自然体であるが、その面おも長ながの顔は険けわしく引き締しめられ、細まった双そう眸ぼうが燃え落ちる家屋を油断なく睨にらみつけていた。

　──まるで、彼の視線が家に火を放ったとでもいうかのように。

　支柱が炎の熱に耐たえかねたのか、ついに鈍にぶい音を上げ家の壁かべが崩くずれ落ちた。

　ひときわ高く火の粉こが舞い上がり、すぐ側そばに立つ若者の肩にまで降りかかる。

　ダレットは逃にげるどころか、瞬まばたきすらしない。

　彼の目には炎も、焼け落ちる家も映っていなかった。射いるようなその視線は煙と炎を貫つらぬき、その奥おくに潜ひそむ何ものかを捕とらえて放そうとしなかった。

「────！」

　黒い影かげが炎の壁を突つき破って飛び出すのと、ダレットの両手が跳はね上がるのは殆ほとんど同時だった。

　左手が外套の前をはだけると、脇わき腹ばらに革かわのベルトで固定された隠かくし鞘さやが現れる。肉眼で追うのも難しい速さで右手が柄つかを握にぎり、突とつ進しんしてきた黒い影から身を躱かわしつつ斬きりつけた。

　それは、剣けんと呼ぶにはいささか奇き妙みような得え物ものであった。

　刃は渡わたりは短剣とショートソードのほぼ中間くらいの片刃剣──だがその刀身は金属ではなく、強しいてたとえれば象ぞう牙げに近い材質で出来ている。

　蛮ばん族ぞくの山刀を思わせる、武ぶ骨こつなフォルムの刀であった。

　斬るというより叩たたきつけるような斬ざん撃げきを横腹に食くらい、炎ほのおの中から現れた襲しゆう撃げき者しやは悲鳴を上げて地面に転がった。

　すかさず飛びのき、燃え上がる炎を背景に若者と対たい峙じする。

「へっ。人の形をとるのも面めん倒どうになったかよ──」

　口の端はを歪ゆがめ、ダレットがつぶやいた。

　その言葉通り──目の前に立っていたのは、人とも獣けものとも見分けのつかぬ生き物だった。

　人の顔を持ち、二本の足で地面を踏ふみしめている点では人間と変わるところはない。

　しかしその四し肢しは朽くちた巨きよ木ぼくのように捩ねじれて変形し、不均等に膨ふくれ上がった身体からだは並の大人より優にふた回りは大きい。

　煤すすけた顔の中で両眼をぎらつかせた畸き形けいの巨人──だが、身体のあちこちに引っかかった衣服の切れ端はしは、そいつがついさっきまでごく普ふ通つうの人間として暮らしていた事実を物語っていた。

　きしゃあああああっ──。

　巨人は甲かん高だかい叫さけびを上げ、窮きゆう屈くつな古着を脱ぬぎ捨てようとでもするように大きく身体を揺ゆすった。膨ぼう張ちようする筋肉が骨を砕くだく不快な音と共に肉体の輪りん郭かくがいっそう崩くずれ、それは人にあらざる巨大な怪かい物ぶつへと変へん貌ぼうを遂とげていく。

「正体を見せてくれるってのか？　だがな、ちっと早すぎたようだな！」

　ダレットは一歩踏み出し刺し突とつの体勢をとるが、まだ届く間合いではない。

　それでも警けい戒かいしたように一歩後ずさった怪物の腹に──。

　流体のごとく変形し、長く伸のびた切っ先が突つき立った。

『ぐぎゃああああっ!?』

　まるで奇き術じゆつでも見ているような光景であった。

　寸前まで刀の形態を取っていた若者の武器は、今やしなやかな鞭むちのごとく変へん幻げん自じ在ざいに操あやつられ、四方八方から怪物に襲おそいかかりその肉体を無む慈じ悲ひに切り刻んでいく。

　元は人間だけに不死身というほどの力はないのか──やがて全身から血を噴ふきながら、怪物は地面に膝ひざをつき地じ響ひびきを立てて倒たおれこんだ。

「悪く思うなよ。すぐに楽にしてやるからな──」

　右手に持った武器を元の刀状の形態に戻もどすと、ダレットはうつ伏ぶせに倒れた怪物の脇わきにゆっくりと歩み寄った。

　刀を逆さか手てに持ち替かえ、怪物の背中めがけて振ふり下ろそうとしたとき──。

「やめてぇーっ!!」

　背後で上がる悲鳴のような声に顔をしかめた。

　十歩ほど後方の井い戸どの傍かたわらに、質しつ素そな木も綿めんの服を着た若い娘むすめがへたりこんでいる。

　恐きよう怖ふのあまり足あし腰こしが立たない様子であるが、涙なみだで濡ぬれた顔を上げ、必死の形ぎよう相そうで叫さけんでいた。

「やめて……もうやめてっ！　あたしの兄さんを殺さないでーっ!!」

「気の毒だが、こいつはもうあんたの兄貴じゃねえっ」

　半分だけ振り返り、ダレットは怒ど鳴なりつけるようにいった。

「いいか？　こいつは──」

　その声を半ばで遮さえぎるように、怪かい物ぶつの咆ほう哮こうが響き渡わたった。

　瀕ひん死しと見えたのは擬ぎ態たいに過ぎなかったようだ。すかさず身を起こした怪物は、娘の方に気を取られたダレットめがけ猛もう然ぜんと襲いかかり、太い腕うでで横なぎに殴なぐりつけてきた。

「ごふっ!?」

　ひとたまりもなく地面に叩たたき付けられる。

　余よ勢せいを駆かった怪物が、両腕を大きく振りながら猿さるを思わせる動きで突とつ進しんした。

　背中をくの字に折って苦しげに咳せき込む若者を捕とらえ、一息に捻ひねり潰つぶすかと見えたその瞬しゆん間かん──稲いな妻ずまを思わせる青白い光が闇やみを切り裂さいて奔はしり、投と網あみのごとく怪物を包み込んだ。

『ぎゃうわあぁ──っ!?』

　横に転がって身を躱かわしたダレットの目の前で、全身を青い稲光に搦からめとられた怪物がのたうち回っていた。

「ほらー、何ボーっとしてるんだよダレット？　だらしないなぁ、もうっ」

　緊きん迫ぱくした状じよう況きようにはいささかそぐわぬ、朗ほがらかな声。

　闇の中から進み出たのは、まだ少年といっていい年ねん齢れいの若者だった。

　武器らしきものは身につけていない。マントと上着が一体となったような若葉色のストールジャケットを、ゆったりと小こ柄がらな身体からだにまとわせているだけである。

　柔やわらかそうな金きん髪ぱつを肩かたまで伸のばし、大きな金色の瞳ひとみを見開いた細ほそ面おもてがまるで少女のようだ。形の良い左右の耳みみ朶たぶで揺ゆれる紅こう玉ぎよくのピアスが、炎ほのおの照り返しを受け血のような輝かがやきを放っている。

「うるせーぞ、ペイ！」

　ダレットは顔を上げ、少年に向かって毒づいた。

「〝依より代しろ〟の妹だな？　その娘むすめは。仕事が片付くまで、家には近づけるなっていっといたろうがっ！」

「しかたないだろ、来ちゃったものは。──ほら、グズグズしてると外げ道どう呪じゆの効果が切れるよ。憑ひよう魔まが動き出す前に、早く！」

「──ちっ」

　舌打ちしつつも、ダレットは刀を拾い上げ怪かい物ぶつに向き直る。

　身体を縛いましめる青白い稲いな光びかり──少年が外道呪と呼ぶ不思議な力の産物──が薄うすれ始めると、怪物は息を吹ふき返したように地面から起きあがる動きを見せた。

　ダレットは刀を両手持ちの正せい眼がんに構え、無言でにじりよった。

　ついに外道呪の効果が消しよう滅めつした。

　跳はね上がるように身を起こし、ダレットめがけて怪物が襲おそいかかった瞬間──若者もまた、短い気き合あいを発して相手の懐ふところに飛び込んでいた。

　ばすっと鈍にぶい音を立て、怪物の腹に刀身が半なかばまでのめりこんだ。

　並の人体なら背中まで刺さし貫つらぬいたはずの一いち撃げき。にもかかわらず、堅かたい大木の幹に突つきを入れたような手て応ごたえにダレットの顔が歪ゆがむ。

　そのまま進むことも退ひくこともできなくなったダレットの身体からだを捕とらえようと怪物が腕うでを伸のばす──が、すぐに苦しげな咆ほう哮こうを上げて巨きよ体たいをのけぞらせた。

　口からごぼごぼと血の泡あわを吹き躍おどりあがるように四し肢しを痙けい攣れんさせている。

　怪物の体内に差し込まれた刀身が再び変形し、堅い外皮に守られた肉体を内側から破は壊かいし始めたのだ。

「そこか！」

　ダレットは短く叫さけぶと、片足を怪物の胴どうにかけ強ごう引いんに刀を引き抜ぬいた。

　悲鳴を上げて少女が顔を覆おおう。

　鷲わしの爪つめを思わせる形状に変化した刀の切っ先で──血と臓ぞう腑ふに塗まみれ、奇き妙みような生き物がもがいていた。

　体長は大人の掌てのひらより少し大きいくらい。蛆うじか蛞蝓なめくじをそのまま巨大にしたような、見ているだけで吐はき気けを催もよおす生物である。

「見ろ。こいつが憑ひよう魔ま──あんたの兄貴にとりついてた魔物だ」

　怪物の体内から〝摘てき出しゆつ〟した生き物を娘むすめの方に向け、ダレットは告げた。

　本音をいえば、犠ぎ牲せい者しやの家族にこんなものは見せたくない。だが、見せて説明しないことには、彼らとて納なつ得とくはしてくれまい。

「腹の中に湧わいた、この〝種しゆ子し〟──こいつが兄貴を怪かい物ぶつに変え、村の娘たちを殺させていたんだ。だから、斬きらなきゃならなかった……解わかるな？」

「………」

　その言葉が耳に入っているのかどうか。娘は地面に尻しり餅もちをついたまま、口を半開きにした虚うつろな表情でダレットを凝ぎよう視ししていた。

「これで、今回のお仕事は一丁上がりだね！　お疲つかれさまっ」

　やはり場の雰ふん囲い気きにそぐわぬ脳のう天てん気きな笑え顔がおで、ペイが親指を立てる。

「ったく、いい気なもんだぜ……」

　ぶつくさこぼしながらダレットは白い刀を隠かくし鞘さやに戻もどし、息絶えて地面に倒たおれた怪物を見やった。

　いや──それは既すでに怪物と呼べる存在ではなくなっていた。

　四し肢しの捩よじれはそのままだったが、膨ふくれ上がっていた筋肉は普ふ通つうの人間と変わらぬ大きさにまで萎い縮しゆくし、その顔は二十歳はたちをいくらか過ぎたばかりの純じゆん朴ぼくそうな青年に戻っていた。

「あぁ……兄さん……」

　少女は掠かすれる声でつぶやきながら、ふらつく足取りで兄の亡なき骸がらに歩み寄って行った。

「彼女……確か、兄貴以外に身寄りがないんだったよな」

「心配ないさ。あとは〝教団〟の連れん中ちゆうが何とかしてくれる。充じゆう分ぶんな慰い謝しや料りようが支し払はらわれるはずだよ」

　気き遣づかわしげなダレットに対し、しれっとした口く調ちようで答えるペイ。

「ただし──気の毒だけど、もうこの村では暮らしていけないだろうね。何しろ、あれだけ村を騒さわがせた連続殺人の犯人がお兄さんだったんだから」

　少女がきっと顔を上げ、二人の若者を睨にらみつけた。

「こ……この……」

　彼女の幼い心が生み出せるありったけの憎ぞう悪おが、細い喉のどが張り裂さけんばかりの声となってダレットたちに投げつけられた。

「この人殺し!!　悪あく魔まっ!!　兄さんを……兄さんを返してーっ!!」







　　　第１章　アースガード商会







　小さな木製の椅い子すに腰こしを下ろし、ラニアードは膝ひざの上に組んだ己おのれの手を見つめながらじっと物思いに耽ふけっていた。

「導どう師し長ちよう様。──あの、ラニアード様？」

　二度名前を呼ばれ──ようやくそれが自分を呼ぶ部下の声だと気づき、顔を上げる。

「……どうした？」

「あの──現場の検けん分ぶんが、ほぼ終了致いたしました。さしあたり凶きよう器きその他、犯人の遺い留りゆう品ひんらしきものは発見されませんでした」

〝聖せいラズロウ教きよう導どう団だん〟の証あかしたる白い導どう服ふくに身を包んだ教団員が、緊きん張ちように顔を強こわ張ばらせながらもきびきびした口く調ちようで報告した。

「金品の強ごう奪だつされた痕こん跡せきは？」

「ありませんでした。被ひ害がい者しやの仕事場には高価な宝石や貴金属類が山ほどあるのに、殆ほとんど手つかずです」

「少なくとも、金目当ての強ごう盗とうではないということか……」

「残ったのは、家族からの聞き取りですが……その、これにつきましては、導師長様から直じかに行われた方が……」

「そうか……判わかった、ご苦労」

　軽く手を上げ部下を労ねぎらい、ラニアードは立ち上がった。

　九スタン（約百八十センチ）を超こす均きん整せいのとれた体格。煉れん瓦が色の髪かみを短く切った精せい悍かんな顔立ちであるが、知的に整った容よう貌ぼうは古いにしえの騎き士しを思わせる優美さをも備えている。

　二十代半なかばという年ねん齢れいは部下の教団員と大して変わらないが、銀と緑の糸によって鮮あざやかに刺し繡しゆうが施ほどこされた彼の導服は、彼らの上に立つ導師長の位を示すものだ。

　こうした光景は年功よりも実績と能力──当然、武ぶ技ぎも含ふくまれる──を重視する〝聖ラズロウ教導団〟においてはそう珍めずらしいものではない。

　五百年前に魔ま王おうペイモンを打ち倒たおし、先住魔族デイアボロスの支配から人類を解放した勇者ラズロウの後こう継けい者しやたる〝教団〟は国こつ境きようを超こえて活動する奉ほう仕し団体であると同時に、人類を守護するための強きよう靭じんな戦せん闘とう集団としての伝統を色濃こく残しているのだ。

　ラニアードは〝教団〟オクトベル支部の責任者であると同時に、二百名の兵力を擁ようする破は魔ま騎き士し団だん地方分ぶん遣けん隊長でもあった。

　破魔騎士団は本来ディアボロスの残ざん党とう狩がりを目的として結成された〝教団〟の軍事部門であるが、純血ディアボロスがほぼ根こん絶ぜつされた現在に至るも、犯罪や自然災害から住民を守る警備部隊として世界各地に派は遣けんされている。

　もちろん町には領主アムブランス伯はく爵しやくの軍隊も駐ちゆう留りゆうしているし、住民によって組織された自警隊もある。だが一いつ騎き当とう千せんの訓練を積み、一いつ切さいの報ほう酬しゆうを求めず町の治ち安あんに協力する〝教団〟の戦士たちは、住民たちから領主の軍隊以上の絶大な信しん頼らいを寄せられていた。

　その年で最初の雪が夜空を舞まい散った、翌朝のことである。

　知らせを受けたラニアードが部下たちを率ひきいて乗り込んだ先は、オクトベルの平民居住区にある、ごくありふれた民家の居間だった。

　一階に仕事場および台所を兼かねた居間、二階が寝しん室しつという簡かん素そな造りは、町で暮らす職人の家としてはほぼ平均水準の暮らし向きといっていい。つい夕べまでは暖かいスープの香かおりや家族の笑い声に満ちていたはずの団だん欒らんの場に、今は悪夢の一幕にも似た重く毒々しい沈ちん黙もくがのしかかっていた。

　そう広くもない部屋の中は竜たつ巻まきが通過した跡あとのように荒あれ果て、床ゆかといわず壁かべといわず、挙あげ句くの果てには天てん井じようにまでどす黒い血けつ痕こんが飛び散っている。

　煉れん瓦がで組まれた小さな暖だん炉ろの前に、シーツをかけられごろんと横たわる物体。

　内側から滲にじみ出た血でぐしゃぐしゃに濡ぬれたシーツは奇き妙みような形に盛もり上がり、その下に隠かくされたものが人体だとは、中を覗のぞかない限り誰だれにも判わかるまい。

　ダン・イェレック──享年四十二歳さい。宝石職人を営んでいたこの家の主あるじの、変死と片づけるにはあまりにおぞましい人生の幕切れであった。

　死因は頭部への強打による頭ず蓋がい骨こつ骨折、つまりは撲ぼく殺さつである。ただし凶きよう器きは棍こん棒ぼうでも石せき塊かいでもない。

　生前の被ひ害がい者しやは上うわ背ぜいこそないが肩かた幅はばのがっしりした体格であり、体重も優に八十ポドムはあったという。そんな大の男を、犯人は足首を抱かかえて棒きれのごとく振ふり回し──足首は握にぎり潰つぶされたように折れていた──煉瓦の暖炉に幾いく度どとなく叩たたきつけ文字通り「撲殺」したのだ。

　シーツの端はしを少しめくり上げると、革かわ袋ぶくろのようにひしゃげた遺体の頭部が覗いた。

　脳のう味み噌そに押おし出され飛び出した眼球、縦に割れた顎あごからぞろりとはみ出した舌──見ようによっては、出来の悪い案山子かかしのように滑こつ稽けいな死に顔である。

　もちろん、ラニアードは笑えなかった。

　ダンとは生前より面識があった。今年十七になる彼の長女が〝教団〟オクトベル支部で働いている縁えんから始まった付き合いだが、真ま面じ目めな仕事ぶりには定評があったし、他人から怨うらみを買うような男ではなかったはずだ。

　ふいにラニアードは腹の底からこみ上げる激しい怒いかりを覚えたが、それをぶつけるべき相手がこの部屋の中に存在しなかったため、導師としての修しゆ行ぎよう時代に習い覚えた呼吸法で辛かろうじて精神の均きん衡こうを保った。

　死者への哀あい悼とうを示す聖せい印いんを切りシーツを元通りに降ろすと、顔を上げて二階に至る階段の方を見やった。

　階段の中なか程ほどには白い寝ね間ま着きの上にカーディガンを羽は織おった少女が佇たたずみ、やはり寝間着姿の男の子を抱だき締しめ無言でこちらを見つめている。

　麦むぎ藁わら色の髪かみを肩まで伸のばした大人しげな娘むすめだ。涙なみだに濡ぬれた瞳ひとみを虚うつろに見開き、胸の中ですすり泣く年下の少年を、全身で庇かばうかのようにしっかりと細い両腕うでで抱いていた。

「大だい丈じよう夫ぶか……ティフェレット？」

　恐おそる恐る、ラニアードは少女の名を呼びかけてみる。

　彼女は青ざめた顔を上げ、僅わずかに頷うなずいた。

「お父さんのことは、お気の毒だった……すまないが、何が起こったのかをもう一度詳くわしく──」

「最初にいらした〝教団〟の方に、お話しした通りです」

　ラニアードの言葉が終わるのを待たず、少女の唇くちびるが開いた。

「私と弟は二階で寝ねていました。急に下で大きな物音がして、父が誰かと争う声が……」

　いったん声を詰つまらせ辛つらそうに俯うつむいたが、すぐに顔を上げ喉のどの奥おくから押おし出すような声で続ける。

「ち、父は大声で……私たちに、『降りて来るな』と……だ、だから私と弟は、ずっと寝しん室しつに隠かくれて……」

「では賊ぞくの姿は見なかったんだな？　声はどうだ？　知り合いの……町の人間の声だったか？」

「大きな唸うなり声みたいな音が、何度も……でも、あれは町の人なんかじゃ──いえ、人間の声じゃありません！」

「──判わかった。もういい」

　少女の肩かたに優やさしく手を置き、ラニアードは頷うなずいた。

　ダンの遺体は暖だん炉ろの前に放ほうり出されていたが、血けつ痕こんは階段の真下にもっとも多く発見され、また階段脇わきの柱には宝石職人が使う鑿のみが突つき立てられていた。

　自宅に侵しん入にゆうした何者かを相手に、家の主ダンは二階の子供たちを守るため最後の瞬しゆん間かんまで果か敢かんに抵てい抗こうしたのだとも受け取れる。

（二階にいたティフェたちは、なぜ無事だったのだろう）

　ラニアードはふと思った。

（ダンを殺すのに手間取ったので、二階に行くのを諦あきらめたのか？　それとも動機はダン個人に対する怨うらみで、子供たちのことは眼中になかったのか……）

　できれば前者であって欲ほしいと思った。父親の必死の抵抗が、娘むすめと息子むすこの命を救った──そうとでも考えなければ、とてもやりきれない。

「上に戻もどって、ゆっくり休むといい。一階は部下に警備させるから、何か困ったことがあったら遠えん慮りよなく相談してくれ」

　ふと気付くと、少年が姉の寝ね間ま着きの裾すそを握にぎりしめたまま、怯おびえたような表情でこちらを見上げていた。

「──怖こわかったろう、シャファン。もう安心していいんだぞ」

　少年はびくっと身を竦すくめたが、ラニアードが軽く頭を撫なでてやると安心したのか、おずおずと頷うなずく。

　奇き妙みような既き視し感かん。ほんの一瞬──冷たい路上に座すわり込み、震ふるえながら泣きじゃくる小さな男の子の姿が、ティフェレットの弟に重なる。

（また昔の記き憶おくか──くそっ。今朝はどうかしてるぞ）

　今の自分はもう無力な子供ではない。〝教団〟の導師長として、力を持った大人として──無力な人々を守る立場にある人間なのだ。そう己おのれに言い聞かせ、瞼まぶたの裏にちらつく子供の姿を意識の奥おくに追いやった。

　姉弟を寝しん室しつに下がらせたラニアードに、再び部下の一人が歩み寄って告げた。

「家の前に、アムブランス公の使いの者が来ております。殺人現場を検分したいとのことですが？」

「役人どもめ、今いま頃ごろ来たのか──」

　若き導師長は軽けい蔑べつも露あらわにつぶやいた。

　アムブランス伯はく爵しやく家けは、オクトベルの町と周辺の村々の統とう治ちを許された地方領主である。当然、この街の治安に関する権限──殺人事件の捜そう査さ権けんも含ふくまれるが──も伯爵家に属するので、城の役人が来た以上現場は明け渡わたさねばなるまい。

　しかし捜査のイロハも知らぬ地方役人による付つけ焼やき刃ばの検分では、犯人を挙あげるどころか現場を荒あらして貴重な証しよう拠こ品ひんまで喪そう失しつしてしまうのがオチであろう。

「我々の検分は終わったのだろう？　なら入れてやれ。ただし、二階で休んでいる子供たちを起こすなと伝えておけよ。調ちよう書しよがとりたいのなら日を改めろとな」

「はっ、確かに……ときにラニアード様」

　部下は周囲をはばかるように声を落とし、

「ひと月足らずの間に三件目……やはり、同一の犯人でしょうか？」

「何ともいえんな。殺しのやり口は、三件とも違ちがうし……軽々しく判断はできん」

「そうはおっしゃいますが──先に殺されたガメスやハズィールの時といい、どれも人間わざとは思えない殺し方です。やはり犯人は、その、」

「馬ば鹿かっ、軽はずみな憶おく測そくを口にするな！」

　ラニアードは部下を睨にらみ付け、厳きびしい口調で叱しつ責せきした。

「町中に魔ま族ぞくが侵しん入にゆうしたなどという噂うわさが広まってみろ、どんな騒さわぎになると思う？　住民の間に恐慌パニツクが起こったら、それこそ奴やつらの思うツボだということを考えろ！」

「は……申し訳ございません」

「とにかくこの件に関しては、私が報告書をまとめて王都の教団本部に送る──最終的な判断は、本部の長老会議が下すことだ」

　現場の引ひき継つぎについて二、三の指示を部下たちに下した後、城の役人と話すため宝石職人の家を出たラニアードは、そこで不ふ審しんそうに足を止めた。

　どんよりと鉛なまり色の雲が立ちこめた冬空の下、路上では見み慣なれた官服をまとった城の役人たち、そして胴どう鎧よろいに長柄斧ハルベルトで武装した警備兵一個分隊が寒そうに待機している。

　役人たちの到とう着ちやくは既すでに聞いているのだから、彼らの存在は別べつ段だん怪あやしむにはあたらない。

　ラニアードの足を止めさせたのは、目と鼻の先に悠ゆう然ぜんと佇たたずむ一人の若い女の姿だった。

「……イビス!?」

「お久しぶりね、ラニアード」

　黒貂セーブルのコートに濡ぬれ羽ば色の長い髪かみ。胸を飾かざる銀の数珠ロザリオは、彼女が〝教団〟の教導師シスターであることを示している。

　色白で美しい顔立ちだが、どこか生気に乏とぼしい、蠟ろう人形のような女の口くち許もとが薄うすく微笑ほほえんだ。

「どうせ再会するなら、できればもっと落ち着いた場所にしたかったのだけど──時間は惜おしいですものね。お互たがいに」

「〝ハガナー〟の人間が……こんな場所に何の用だ？」

「そんなに怖こわい顔しないでよ、うふふ……」

　黒衣の女は軽く手を上げ、（彼と話させて）──と言いたげに背後にたむろする役人たちに合図を送った。

　役人たちも不ふ承しよう不ぶ承しよう、といった面おももちで同意を示す。

「この街で起きた、二つの殺人事件に関する報告書は読ませて貰もらったわ」

　宝石職人の家にちらりと視線を走らせ、

「……これで三件目、いえ犠ぎ牲せい者しやの数でいえば四件目。私を派は遣けんした〝ハガナー〟の判断は、間ま違ちがってなかったというわけね」

〝聖ラズロウ教導団〟に所属する団員のうち、一いつ般ぱん団員の上に立ち民衆を教え導く任を課せられた幹部要員を〝教導師〟と呼ぶ。

　教導師たちの中でも特に指導的な役職として〝導師長〟、さらにその上に〝導どう師し監かん〟、〝導どう師し聖せい〟、〝長老〟、そして最高位である〝導どう皇おう〟へと至るのだが──いずれにせよ軍隊と同じく厳げん格かくに定められた階級制の中で、一いつ介かいの教導師が直属上司でないにせよ導師長に対して対等の口を利きくなどということは、通常ではまずありえない。

　だが〝教団〟内部において、組織の階級制に一いつ切さい縛しばられぬ一群の男女が存在した。

　長老会議直属の非公然機関〝ハガナー〟に所属する教導師たち──彼らの任務は長老会議の意志そのものであり、一般教団員はたとえ導師聖クラスの大幹部であっても異議を唱えることは出来ないといわれる。

　最初の殺人事件に関する報告書を本部に送ったとき、既すでに〝ハガナー〟が介かい入にゆうしてくる事態は考えないでもなかった。だが──。

（よりによって、彼女を派は遣けんして来るとはな……長老ども、何を考えている？）

　内心の動どう揺ようをイビスに悟さとられぬよう、ラニアードは大きく息を吸って気を鎮しずめた。

「この件に関してはまだ調査中だ……まだ同一犯かどうかも判わからないし、ましてや〝奴やつら〟の仕し業わざと決まったわけでは──」

「決まってからでは、もう手て遅おくれなのよ」

　そういって一歩前に踏ふみ出すと、彼女はおもむろに──あたかも恋こい人びと同士のごとくラニアードに向かってしなだれかかってきた。

　周囲を取り巻く役人と兵士たちが、何事かと目を丸くして見守っている。

「おい!?　いったい何の真似まね──」

（大声出さないで。あの人たちに聞かれたらマズイでしょ？）

　朝の寒かん気きと同じ温度を持った女の声が、ラニアードの耳元で小さく囁ささやいた。

（貴方あなたから送られた報告書を元に、〝ハガナー〟は独自に分ぶん析せきを行ってきたわ。その結果、一連の事件に憑ひよう魔まが介かい在ざいしている可能性が高いと判断したのよ）

（憑魔だと？　まさか──）

（もっとも確証はないのだけれどね。仮に事件の犯人が人間、あるいはディアボロスなら貴方の部隊で充じゆう分ぶん対たい処しよが可能だわ。でも相手が憑魔となるとそうはいかない──）

（………）

（猟りよう魔ま士し二名──四、五日のうちには、旅行者を装よそおってこの街に到とう着ちやくするように手配したわ。事じ後ご承しよう諾だくになって悪いけど）

（こちらには……拒きよ否ひする権限すらないわけか）

（誤ご解かいしないで。別に捜そう査さ権けんを移い譲じようしろとか、そんな野や暮ぼなことはいわないから。貴方がた破は魔ま騎き士し団だんは、今まで通り事件の捜査にあたってくれれば良いのよ）

（しかし、猟魔士の派遣を決定したということは──〝ハガナー〟は憑魔の〝依より代しろ〟について見当をつけたということだな？　いったい誰だ？）

（確証はないっていったでしょ？　私たちだって、何もかも見通して動いているわけじゃないのよ）

　イビスはラニアードからすっと離はなれ、再び無む機き質しつな笑えみを浮うかべた。

「あくまでも、万一の事態に対する備えよ。二十年前の惨さん劇げきを繰くり返すのは、貴方だって本意じゃないでしょ？」

「………」

「私は、しばらくの間こちらの支部に厄やつ介かいになるわ……よろしくね」

　ラニアードは憮ぶ然ぜんとした表情のまま腕うで組ぐみし、兵士たちの間をすり抜ぬけ道路の彼方かなたに歩み去っていく影かげのような女の背中を見送った。







　壁かべと床ゆかを微かすかに震ふるわせ、バタバタと騒そう々ぞうしい足音が階段を駆かけ上ってくる。

　ダレットはわずかに眉まゆをひそめたが、広げた新聞から顔を上げようとはしなかった。

　セバスティア王国の都カルパス。西十三番地ハマニート街の一角に建つ、何の変へん哲てつもない煉れん瓦が壁へきアパートの二階。

　家賃の安さだけが取り柄えのこの部屋を事務所兼けん住居として借りて、はや二年近くになる。安やす普ぶ請しんが幸いしてか、今では足音さえ聞けば来訪者の性別や体格が姿を見る前に判わかるほどになった。

　階段を上がって来る相手はビジネスの客ではない。つまり、わざわざ立ち上がって出で迎むかえにいく必要もないということだ。

『よろず調査請うけ負おい・秘密厳げん守しゆ・アースガード商会事務所』──麗れい々れいしく掲かかげられた真しん鍮ちゆうの看板だけが虚むなしくも立派な木製のドアが、乱暴な音を立てて開かれた。

「──何度いったら判るんだ、ペイ？」

　天てん井じようから落ちかかる埃ほこりが机の上のティーカップに入らぬよう手をかざしつつ、飛び込んできた同居人の顔を見ようともせずダレットはいった。

「部屋の出入りは静かにやれと。扉とびらの蝶ちよう番つがいが、いい加減くたびれてんだからよ」

「このドア、何で鍵かぎがかからないんだよ!?」

　ペイはダレットの言葉など聞いていない。体当たりせんばかりの勢いで扉を閉じるなり、ドアノブを押おさえつけややうわずった声で叫さけんだ。

　若葉色のストールジャケットに藍あい染ぞめの綿ズボンという、いつもの出いで立ち。

　興こう奮ふんでやや上じよう気きした顔も、相あい変かわらず少女のように美しい。

　そのくせ当人は女に間ま違ちがわれることを何より嫌きらっているのだから、人の趣しゆ味みはよく判らないものだとダレットは思う。

「今さら何だ？　半月前にぶっ壊こわれて、そのままになってたろーが」

「そんなの不用心じゃないか！　なぜ修理しないのさ!?」

「必要ない。おれたちの部屋にはそれぞれ鍵がついてるんだし、だいいちこの事務所にゃ盗とられて困るようなモノなんかないからな」

　ハーブ茶のカップを口に運びながら、ぶっきらぼうに答えるダレット。

「……ほんっとーに無神経なんだね君は！　ついてけないやっ」

「ほっとけ。生まれつきだ」

「もういいよ！　あいつが来たら、ぼくは外出中だって答えといて。いいね!?」

「誰だって？」

「決まってるだろ。──ぼくらの敵さ!!」

　それだけいうと、ペイは事務所の奥おくにある二つの扉の一方──つまりは自分の書しよ斎さい兼けん寝しん室しつに飛び込んだ。事務所全体を震ふるわせて扉が閉まる。

「ったく、十七にもなって落ち着きのない奴やつだ……」

　軽くため息をつきダレットは『カルパス週報』のページをめくった。

　週に一度のペースで刊行される大衆向け新聞は活版印刷の普ふ及きゆうにより可能になったいわば近代文明の象しよう徴ちようであるが、その紙面を埋うめているのは上流階級のゴシップや町で起こった猟りよう奇き犯罪を扱あつかった下げ世せ話わで扇せん情じよう的な記事ばかりだ。紙面を広げる度たびに、つくづく社会は進歩の方向を誤っているのではないかといらぬ危機感を募つのらせてしまう。

　もっとも馴な染じみの屑くず屋やから週遅おくれの古新聞を譲ゆずり受け、金のかからぬ退たい屈くつしのぎに読んでいるダレット自身も、あまり偉えらそうなことはいえないだろうが。

　気を取り直して唯ゆい一いつの文化的といえる記事──懸けん賞しよう付きクロスワード・パズルでも解こうかとペンを取り上げたとき、外の階段から新たな足音が近づいてきた。

　先刻のペイよりは静かな、しかしカツカツと高らかに響ひびく音。おそらく踵かかとの尖とがった女物の靴くつであろう。

「なるほど。〝敵〟の襲しゆう来らいか……」

　ダレットは渋しぶ々しぶ新聞を畳たたんで立ち上がった。

　もはや、吞のん気きにパズルなど解いていられる状じよう況きようではなさそうだ。

　音もなく半開きになったドアの陰かげから、ぬっと突つき出た鋭するどい刃やいばが凶きよう悪あくな光を放つ。

　白い貫かん頭とう衣いに身を包み、片手に刃物を携たずさえたその生き物は、勢い良くドアを開いたかと見るや次の瞬間には踊おどるように軽かろやかなステップを踏ふんで事務所の床ゆかに降り立っていた。

「こんにっちは～♡　ペイ君帰ってるーっ!?」

　リマル・シェメシュ。向かいの髪かみ結ゆい処どころで見習いとして働く十八歳さいの少女は、後頭部でリボンのように結った人にん参じん色いろの髪をぷるんと揺ゆらしながら部屋の中を一いち瞥べつした。

　手足を縛しばり猿さるぐつわを嚙かませて椅い子すにでも座すわらせておけば、まあ「美人」と形容して差さし支つかえない娘むすめである。事実奉ほう公こう先さきでは客の男数名から求きゆう婚こんされているらしい。

　ただし、磨みがき抜ぬかれた刃物──小指掛かけのついた理り容よう鋏ばさみだが──を右手に構えてけたたましく笑う彼女の姿は、ダレットの目にはひどく凶きよう暴ぼうな小動物としか映らないのだが。

（……いかん。ここでたじろいだら、負けだ）

　大きく深呼吸。ついでわざとらしく咳せき払ばらいを一つ。

「何か用か、リマル？……用がないならとっとと帰ってくれ。商売の邪じや魔まだ」

　ダレットは机を回って彼女の前に出ると、眉み間けんに皺しわを寄せたしかめ面つらで威い圧あつするように睨にらみ付けた。

「な～に言ってるのダレット。昼間っからボンヤリ暇ひましてたクセにぃ」

　リマルはきゃらきゃら笑いながら、長身のダレットの胸を気安く叩たたいた。

　全然通じてない。

「ま、他人行ぎよう儀ぎはナシにしましょ。大家と店たな子こといえば、親子も同然じゃない」

「誰が大家だ？　この部屋はな、おまえじゃなくておまえの親父おやじさんに借りてるんだ。ガキが調子に乗って大人の仕事に首を突つっ込むんじゃねえっ」

「あら。そーゆーセリフは、大人らしく真ま面じ目めに働いてる殿との方がたが口にするモノじゃなくて？」

　リマルは白衣の腰こしに両手を当て、やや挑ちよう発はつ的てきな態度でダレットの顔を見上げた。

「前からず～っと不思議に思ってたんだけど……いったい何の会社なのさ？　この『アースガード商会』って。二年前に入居して以来、あんたとペイ君がここで仕事らしい仕事をやってる姿って見た記き憶おくがないんだけど」

「う。それは……看板に書いてあるだろ。よろず調査請うけ負おい、秘密厳守──ま、いわゆる探たん偵てい業ってやつさ。仕事は外でやってんだよ」

「へえ、探偵？　じゃあさ、殺人事件の捜そう査さとか犯罪組織の内偵とか、辺へん境きように潜せん伏ぷくしてるってゆー先住魔族デイアボロスの残ざん党とう狩がりとか──そんなコトやってるわけ？　そこの新聞に書いてるような事件の──」

「ばーか、ンなわきゃねーだろ。うちで扱あつかってるのは、浮うわ気きの調査とか家出人捜さがしとか、専もつぱらそんな類たぐいの依い頼らいばかりだな」

「な～んだ、がっかり」

　ちょっと落らく胆たんしたようにかぶりを振ふり、

「でもまあ……考えてみりゃ当然よねえ。あんたとペイ君って、見るからに頼たよりなさげってゆーか暴力沙ざ汰たとは縁えんのなさそうなコンビだもん。身の程ほどを弁わきまえた賢けん明めいな営業方針だわ、ウン」

「ちぇ。おーきなお世話だ」

　面おも白しろくなさそうに舌を打ち、ダレットは壁かべ際ぎわに置かれた姿見にちらりと目をやった。

　鏡に映った自分の姿──歳としの頃は二十歳はたちそこそこ、長身の割にひょろりと瘦やせた若者が、頭をかきながらこちらを見つめている。面おも長ながで鼻筋が通った彫ほり深い顔だちにも拘かかわらず、とろんと眠ねむそうな一ひと重え瞼まぶたの目がどうにも冴さえない。

（頼りなさげか……ま、無理もねーなぁ）

　別に、強しいて反はん駁ばくする気にもなれないが。

「──にしてもリマル、おまえだって昼間は仕事だろうが。こんなトコで油売ってていいのかよ？」

「ご心配なく、今日は非番なの☆　といっても、あんた方みたいに遊びほうけてるワケじゃなくてよ。お休みの日だってばっちり髪かみ結ゆいの修しゆ行ぎように当ててるんだから──ああ、あたしってば何て勤きん勉べんな努力家なのかしら？」

　いってるうちに自分の言葉に感動したらしい。うっすら涙なみだの滲にじんだ大きな瞳ひとみをうるうる輝かがやかせている。

「……修行？」

「そっ。道みち端ばたで通行人に声かけて、無料で散さん髪ぱつしてあげるの」

「つまり練習台ってわけか……」

「何事も、実戦で鍛きたえるのが上達の早道だものね。でもって、さっき角の古本屋の前でペイ君に出くわしたから、練習につき合って貰もらおうと思ったんだけど……彼どーしちゃったのかしら？　ロクに話も聞かずにその場から逃にげ出してさ」

（──なるほど）だいたい事情は判わかった。

　ダレットは額にかかるまで伸のびた自分の前髪をつまみ上げ、

「練習だったら、俺おれの頭で頼たのむよ。タダなんだろ？　丁度いい。そろそろ散さん髪ぱつを──」

「きゃはははは、ジョーダン☆　誰でもいいってワケじゃないのよ。ダレットの頭じゃあたしの創そう作さく意い欲よくが湧わかないもの」

「……なんだ、その創作意欲ってのは？」

「だってだって、ペイ君って最高の素材なんだもーん。顔が綺き麗れいだっていうのはもちろんだけど、とにかくあの髪！　まるで絹きぬ糸みたいに柔やわらかくしなやか。太すぎず細すぎず、適度なツヤとコシがあって──ああ～んたまんない！　そよ風にフワリとそよぐあの子のブロンドヘアを見ると、あたしの中の髪結い魂だましいが燃え上がるのよ。ラララ～♪」

　言葉は途と中ちゆうから歌に変わり、リマルは右手の鋏はさみをジャキジャキ開閉させながら白衣の裾すそを翻ひるがえして踊おどり始めた。どうやら頭の中で怪あやしげな物質が分ぶん泌ぴつされているらしい。

「悪かったな。俺は創作意欲の湧かない頭で……」

「あら！　お望みならダレットの髪かみだって整えてあげるわよ。ただし調髪料二百クラン」

「そんな金があったら、店に行っておまえの師し匠しように刈かって貰うよ」

「あっそ。──それよかペイ君！　ペイ君ペイ君、ねーペイ君はーっ!?」

「部屋の中で刃は物ものを振ふり回すんじゃねえっ！──あいつなら散歩に出たきりまだ帰って来ないぜ。おおかた、隣となりの街区にでも足を伸ばしてるんじゃねえのか？　さ、用件は済んだな？　帰った帰った」

「………」

　ふいにリマルの踊りが停止し、仮面のように一いつ切さいの表情が消え失うせた。

　小こ首くびを傾かしげて考えること数秒。

「今、唐とう突とつに思い出したんだけど……この事務所、確か半年ばかり家賃が滞とどこおってるわよねえ？　そろそろ──」

「……ペイのことは知らんが……男のくせにチャラチャラ耳みみ飾かざりなんぞつけた小生意気な小こ僧ぞうなら、ついさっき見かけたぞ。今は奥おくの部屋で息を潜ひそめている」

（『裏切り者──っ!!』）

　扉とびらの向こうから悲痛な叫さけびが上がった──ような気がしたが、もはやダレットの心に後こう悔かいはない。これ以上、この娘むすめと会話を続けていたらきっと頭が痛くなる。

「ありがとね☆　好きよダレット！」

　リマルは投げキス一つ寄よ越こして身体からだを翻ひるがえすと、ハイヒールの踵かかとを高く鳴らしながら事務所の奥にあるドア目がけて突とつ進しん──しかけてふと立ち止まった。

「──っと、忘れるトコだった。下の郵便受けにコレ来てたわよ」

「手紙？」

　上質紙の封ふう筒とうに、流れるように流りゆう麗れいな文字で書かれた表書き。

　裏を返すと、赤い封ふう蠟ろうの上に正三角形を三つ、クローバーの葉のように組み合わせたシンプルな紋もん章しようが深々と刻こく印いんされている。

（〝教団〟からの依い頼らいか……）

　ダレットは険けわしく口くち許もとを引き締しめた。

〝教団〟──すなわち〝聖ラズロウ教導団〟が公おおやけに採用している紋章は、太陽と交差する二振ふりの剣けんを象かたどった図ず柄がらだ。それぞれ勇者の正義と力を象しよう徴ちようしているといわれる。

　しかし一いつ般ぱんに使われることは極きわめて希まれだが、〝教団〟内部に非公式に結成されたある機関が機密文書に使用するもう一つの紋章があった。

〝ハガナー〟──彼らは自分たちの組織をそう呼んでいる。また、機関に属さない一般の教団員たちは、いささかの皮肉を込めて〝裏導師会〟とも呼んでいるという。

　もっともダレット自身は、〝教団〟の内部事情についてさほど詳くわしいわけではなく、ただ〝ハガナー〟に所属する導師の一人でシスター・イビスと名乗る女性を通して、ときおり〝仕事〟の依頼を受けているにすぎない。

　今回の手紙も、直接の差出人はおそらく彼女であろう。

　ダレットは椅い子すに座すわり直すと、引き出しから取り出したペーパーナイフで手紙の封を切った。

「見～つけた！　さあペイ君、いい子だから出てらっしゃい。おねーさんがキュートな髪かみ型がたにしたげるわよぉ」

「うるさい、余計なお世話だ！　ぼくは、今の髪型が気に入ってるって言ったろ!?」

　堅かたく閉ざしたドアを挟はさんでペイとリマルが激しく言い争っている。

　どことなく緊きん張ちよう感かんを欠かく闘とう争そうは、他た愛あいのない姉と弟のじゃれ合いのようでもある。

　──といわれれば、ペイの方ほうは死ぬほど嫌いやがるだろうが。

「切るのが嫌いやなら結ゆうだけでもいいわ。そうだ！　この間、外国製の素す敵てきな髪飾かざりが手に入ったの。きっと貴方あなたの頭に飾ったらよく似合う──」

「帰れ──っ!!」

「ペイ！　遊んでないで、ちょっとこっちに来い」

　一通り目を通した便びん箋せんを机に伏ふせ、ダレットが大声でいった。

「今それどころじゃないよ！　だいたいダレットが裏切るからこんな──」

「いいから、来い。シスター・イビスから仕事の依い頼らいだ」

「……！」

　壁かべの一部と化したように堅かたく閉ざされていた部屋のドアが、おずおずと開かれた。

　すかさず櫛くしと鋏はさみを取り出したリマルの襲しゆう撃げきを巧たくみにすり抜ぬけ、少年はダレットの机に歩み寄ってきた。

「どうしたの、また誰かの〝告発書〟？」

「いや、依頼の手紙だけだ──ともかく、読んでみろ」

　卓たく上じようの便びん箋せんを顎あごで指したあと、ペイの背後できょとんとしてる少女に視線を向けた。

「悪いな、リマル。今日はもう帰ってくれ──急な仕事が来たんだ」

「あら………そーなの？」

　部屋の空気が微び妙みように変化したのを感じ取ったか、髪結い見習いの娘むすめは、ばつが悪そうに鋏と櫛をポケットにしまった。

「この事務所も、しばらく空あけることになりそうだ。親父おやじさんに伝えといてくれ。帰ったら、今度こそ滞たい納のうした家賃を払はらうってな」

「こないだ出かけたときも、同じセリフを聞いたように覚えてるけど……ま、いーわ。せいぜい頑がん張ばってね」

　出入り口の扉とびらまでてこてこ引き返し、ノブを握にぎったところで──リマルはふと心配そうに振ふり返った。

「どーでもいいけど、ヤケ起こしてあんまりヤバイ仕事には手を出さないでね。あんたたちって、ほんっとーに……そういうガラじゃないんだから」




「ふうん……確かに妙みようだね」

　イビスからの書しよ簡かんを読み終えたペイが、顔を上げていった。

「『オクトベルの下町で殺人事件が起こったから来てくれ』──って、ただこれだけ？　バカにしてるね」

「ああ。憑ひよう魔まが絡からんでる疑いがあるから、現地に来て調査しろってことなんだろうが……」

「殺人事件なら、このカルパスでだって毎日何件も起きてるよ。彼らがきちんと裏付けを取って、憑魔の〝依代〟のアタリをつけて──その上でぼくら猟りよう魔ま士しの出番でしょ？　疑わしいってだけでいちいち出かけてたら、ぼくら身体からだがいくつあっても足りないもの」

「そんなことくらい、彼女も判わかっているはずなんだがな……」

　椅い子すの背に身体を預あずけ、ダレットは思し案あん顔がおで窓の外の風景を見やった。

　灰色の雲に覆おおわれた天の高みを、行ぎよう儀ぎ良く並んだ渡わたり鳥の群が音もなく横切っていく。

　北の町では、もう初雪がちらつく季節だ。

「オクトベルには……確か〝教団〟の破は魔ま騎き士し団だんが駐ちゆう屯とんしてたっけ」

「近くに宝石鉱山を抱かかえた裕ゆう福ふくな街だからね。導師長のラニアードは、〝教団〟内部でも五本の指に入る剣けんの使い手だって聞くよ」

「連中の正規部隊でも手に余る、厄やつ介かいな事件ヤマってワケか……」

「気に入らないね。どうする、今回はやめとく？　〝依代〟について説明がないのはルール違い反はんだよ。断ったところで、ぼくらが非ひ難なんされるいわれはないと思うけど？」

「オクトベル、か……」

　再び文面に視線を走らせながら、ダレットは何かを思い出そうとするようにじっと目を閉じた。

「……ダレット？」

「出かけるぞ、ペイ。旅たび支じ度たくだ……今回は長くなるかもしれねえ」

　おもむろに立ち上がると、便びん箋せんを丸めて灰皿に放ほうり込み、マッチを擦すって火を点つけた。

〝仕事〟を受けようが受けまいが、依い頼らいの手紙は読んだ後速すみやかに始末する──これも、イビスとの間で定めた〝ルール〟の一つだ。

「別にハズレだってかまやしねーよ。どうせ馬車代と宿代はあっち持ちだ」

「へえ？　今回は珍めずらしくやる気あるじゃない」

「………」

　黙もく々もくと机の上の整理を始めた相棒の姿に、ペイは軽く肩かたをすくめた。

「まあ、いいけど。何にせよ、今度の旅は後あと味あじのいい仕事になればいいね。この前の依頼──アプダ村の仕事は散さん々ざんだったからさ」

「……馬ば鹿かいえ」ダレットは片付けの手を止め、灰皿の中で黒い灰へと変わっていく便箋を見つめた。

「俺たちの〝仕事〟に……後味のいい結末なんか、待ってるわきゃないだろうが」







　　　第２章　町を翳かげる死し影えい







　街かい道どうで馬車を乗り継つぐこと、およそ三日間。オクトベルはセバスティア北部、ホレフ山脈の南なん麓ろくにある人口三万ほどの小都市だった。

　すぐ北にあるマルシーム山は国内でも有数のルビー鉱山であり、元々は宝石目当ての山師や鉱夫たちの小屋が寄り集まって出来た小さな集落だったが、現在では原石を研けん磨まし宝ほう飾しよく品ひんに細工する宝石加工業が町を支える主要な産業となっている。

　馬車を降りて門をくぐると、すぐに領主アムブランス公の居城へと続く大通りと、その両側に広がる落ち着いた街並みが見み渡わたせた。

　石いし畳だたみの路ろ肩かたには屋根から降ろされた雪がうずたかく積もり、その間を防寒具で着き膨ぶくれした市民たちが気ぜわしく行き交かっている。本格的な冬の訪おとずれを前に、小さな町は商売と冬支じ度たくに勤いそしむ人々の営いとなみで束つかの間の活かつ況きようを呈ていしているようだった。

「………」

「どーしたのさダレット？　馬車を降りてからボーッとしちゃって」

　北国らしく赤煉れん瓦がの建物と大きな煙えん突とつが特とく徴ちよう的なオクトベルの街並みをぼんやり眺ながめていたダレットは、背後からペイに肩を叩たたかれはっと我に返った。

「あ、いや……何だか、初めて来た土地のような気がしなくてな」

「そういや事務所でもいってたね。やっぱり、前に来たことがあるんじゃない？」

「どうかな──。よく判わからん」

「ふうん？　ま、いーけどさ」

　ようやく馬車の狭せまい客席から解放されたのが嬉うれしいのか、ペイは気持ちよさそうに背せ伸のびしたあと、ダレットの先に立って歩き始めた。

　北国ということを見み越こしてか羊毛のセーターの上にゆったりした冬物のジャケットを着込み、足元をスエードのブーツで固めている。

　周囲の街並みをきょろきょろ見回しながら、

「こうして見ると、普ふ通つうの田舎いなか町だね。『紅こう玉ぎよくの町』って聞いて楽しみにしてたんだけどなぁ」

「まさかおまえ、道路にルビーが敷しき詰つめてあるとでも思ってたんじゃないだろうな？」

　呆あきれたようにいうダレットは、膝ひざまである青い外がい套とうを羽は織おり首に黒いマフラーを無む造ぞう作さに巻いただけという、いつもと代わり映ばえのしない服装であった。

「だってさ、オクトベル産のルビーっていえば有名じゃないか。職人だってそれなりに儲もうけてるんじゃないの？」

「この手の街の職人ってのは、たいてい何処どこかしらのギルドに属しててな。原石を加工して欲ほしい商人は、ギルドの元もと締じめを通して依い頼らいするんだよ。その時払はらわれた大金は元締めや中なか請うけの業者にピンハネされて、肝かん心じんの職人には雀すずめの涙なみだていどしか残らねえ。実際に汗あせ水みず垂たらして働くのは連中なのにな」

「ふうん……そりゃあ気の毒だね。国内でも最高級のルビーを扱あつかいながら、一生贅ぜい沢たく暮らしには縁えんがないってわけだ」

「それでも、他の町や農村にくらべりゃ暮らし向きはマシな方だろうがな。周りの土地が多少の凶きよう作さくでも、ここは宝石が採とれる限り食いっぱぐれはねえ」

「関係ないけど──ぼくがつけてるピアス、これもオクトベル製だよ。ほらほら」

　つんつん自じ慢まんげに指さす少年の耳みみ朶たぶには、金のリングに留とめられた大おお粒つぶの赤い宝石が揺ゆれている。ただし石の色はルビーよりもっと色の濃こい、むしろ石榴石ガーネツトに近い深紅色であるが。

「ほーう。そりゃいいことを聞いたな」

　眠ねむそうな目つきのままつぶやくと、ダレットはおもむろに手を伸のばし指先でペイの耳を引っ張った。

「──今回の商談がまとまらなかったら、こいつを質しちに入れて家賃を払おう」

「あいたた！　こら、放せ！」

「楽しそうねえ。いったいどちらからいらした観光客かしら？」

　ふいにかけられた声に振ふり向くと──何時の間に現れたのか、影かげのような黒貂セーブルのコートをまとった美しい女の姿があった。背後には、黒い導服姿の体格のいい教団員を従えている。おそらく本部グランド・ロツジから連れてきた部下だろう。

「イビスか。こりゃまた……久しぶりだな」

　ダレットはペイの耳から手を放し、女に向き直った。

「手紙で指定した馬車から一本遅れね。時間に遅おくれるのはビジネスマナーに反するわよ」

「ちっ。そーゆー細かい所にこだわるから〝教団おたくら〟相手の仕事は嫌いやなんだ。──にしても珍めずらしいじゃないか？　エージェントのあんたが現場に顔を出すなんて」

「到とう着ちやく早々悪いけど、さっそく仕事にかかってもらうわ」

「気が早いな。まだ今夜の宿も見つけてないぜ」

「宿の方なら、もう予約済みよ。荷物は支部の人間に運ばせるから心配ないわ」

　彼女が軽く目で合あい図ずすると、教団員は無言のまま進み出て一礼し、ダレットとペイの手荷物を受け取った。

「やれやれ、人使いの荒あらいこって──で、現場は？　手紙によれば、今までに三人が殺されたって話だが」

「四人よ。あの手紙を出したあと、また一人殺されたわ」

　ダレットとペイは互たがいに顔を見合わせた。

「なるほど、な……。なら、とりあえず最初の現場から案内して貰もらおうか？」




　事件が起こったのはほぼひと月前。殺されたのは四十七歳さいの宝石商、ガメス・マクレル。

　二人の猟りよう魔ま士しはイビスに案内されるまま、オクトベル市街の山の手にある被ひ害がい者しやの屋や敷しきを訪おとずれていた。

　屋敷森に囲まれた広大な庭では武装した兵士たちが警備に当たっていたが、既すでに話はついているのかイビスの姿を見るなり敬礼して一行を通した。

「えらく儲もうかっていたようだな。領主の城並みの部屋じゃねえか」

　庭を歩いている最中は無言だったダレットも、犯行現場となった寝しん室しつを覗のぞくなり呆あきれたように洩もらした。

　カルパスにある彼の探たん偵てい事務所が三つは納まりそうな広い寝室は四方の壁かべを高級そうな絵画や彫ちよう刻こくで飾かざり立てられ、中央には王おう侯こう貴族が使うような天てん蓋がい付きベッドが据すえられていた。

（こういうだだっぴろい部屋で眠ねむりたがる人間は、いったい何を考えてるんだろうな──）

　つまらない疑問がダレットの脳のう裡りを過よぎる。部屋の主からその理由を聞く機会は、もはや永遠に来ることもないだろうが。

「殺されたガメスは、町でも指折りの宝石商だったのよ」

　寝室の壁際ぎわに立ったイビスが、額がくに飾られたマクレル商会の商しよう標ひようを示しながら説明した。

「この町がルビー鉱山に支えられていることはご存知よね？　ところが十年ほど前からマルシーム山のルビー産出量が徐じよ々じよに減り始め、町の財政は一時期極きよく端たんに落ち込んでいたわ。ガメスはそこに目を付けた。別の鉱山で採とれた質の悪い原石をこの町に運び込んでカットさせ、オクトベル産として売りさばく──この商法が大当たりしたというわけ」

「何だそりゃ？　要するに詐さ欺ぎじゃねーか」

「詐欺にはならないよ、この町の職人が作った宝石であることは間ま違ちがいないんだから。それにマクレル商会の宝ほう飾しよく品ひんは、よそより安いってのがウリだしね」

　と、横からフォローを入れるペイ。

　十代の少年らしく、流行はやりものの話題になると妙みように詳くわしい。

「町は活気を取り戻もどし、ガメスはオクトベルの恩人とばかりにもてはやされたわ。

　──もっとも、いいことばかりでもないけどね。領主の親族や職人ギルドの幹部といった町の有力者に賄わい賂ろを摑つかませて他の商人を排はい除じよしたために、ルビー加工の値段は彼の思いのまま。安値でこき使われる職人の中には、そうとう恨うらんでいる者もいたと聞くわ」

「恨みを持つ相手には、事欠かないってワケか……殺しの犯人は職人連中か、でなけりゃ商売仇がたきの宝石商じゃないのか？」

「そうね。私もそう思ったかもしれない──普ふ通つうの殺し方ならね」

「と、いうと？」

「ガメスの死体を発見したのは屋や敷しきのメイドだけど、そのとき彼はベッドの上で──全身の生皮を剝はがされていたそうよ」

「……皮を？」

　ダレットが手を伸のばし、ベッドを覆おおい隠かくしていたカーテンを勢い良く引き開けると、黒い血けつ痕こんが純白の羽布ふ団とんの上にくっきりと人型の輪りん郭かくを浮うかび上がらせていた。

　生きながら皮を剝がれ、肉にく塊かいのような姿に変わり果て息いき絶たえた宝石商の最さい期ごを思い浮かべ、ダレットは喉のどの奥おくからこみ上げる苦い唾つばを苦労して吞のみ込んだ。

「剝がれた皮は、どうなったんだ？」

「メイドの悲鳴を聞いて駆かけつけた執しつ事じが見つけたわ。部屋に飾かざってある──ほら、あの大理石の像に被かぶせてあったそうよ」

　イビスが指差す先に、月げつ桂けい冠かんを頭に被った若い男の、等身大の裸ら身しん像ぞうが立っていた。

　無表情に整った顔、均きん整せいの取れた肢し体たいに逞たくましく浮き上がる筋肉を精せい緻ちに表現した大理石の立像である。

　だが──よく見るとその表面にはどす黒く乾かわいた血ち糊のりがこびりつき、あたかも石像じたいが瀕ひん死しの重傷に喘あえいでいるかのようである。

　およそひと月前の早朝、その石像の上に剝ぎ取られたばかりの人間の皮ひ膚ふ──飽ほう食しよくでだらしなくたるんだ中年男の皮──がすっぽり被せられ、主を失った寝しん室しつで孤こ独どくに佇たたずんでいたのだ。

「犯人は、何でわざわざそんなことしたんだろう。何か意味があるのかな？」

　ペイが小首を傾かしげる。

「意味なんかねえだろ。たぶん金持ちが嫌きらいだったのさ」

「だとすると、犯人はディアボロスじゃないね。彼らは人間を憎にくんでるけど、別に金持ちを妬ねたんでいるわけじゃないもの」

「そりゃそうだ。……ひとつ、試ためしてみるか」

　ダレットは外がい套とうの前をはだけ懐ふところに隠かくした得え物ものを引き抜ぬいた。

　剣と呼ぶにはいささか奇き妙みような得物である。

　まず刀身の材質が鋼はがねではない。生白く光こう沢たくをもった表面の質感はどこか有ゆう機き的で、強しいて喩たとえれば象ぞう牙げに近いだろうか。加えて先せん端たんでやや幅はば広ひろになった片刃の刀身は、剣けんというより武骨な蛮ばん族ぞくの山刀を思わせた。

「それが、貴方あなたの魔ま骨こつ刀とうね？」

　純血ディアボロスの骨から作られた呪じゆ術じゆつ武ぶ器きを前に、イビスがなぜか懐なつかしげに目を細めた。

「まあな。といっても裏導師ハガナーのあんただ。初めて見るわけでもないだろう？」

「もちろんよ。あなた以外にも使い手を知っているわ。とても強い──たぶんダレット、あなたよりも強い男」

「そりゃすげえ。今度サイン貰もらっといてくれ」

　適当な答えを返しながら、ダレットは魔骨刀の刃を上に向け、ためつすがめつ眺ながめた。

　生白い刀身をぼんやり曇くもらせる黒い染しみに目を留とめ、

「この前の仕事のときについた血か……いくら磨みがいてもとれやしねえ」

　憂ゆう鬱うつそうにつぶやくと、刀をペイに手て渡わたした。

「ほれ。頼たのむ」

「オッケー」

　宝石商の殺されたベッドに向けて一歩踏ふみ出すと、少年は渡された魔骨刀を捧ささげ持つようにして絨じゆう毯たんの上に跪ひざまずいた。

「ディアボロスの〝息い吹ぶき〟を感知するつもりね？」

「ほう。よく判わかるな」

　元はディアボロスの肉体の一部から作られた魔骨刀は、同族の気配に近づくと共鳴反応を起こす。といっても、普ふ通つうの人間には判別できないごく微かすかな反応であるが。

　その微かな反応を感知するため、ペイは刀身を額に押おし当て、拝はい礼れいするような姿勢でじっと意識を集中していた。

「これでも呪じゆ術じゆつ士しの端はしくれですからね。──言わなかったかしら？」

「……いや……初耳だ」

「そんな驚おどろいた顔しないで。教導師の私が呪術を習しゆう得とくしちゃいけないかしら？」

「いけない、ってこたあないが……」

　先住魔族デイアボロスたちは姿形こそ人に似た生き物だが、今から五百年の昔は人間にはない強大な呪力を意のままに操あやつり、数千年の永ながきに亘わたって地上の支配者として君くん臨りんしていた。今でこそ万ばん物ぶつの霊れい長ちようを以もつて任にんじる人類も、その時代は彼らディアボロスの力に怯おびえながら汲きゆう々きゆうとして生きる無力な一種族にすぎなかったのだ。

　勇者ラズロウの蜂ほう起きに端たんを発する人間たちの大規模な反乱によりディアボロスの支配体制は崩くずれ去ったが、その過程で一部の人間たちが魔ま族ぞく特有の能力であった呪力の原理を解明し〝呪じゆ術じゆつ〟として会え得とくするに至った。

　ディアボロスの呪じゆ力りよく因いん子しが凝ぎよう集しゆうして結けつ晶しよう化かした〝呪じゆ石せき〟から得た力を、実世界の因いん果が律りつと似にて異なる隠かくされた森しん羅ら万ばん象しようの法則〝呪じゆ導どう律りつ〟に従したがって操あやつり、外界に対し物理的・精神的な力を行使する秘ひ術じゆつ。一般的な占せん術じゆつや呪まじないと区別する意味で、〝外げ道どう呪じゆ〟と称しようされることもある。

　呪力を持たぬが故ゆえに道具と技術を進歩させてきた人類が、皮ひ肉にくなことに天てん敵てきディアボロスの力さえも道具として手に入れてしまったのだ。

　とはいえ、かつて人類を苦しめた魔ま族ぞくに源げん流りゆうを発する力を忌いみ嫌きらう人間も少なくない。

　ここセバスティア王国も例外ではなく、王国軍の呪術師団など特とく殊しゆな事例を別にすれば、一般人による外道呪の研究や習得は禁きん忌きとされている。

　ただし人の心に巣食う魔物〝憑ひよう魔ま〟を狩る猟りよう魔ま士し──ペイもその一人だが──については、この世界において一国の王家以上の力を有するラズロウ教団の意向により、特別にその禁忌を免めん除じよされていた。

　教団の内部に呪術士がいたとしても不ふ思し議ぎはあるまい。表向き、教きよう導どう師しが呪術に手を出すことは教きよう義ぎにより堅かたく禁じられているとはいえ──。

（教団の裏組織〝ハガナー〟か……食えない連中だぜ）

「ダメ！　な～んにも感じないや。ここひと月の間、この部屋でディアボロスが活動していた形けい跡せきはないね」

　一通りの感知を終えたペイが、顔を上げ大声でいった。

「やはりな。犯人は人間……もしくは人間だったもの、か」

「できれば人間であってほしいわね。その場合、あなた方は無む駄だ足あしってことになるけど」

「俺おれだってそっちの方がありがたいよ。こんな寒い町でうろうろするくらいなら、暖かい王都で浮うわ気き調査でもやってた方がマシってもんだからな」

　返された魔骨刀を鞘さやに収めながら、ダレットは再びイビスに向き直って尋たずねた。

「屋や敷しきには使用人や用よう心じん棒ぼうだっていたんだろ？　事件があった晩、誰だれも侵しん入にゆう者しやには気付かなかったのか」

「遅おそ番ばんの使用人が下の階を見回っていたけど、階段を上ってくる人ひと影かげは一いつ切さい見なかったそうよ」

「そうすると、犯人が部屋に侵入したのは……」

　ダレットはもう一度室内を見回し、やがて南向きに開いた窓の方へと歩み寄った。

　バルコニー付きの窓からは広大な庭と屋敷森、そしてその彼方かなたに広がるオクトベルの市街地が一望に見み渡わたせる。

「窓に、鍵かぎはかかってなかったのか？」

「開け放たれていたそうね。もっとも犯人じゃなく、被ひ害がい者しや自身が開けたらしいけど」

「この季節で……しかも真夜中に？」

「寝ねる前に、町の夜景を眺ながめながらワインを傾かたむけるのが故こ人じんの習慣だったそうよ。よっぽどあそこからの眺めがお気に入りだったのね」

「……なるほど」

　一代で巨きよ万まんの富を築きずき上げたオクトベルきっての豪ごう商しようは、夜よ毎ごとバルコニーから貧しい平民たちが住む下町を見下ろしては、人生の勝利に酔よいしれていたのだろうか。

（まさか、窓から死に神が押おし掛かけて来るとは思いも寄らなかったろうがな……）

　窓を開けバルコニーに出ると、すぐ目の前にひときわ立派なモミの巨木がそびえている。手前に伸のびた太い枝からバルコニーまでは、およそ三ペイム（六メートル）といったところか。

　壁かべ際ぎわに並ぶ美術品を眺めていたペイを手招きし、モミの木を指さして尋たずねた。

「人間が飛び移るには、ちょっと遠いな……おまえ、呪じゆ術じゆつを使ってこの距きよ離りを飛べると思うか？」

「まあ、不可能じゃないけどね。空中浮ふ遊ゆうの術は、効果が短い割に疲つかれるからあんまり使ったことはないけど」

「手口が人間離ばなれしてるからって、憑ひよう魔まの仕し業わざと決めつけるのは早そう計けいだぜ。ガメスの商売敵がたきが、呪術士を雇やとって奴やつを殺した疑いは大いにあり得るからな」

「ディアボロスや人間の呪術士による犯行の可能性は、ラニアードを長とする破は魔ま騎き士し団だんが探さぐっているわ。あなたたち二人には、あくまで憑魔の存在を前提として捜そう査さを進めて欲ほしいのよ」

　釘くぎを刺さすようなイビスの言葉に、ダレットは内心で舌打ちした。

　仮に犯人が人間ならばそいつを捕とらえるのは役人の仕事だし、ディアボロスならそれは〝教団〟の騎士団の領分だ。自分とペイはその時点で荷物をまとめ、さっさとカルパスに帰れば済すむ。

　しかし犯人が、そのどちらでもなければ──つまり魔に魅み入いられた人間、〝憑魔〟ならば──その時こそ自分たち猟りよう魔ま士しの出番だ。それは決して魔物退治などという体てい裁さいの良い仕事ではない。人の心の奧おく底に潜ひそむ闇やみに触ふれ、本来なら罪など犯おかすはずのなかった人間を斬きる。たいていの場合、それは依より代しろとなった人間自身の死をも意味している。

　憑魔の正体は未いまだに不明だが、今のところはっきりしているのは彼らがこの世界とは異なる世界に起源を持つ存在だということ、そして人間の肉体を〝依代〟にしてこちら側の世界に侵しん入にゆうしようと図はかっているらしいということだけだ。

　人間の価値観からするとディアボロスと憑魔は一見同じような怪かい物ぶつに思えるが、両者は本質的に異なる存在だ。ディアボロスは人間の「敵」に違ちがいないが、別に彼らの存在が世界そのものに害を及およぼすわけではない──この相そう違いを認にん識しきしている者は、教団内部でも極きわめて限られた人間だが。

　もし全すべての人間が依代となり、憑魔が自分たちの世界とこの世界を自在に往来することを許せば──それは人類の滅めつ亡ぼうを意味するというだけではない。世界の在ありようそのものに、取り返しのつかぬ重大な影えい響きようを与あたえることになるだろう。

「ずいぶん及および腰ごしなのね。あなたほど腕うで利ききの猟魔士なら、もっと仕事に対して前向きに取り組んでくれるものと期待していたのに」

　怒ど鳴なりつけたい衝しよう動どうを抑おさえながら、ダレットは唸うなるような声で答えた。

「何の恨うらみもない相手を斬きるような仕事を──俺たちが楽しんでるとでも思うのか？」

　イビスは顔を上げ、何か不思議な生き物でも観察するかのようにダレットの顔を凝ぎよう視しした。切れ長の瞳ひとみに一いつ切さいの迷いの色はなく、ただ揺ゆるぎない信念だけが冷たい湖水のごとく静かに広がっていた。

　いや──それは信念というより、むしろ虚きよ無むと呼ぶべきものかもしれないが。

「楽しむ必要なんてないわ。ただ、任務の重大さを理解してほしいだけ」

「ふ～ん。世界の平和を護まもる大たい義ぎ名めい分ぶんの前には、ぼくらの心の傷なんてささいなことってわけだね？」

「その通りよ、ペイ君。一人の人間の不幸せなんて、世界全体の命運に比べれば本当にささやかなことだもの」

　皮ひ肉にくめいた少年の言葉に腹を立てるでもなく、彼女はいった。

　ただ穏おだやかに、淡たん々たんとした口調で。

「それは、憑ひよう魔まにとりつかれた人間にもいえること──たとえ彼らがどんなに傷ついた人たちで、心の裡うちに同情すべき深い悩みを抱かかえていたとしても、それで世界を巻き添ぞえにして良いという理由にはならないのよ。そうね……予よ断だんを与あたえたくないから、手紙には書かなかったけど……話しておいた方がいいわね。

　今からちょうど二十年前、このオクトベルには一度憑魔が出現してるわ」

「憑魔が……この町に？」

　ダレットは驚おどろいてイビスの顔を見つめた。

「表向きの記録では、ディアボロスの仕し業わざということになってるけどね。きっかけは、やっぱり今回のような連続殺人だった。〝ハガナー〟は事前の調査で〝依代〟を特定し、二名の猟りよう魔ま士しを派は遣けんしていたのに──彼らは躊躇ためらったのよ。〝依代〟が、まだ十四歳の少女だったから」

「………」

「結果、憑魔の種子は完全体に成長して暴れ出したわ。ひと晩のうちに町の住民と兵隊、合わせて百名以上が死亡。負傷者は数知れず──最後は、猟魔士二人が差し違ちがえる格好で辛かろうじて仕し留とめたそうよ」

「そいつらの……猟魔士たちの名前は？」

　声が掠かすれているのが、自分でも判わかる。

「さあ？　そこまでは記録にも残ってないわ。何でも、若い男女二人組だったそうだけど」

「………」

　ダレットは愕がく然ぜんとした面おももちで、バルコニーの向こうに広がるオクトベルの市街を見み渡わたした。

　意識の奥おく底に封ふうじ込められた記き憶おくが、出口を求めて頭ず蓋がいの内側をしきりに搔かきむしるもどかしさを覚えながら──。

（……憶おぼえがある。俺は、確かにこの町にいた。たぶん、その時に──）

「シスター、お客さんだよ」

　ペイの声で現実に引き戻もどされ、寝しん室しつの方に振ふり返る。

　見ると──白い導服にマントを羽は織おり、腰こしに剣けんを吊つった若い男が部屋の入り口に立ち、値ね踏ぶみするような視線でダレットとペイの顔を見比べていた。

「なるほど、君らが〝ハガナー〟に雇やとわれた猟りよう魔ま士しというわけか」

「ラニアード？」

　イビスの言葉を聞くまでもなく、相手の見当はついていた。この町で、導師長の制服を身につけた男といえば一人しか考えられない。

　ラニアード・ラケフェット。オクトベル駐ちゆう屯とんの破は魔ま騎き士し団だん分ぶん遣けん隊長、そして教団内でも一、二を争うといわれる当代一流の剣けん士し。

「何の用かしら？　お互たがい、捜そう査さは別べつ個こに進める約束だったはずだけど」

「邪じや魔まするつもりはない。ただ、こちらで調べた事件の資料をまとめて持参しただけだ。──君らだって、余よ分ぶんな手て間まは省はぶきたいだろう？」

「あら、それは助かるわね」

　ダレットたちはバルコニーから寝室の中に引き返し、改めてオクトベルの導師長ラニアードと対面した。

（ん？　こいつ、どこかで見た顔だな）

　貴族の気品と戦士の逞たくましさを兼かね備えた風ふう貌ぼう。上背はだいたいダレットと同じくらいだが、筋肉のつき方が違ちがう。元々の体格に加え、長年の鍛たん錬れんで造り上げた闘とう士し体型とみていいだろう。

　──すぐに思い当たった。

　宝石商の皮を被かぶせられた、あの大理石の青年像だ。

（ひょっとして、あの像のモデルか？　ま、地元の英えい雄ゆうみたいなもんだしな）

　そんな内心のつぶやきが聞こえた──わけでもないだろうが、資料の詰つまった革かわの鞄かばんをイビスに手て渡わたしたラニアードが振ふり向いた。

「いちおう、名前を伺うかがっておこうか？　猟りよう魔ま士し君」

「ダレット。……こいつはペイだ」

「なるほど。まあ本部グランド・ロツジの意向だから、君らの行動には出来うる限り便べん宜ぎを図はかるが──くれぐれも、功こうを焦あせって無む辜この民たみを斬きるような真似まねは慎つつしんでくれたまえよ」

「言葉に気を付けなよ、騎き士しさん」

　押おし殺したような声で答えながら、ダレットは男に向けて一歩を踏ふみ出した。

「──俺たちゃ殺し屋じゃねーんだ」

　困ったような微び苦く笑しようを浮うかべ、難を避さけるようにペイが身を引く。

「……！」

　並みの人間ならば視覚で追うのも難しい速さで刃やいばが躍おどり、硬こう質しつの打だ撃げき音おんが冷え切った部屋の空気を震ふるわせ響ひびき渡わたった。

　永遠とも思える──実際には一秒の何分の一かの──時間が経過した後、ダレットの喉のどから低いつぶやきが洩もれた。

「……危ねー野や郎ろうだな。殺す気か？」

「ほう。さすがは〝ハガナー〟ご推すい薦せんの剣けん士しだな」

　先に剣を抜ぬいたのはラニアードの方だった。

　二歩と離はなれぬ間合いからの抜き打ち──通常なら、まず勝負は決まっている。

　横なぎに打ち込まれた男の剣は、ダレットの胴どうを両断する一歩手前で、鞘さやから半分抜かれた魔ま骨こつ刀とうの峰みねにより食い止められていた。

　ダレットは息を吐つき、右脇わき腹ばらのすぐ傍かたわらに静止した相手の剣を横目で見やった。

　自分の魔骨刀に良く似た、生白い象ぞう牙げのような刀身を。

（──なるほど。そういうことか）

　二人の剣士は互たがいに睨にらみ合ったまま油ゆ断だん無く一歩下がり──そして、ようやく剣を鞘に収めた。

「すまんな、イビス。君の客人に無ぶ礼れいを働いて──しかしその男に事件の調査を委ゆだねる以上、どの程度の腕うでかは知っておきたいからな」

「いいのよ。これくらいで死ぬようなら、憑ひよう魔まの相手なんか務つとまらないもの」

（なんだ？　こいつら、知り合いなのか……？）

　訝いぶかしげに〝教団〟の二人を見守るダレットの隣となりで、ペイが大おお仰ぎように肩かたをすくめた。

「あ～あ、やだやだ。何でこう喧けん嘩かっぱやいんだろうね、剣士って人種は」

「るせーな。仕し掛かけてきたのは向こうだろうが」

「……でもよかったね、彼が〝本気〟じゃなくて。魔骨武器本来の力を使えば、まず通常の剣術なんか役に立たないものね」

「まあな」

　きびすを返して部屋を立ち去りかけたラニアードが、ふと思い出したように立ち止まってダレットの方を振ふり返った。

「つかぬことを聞くが……君は以前、この町に来たことがあるのか？」

　ダレットはほんの一いつ瞬しゆん返答に窮きゆうしたが、

「いや……初めてだ。なぜそんなことを訊きく？」

「前にどこかで──いや何でもない、私の勘かん違ちがいだろう」

　男は照てれ隠かくしのように苦笑いし、

「覚えていないわけがないからな。これほどの使い手なら」

「……そいつはどーも」




「悪いけど、次の現場はあなたたちだけで行ってもらうわよ。私は本部に送る報告書をまとめなくちゃならないから」

　ラニアードから受け取った鞄かばんをダレットに差出し、イビスがいった。

「そいつは構わないが……今度の被ひ害がい者しやは？」

「ハズィール・アムブランス、二十四歳男性。職業は、なし」

「アムブランス？　ってことは、まさか……」

「お察しの通り。この町を治めるアムブランス伯はく爵しやくの、三番目の息子むすこよ」

「町一番の大金持ちの次は、領主の息子？　へぇ、これってけっこー大事件じゃない」

「嬉うれしそうにいってんじゃねーよ……」

　興きよう味み本ほん意いに目を輝かがやかせるペイを、今度はダレットがたしなめる番だった。

「──にしては、町であんまり噂うわさになってないようだけど？」

「こっちの事件は、まだ被ひ害がい者しやの名前が公おおやけにされてないのよ。何しろ殺された場所が場所ですからね」

「なんだ、そりゃ？」

「殿との方がたが、仮かり初そめの恋こいを金きん子すで購あがなうところ──平たくいえば、娼しよう館かんよ」







『カトレアの館やかた』は山の手の高級住宅街と下町の狭はざ間ま、酒場や賭と博ばく場じようが軒のきを連つらねる歓かん楽らく街がいの一角にあった。

「……ここが？」

　イビスから手て渡わたされた地図と目の前の建物を見比べながら、ダレットは首を捻ひねった。

　二番目の殺害現場は、歓楽街にある娼館の一室──イビスからはそう聞いていた。

　しかし地図に従って捜さがし当てた館は、三階建てのずいぶんと瀟しよう洒しやな建物だった。

　宝石商ガメスの屋や敷しきには及およばないまでも、周囲が歓楽街でなければちょっとした金持ちの屋敷といわれても納なつ得とくしてしまう外観だ。

「地図に間ま違ちがいない。ここが『カトレアの館』だよ」

　ダレットの手元の地図を脇わきから覗のぞき込み、ペイが頷うなずく。

「あんまり、『娼館』って雰ふん囲い気きじゃねえな……」

「この手の店にもピンからキリまであるんだよ。領主の息子が通っていたくらいだから、おそらく上流階級ご用よう達たしの高級店だろうね。こういう店になると、女の子だって一流だよ。容姿はもちろんのこと、そこいらの貴族令れい嬢じように負けないくらいのマナーや教養を身につけてる。成金オヤジていどじゃ、まず鼻も引っかけてもらえないだろうね」

「おまえ……やけに詳くわしいな」

「昔、こーゆー所に勤つとめてた知り合いがいるから。さ、そんなことより中で話を聞かなくちゃ」

「………」

「どーしたの？　急に固まっちゃって」

「いや……こういう店は、どうも昔から苦手でな」

「何いってるのさ？　ぼくら、別に客として入るわけじゃないんだよ」

「まあ、そりゃあ判わかってるんだが……」

「あ！」ペイがポンと手を打ち、

「ダレットって……ひょっとして童どう貞てい？」

「──何だと？」

「だってさ、君と組んでもう三年近くになるのに、未いまだに浮ういた話ひとつ聞かないし──女性に対して妙みように晩生おくてな所があるからさ」

「ば、バカいえ！　俺だってなあ、女の一人や二人──」

　むきになって言い返しかけたダレットはそこで急に首を傾かしげ、

「……どうだったかな？」

「なに人ひと事ごとみたくいってるのさ。記き憶おくの方、まだ回復してないの？」

「曖あい昧まいなんだよ。おおまかな記き憶おくは回復したようでも、まだ所々空白の部分がある。この町のことだってそうだ。以前に来たことがあるのは事実だが、それが何時いつのことだったのか──さっぱり思い出せねえ。くそっ」

「ふうん……でも昔に比くらべればマシでしょ？　何しろ、三年前にぼくが迎むかえに行ったときは、療りよう養よう院いんのベッドに縛しばり付けられて廃はい人じん同然だったんだから」

「どうだかな──誰も殺さずに済んだだけ、あの時の方がマシだったぜ」

　不ふ機き嫌げんそうに懐ふところの魔ま骨こつ刀とうを握にぎり、

「おまえがこのクソったれの刀を持って来たおかげで、俺はまたクソったれなこの世界に呼び戻もどされて、クソったれの稼か業ぎようを続けるハメになっちまった。面おも白しろくねえ」

「やめなよ、下品な言葉遣づかいは。だいいち、ぼくが行かなくたっていずれは誰かが魔骨刀を君の元に届けにいったはずさ。それは、君自身が一番よく判わかってることじゃないの？」

「………」

　ふと気付くと、往来を行く通行人がこちらに向かってじろじろ視線を投げかけていく。

　中には、口に手を当てクスクス笑いながら通り過ぎるアベックまでいた。

　遠目に見ると、金きん髪ぱつを肩かたまで伸のばしたペイの姿は美少女としか映らない。ひょっとすると、客と娼しよう婦ふが店の前で痴ち話わ喧げん嘩かしているとでも思われたのだろうか。

「ほら──恥はずかしいよっ、早く行こう！」

　ペイは頰ほおを赤らめ、ダレットの背中を押おすようにして館やかたに入っていった。




　店内に踏ふみ込んだ後も『カトレアの館』に売ばい春しゆん窟くつの妖あやしげなイメージは感じられず、広く明るい一階のフロアは優ゆう雅がなサロンを思わせる造りになっていた。

　部屋の中央に置かれたグランド・ピアノを取り巻くように天鵞絨ビロード張りのソファが並び、夜会服で着き飾かざった美しい娘むすめたちが数名、竪たて琴ごとを爪つま弾びいたり水みず煙管きせるをふかしたりと思い思いのやり方でくつろいでいる。

　まだ時間が早いのか、男性客の姿は見えなかった。

「あの晩のことは、街のお役人とラニアードさんに全部話したつもりだけどねぇ……あんた方に、また同じ話を繰くり返せってのかい？」

　ダレットたちの用向きを聞くなり、館の女将おかみ・デヴォラは孔く雀じやくの羽の扇せん子すで口くち許もとを覆おおい露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

　若い頃ころは、さぞかし美人だったのであろう。上半身をコルセット、下半身をクリノリンで固めた鎧よろいのごときドレスで全身を飾り立て、派は手でな服装に負けないくらい厚あつ手での化け粧しようを施ほどこした姿は、何となく老いてなお誇ほこり高い雌めすの獅し子しといった趣おもむきがある。

　だが、自らの店で起きた惨さん劇げきのショックと連日の取り調べで受けた心労のためか、ほつれ気味の髪かみと目の下にうっすら浮うかんだ隈くまが、彼女の容よう貌ぼうを本来の年ねん齢れい以上に所しよ帯たいじみたものに減げん衰すいさせていた。

「今回のコトじゃうちだって被ひ害がい者しやなのに、痛くもない腹をさんざっぱら探さぐられてさ。全くいい迷めい惑わくだよ。──ま、ラニアードさんの紹しよう介かいじゃ追い返すわけにもいかないけど」

「あんたに手間は取らせないよ。ただ、殺された二人──おたくのラミルカと客のハズィールのいた部屋を見せてもらいたいだけだ。十分で済む」

「そうかい？　それぐらいなら、まあお安いご用だけどね」

　女将おかみは腰こしに下げた鍵かぎ束たばを取り上げ、じゃらりと一回鳴らすとサロンを横切り階段に向かって歩き始めた。

　二階から上の各部屋が、娘むすめたちの個室を兼かねた〝仕事場〟となっているらしい。

「誤解のないようにいっとくけどね、うちはそのへんの安っぽい売春宿とはわけが違ちがうんだよ。金だけ払はらって手っ取り早く女を抱だこうなんて浅あさましい了りよう見けんの客は、最初からお引き取り願ってるからねぇ」

「そのかわり、客がサロンの娘を口く説どいて個室に上がったあとは、どうぞお好きなように──ってわけか」

「ほほほ、よく判わかってるじゃないか兄さん。男の器き量りようを試す遊戯ゲームといえば、恋れん愛あいに勝まさるモノはないからね。要するに、うちはお客様に遊戯ゲームの場を提供してるだけってこと」

（ふん。ものは言い様だな）

　理り屈くつはどうあれ、この館やかたが法外な料金をとって客の男性に娼しよう婦ふを斡あつ旋せんしていることは公然の事実である。男たちが館の美女に貢みついだ膨ぼう大だいな金品も、結局は主人であるデヴォラの懐ふところに転がり込むという寸法だ。

　ふてぶてしい女将の言動にいささか呆あきれるダレットだが、この場はとりあえず相手の調子に合わせることにした。

「で、殺されたハズィールはどうだったんだい。ラミルカとはうまく行ってたのか？」

「はん。あの領主の小こ倅せがれかい──」

　一瞬、デヴォラは嘲あざけるような苦笑いを浮うかべたが──死者を悪あし様ざまにいうのはさすがに気がひけるのか、やや慎しん重ちような言い回しで続けた。

「まあ、あのボンボンはラミルカにご執しゆう心しんだったからね。三か月近くも通い詰つめて──そうさね、部屋に上がったのはあの晩が最初だったんじゃないかい？　惚ほれた娘と一いつ緒しよに死ねたのが、せめてもの慰なぐさめってヤツかねえ……」

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かの両側に並ぶ扉とびらの列。その一つの前でデヴォラは立ち止まり、鍵かぎを開けてダレットたちを招き入れた。

「なんだ？　真っ暗だな」

「あの事件以来、窓の鎧よろい戸どを閉めっぱなしなんだよ。──ちょっとお待ち」

　火打ち石を取り出し燭しよく台だいの蠟ろう燭そくを点つけようとした女将おかみの肩かたを、ダレットが軽く叩たたく。

　代わって進み出たペイが両手をかざして念を凝こらすと、やがて音もなく蠟燭の芯しんに灯ひが点ともった。

「な、何だいこの子は!?　あんたがた、いったい──」

「呪じゆ術じゆつ士しだよ。安心しな、ちゃんと〝教団〟のお墨すみ付つきは貰もらってるから」

「そうかい？　な、ならいいけど……あんまり驚おどろかさないでおくれよ」

　橙だいだい色いろの灯火にぼんやり浮き上がった室内は、旅館の二人部屋よりやや広い間取りだった。

　ダブルベッドや鏡台の他ほか一通りの家具が置かれ、驚いたことに上流階級の家でしかお目にかかれないバスタブまで備え付けられている。

「風ふ呂ろ付きか……俺たちの事務所より上等じゃねーか」

「ダレット、そーやっていちいち比ひ較かくするのよそうよ。何だか惨みじめになってくるから……」

「お役人からのお達しで、現場はそのままにしてあるよ。おかげで客が寄りつきゃしない。全く商売上がったりさ」

　女将の愚ぐ痴ちを聞き流しつつ部屋の中を見回すと、正面の壁かべに掛かかった大判の油絵が目に飛び込んだ。

　異国の舞まい姫ひめを思わせる薄うす物ものをまとった、若い女の肖しよう像ぞう画がだ。

　やや縮ちぢれ気味の長い黒くろ髪かみ。大おお粒つぶのサファイアのような青い瞳ひとみと肉厚の唇くちびる、こぼれ落ちそうに豊満な胸とくびれた腰こし──匂におい立つような官かん能のうと妖よう艶えんを人の姿に封ふうじ込めたような美女が、悩なやましく腰を捻ひねった挑ちよう発はつ的なポーズでこちらに流し目を送っている。

「あれが、ラミルカ……？」

「ああ。常連客の一人があの子に贈おくったものさね」

「ハズィールが？」

「ラミルカに言い寄ってたのは、何もあの男だけじゃないよ。何しろ店で一番の売れっ子だったからねえ」

「へえー、驚おどろいたね。王都でも有名な画家の作品だよ」

　キャンバスの片かた隅すみに書かれたサインに目を留とめ、感心したようにペイがつぶやく。

「店のお得とく意いさんには芸術家も多いからね。似たような絵やら彫ちよう刻こくの贈り物がいくらでもあるよ──部屋に置ききれないってんで、一部は店の物置に積んであるくらいさ」

　まるで我わがことのように誇ほこらしげにいうデヴォラだったが、やがて肖像画から床ゆかの上に視線を落とし、深々とため息をついた。

「……なのに、何でこんなコトになっちまったんだろうねぇ……」

　部屋のほぼ中央──絨じゆう毯たんの上に、インクをぶちまけたような黒い血けつ痕こんが点々とこびりついている。

　およそ二週間前の朝──前夜、客の男と共に個室に上がったラミルカはそれきり降りてこなかった。朝食の時間になっても姿を見せないことを訝いぶかって部屋の鍵かぎを開けた店の人間が見たものは、そこで血だるまになって事切れた二人の姿だった。

「最初に部屋を覗のぞいたときは、てっきりラミルカが客の無理心中につきあわされたのかと思ったんだけどね。──死体を見てゾッとしたよ、あたしゃ」

　死因は、おそらく出血多量。死体は鋭えい利りな刃は物ものによって全身ズタズタに切り裂さかれていた他、顔からは耳と鼻、そして両眼がえぐり取られ、発見された当初はどちらがラミルカでどちらが客か店の者にすら判別できなかったという。

　娼しよう館かんの常として一階には屈くつ強きようの用心棒が控ひかえ、部屋ごとに備えられた非常用の呼び鈴りんが鳴らされれば直ちに駆かけつける手はずになっている。だがラミルカの部屋の呼び鈴は何者かによって壊こわされ、正体不明の犯人──宝石商のとき同様、窓から侵しん入にゆうしたものと思われる──は、ほぼ一晩がかりで二人の身体からだを切り刻み嬲なぶり殺しにしたのだ。

　したたかな女将おかみデヴォラのことである。仮にこれが平へい凡ぼんな心中なら、死体を密ひそかに処分し事件を闇やみに葬ほうむってしまうくらいのことはしたかもしれない。

　だがあまりにも異常な殺しの手口、加えて殺された客が領りよう主しゆの息子むすこだったことから、後こう難なんを怖おそれその日のうちに役人に届け出ることにあいなった。

「もっとも……今にして思えば、あの器き量りようがあの子の命取りだったのかもしれないけどねぇ」

「というと？」

「過ぎたるは及およばざるがごとし、っていうだろ？　ラミルカは見た目も綺き麗れいな子だったけど、気き位ぐらいの方も負けず劣おとらず高くってねえ──そりゃま、多少の気き丈じようさがなけりゃこの世界じゃ生きてけないけどさ──にしても、あの子は度が過ぎてた。客の中には、こっぴどく振ふられてあの子のことを逆さか恨うらみしてる男も少なくないって聞いてるし」

「つまり……彼女のことを恨んでる、別の男がいたわけだな？」

　一瞬険けわしさを増したダレットの目つきに、デヴォラは慌あわてて扇せん子すを振ふった。

「とと！　今のは聞かなかったことにしとくれ。こちとら、これ以上の面めん倒どうは真っ平ぴら御ご免めんだからね！」

「ここの娘むすめで──誰かラミルカと仲の良かった子はいるか？　できれば、もっと詳くわしく彼女の話を聞きたいんだが」

「あんたがた、部屋を見るだけっていったろ？　約束が違ちがうじゃないか。──だいいちラミルカに友だちなんかいないよ。あの子は男に対しても高たか飛び車しやだったけど、仕事仲間の娘たちにはもっとひどかった──ときには、主人のあたしにすら生意気な口を叩たたいたくらいだからね」

「………」

「こういう世界はね、お客に可愛かわいがられることはもちろん大事だけど、それ以上に仲間同士の横のつながりってのが肝かん心じんなのさ。仲間の娘から妬ねたみを買うと、いつ何時足を掬すくわれるか判わかったもんじゃないからねぇ──おや、こんな話事件とは関係ないね。おほほほ」

　そういって肖しよう像ぞう画がをちらりと見やるデヴォラの目に、ほんの一瞬、先刻とはうって変わった憎ぞう悪おと喜き悦えつの色が浮うかんですぐに消えた。

　他ならぬ彼女自身がラミルカに嫉しつ妬とを抱いだく女の一人であることを悟さとり、ダレットは内心ややうすら寒いものを覚えた。

「最後に一つ訊ききたいんだが──ガメス・マクレルのことは知ってるな？」

「ああ、皮を剝はがれて殺されたっていう。……ホント嫌いやなご時世だよねぇ、気味の悪い事件ばっかり続いてさ」

「そのガメスは町一番の金持ちで、しかも独ひとり身だった。この店にも、客として出入りしてたんじゃないのか？」

「おや、まあ。お兄さん知らないのかい？」

　デヴォラは扇せん子すで顔を隠かくし、くっくと忍しのび笑いを洩もらした。

「男色家だったんだよ、あの男は。町じゃ有名な話さ。うちに来るわけないじゃないか」

「……判った、ありがとう。あんたはもう外してくれ。俺たちは、もう少し部屋を調べたら引き揚あげるよ」

「そうかい？　なら、後はごゆっくり──されても困るんだけどね。もうすぐ下のサロンを開ける時間だからさ。早めに済ませて、さっさと帰っとくれよ」

　そういって廊ろう下かの方に立ち去りかけた女将おかみだったが、何を思ったかふと立ち止まり、ペイに向かって媚こびるような視線で笑いかけた。

「そうそう、あんた」

「え？」

「よかったら、うちで働いてみないかい？　お給料はうんとはずむからさ」

「働くって、ぼくは男……」

「ナニ、そんなの化け粧しようで誤ご魔ま化かしちまえば何とでもなるさね。あんた、探たん偵ていなんかにしとくのは勿もつ体たいない素材だよ～。うまく磨みがけば、ラミルカ以上の売れっ子になること間ま違ちがいなし！」

「───」

　二、三秒の間、ペイはぽかんと口を半開きにして女将の顔を見つめていたが──すぐに拳こぶしを握にぎりしめ大声で喚わめき散らしていた。

「出て行け──っ!!」




「人をバカにしてっ。──大っ嫌きらいだ、あのオバサン！」

　デヴォラがほうほうのていで一階のサロンに逃にげ帰ったあとも、まだペイは腹を立てている。

「おまえな、何も半泣きになって怒おこるこたーないだろうが。気にすんな、やり手ババアのいうことなんか……ぷっ」

「何でそこで吹ふき出すんだよ!?　まさか君までぼくのことを『女みたい』だとか思ってるんじゃないだろうね！」

「安心しろ。そんなひでえコト、思ってても口には出さねーから」

「……あのね……」

　相あい棒ぼうの表情にだんだん殺気がこもってきたのでこれ以上からかうのは止め、ダレットはラミルカの肖しよう像ぞうに視線を戻もどした。

「それはともかく……犯人の目的はどっちだったのかな。ラミルカか、ハズィールか……」

「あの女将おかみの話を信じる限り、ラミルカは人気のあるぶん敵も多かったみたいだね。袖そでにした男はもちろん、仲間の女の子たちからも疎うとまれてたみたいだし」

「ラニアードの資料によれば、彼女の遺体にレイプされた痕こん跡せきはなかった……犯人が男とは限らねえ」

「女の仕し業わざに見せかけたかった、とも考えられるけどね」

「ハズィールの方はどうだ？」

「敵の数ではラミルカ以上だよ。あちこちで金や女がらみのトラブルを起こしまくってたらしいし」

　十枚ほどの書類にまとめられたラニアードの捜そう査さ報告に目を通しながら、ペイが答えた。

　ハズィールは領主が妾めかけに生ませた子で、街では知らぬ者のない放ほう蕩とう息子むすこだった。当の領主側では事件が一族の醜しゆう聞ぶんに発展するのを怖おそれたのか、形ばかりの検分が済むと早々に捜そう査さを打ち切ってしまったという。

「一族の鼻つまみ者だったハズィールを、領主自ら暗殺者を雇やとって始末した──な～んて、王都の赤新聞ならここまで筋書きをでっち上げちゃうところだけどね」

「容疑者が多すぎるってのも厄やつ介かいだな……疑い始めたらキリがねえ」

　ダレット自身は生前の被ひ害がい者しやを知らないので、周囲の人間から「あいつらは嫌いやな奴やつだった」と聞かされても今一つ実感が湧わかない。むしろ、無む惨ざんな最さい期ごを遂とげながら誰にも同情してもらえないラミルカとハズィールがひどく不ふ憫びんに思えてきた。

「ぼくの個人的意見だけど──宝石商殺しと、この館やかたの殺人は同一の犯人だと思うよ」

　ペイの金色の瞳ひとみが、鎧よろい戸どの降ろされた部屋の窓をじっと見つめていた。

「おそらく、犯人はだいぶ前から被害者たちのことを知っていた。狙ねらった相手の日常生活を陰かげからじっと窺うかがい、無防備になる時間を狙って殺しを実行したんだ。怖ろしく陰いん険けんで執しゆう念ねん深い奴だね」

「問題は動機だな。ガメスはこの店と縁えんがなかったらしいし、ラミルカとのつながりがねえ」

「ハズィールとならあるかもよ。領主の一族に賄わい賂ろを贈おくってたんでしょ？」

「やっぱり、商売がらみの殺しなのか──？」

　ダレットは腕うで組ぐみし、頭の中で思案を巡めぐらした。

　例えば──。

　この町における宝石の加工ルートを独どく占せんするため、ガメスはハズィールに多額の賄賂を贈り商売上の便べん宜ぎを図はかってもらった。ガメスと敵対する別の宝石商が暗殺者を雇やとって二人の殺害を計画し、ラミルカは運悪くその巻き添ぞえを食った──。

　こう考えれば筋は通る。憑ひよう魔まにつかれるまでもなく、一枚の金貨のために殺人を犯おかす者もいるのだ。ましてや、そこに莫ばく大だいな宝石販売の利権が絡からむとなれば。

　だが──何かが違ちがう。確かに金は人間を狂くるわせるが、この場合〝狂きよう気き〟の質が明らかに異なるような気がする。

　──生きた人間の皮を剝はぎ、女を切り刻むような狂気とは。

「宝石商、領主のドラ息子むすこ、高級娼しよう婦ふ──どうもピンと来ないな。こいつらを繫つなぐ糸はいったい何だ？」

「なら、外げ道どう呪じゆで調べてみよう」

　ペイが振ふり向いていった。

「ディアボロスの痕こん跡せきか？　しかし、それはさっきの屋や敷しきで……」

「今度は人間の残留思念を感知してみるよ。ガメスの屋敷じゃ時間が経たち過ぎてダメだと思ったけど、この部屋ならまだ残ってるかもしれない」

「あれは……やめとけ。おまえ、前に同じ術で寝ね込こんだろうが」

「心配しないで。この間の失敗で、コツはつかめたから」

　にっこり笑いながらいうと、少年は部屋の中央──どす黒く染しみついた血痕の上まで進み、ダレットに向けて片手を差し出した。

「さ、君も」

「……仕方ねえな」

　ダレットは渋しぶ々しぶ同意すると、自分も左手を伸のばしてペイと指を絡からませる。

　ペイは僅わずかにうつむくと、念を凝こらすように瞼まぶたを半分閉ざした。ピアスの紅こう玉ぎよくの中で、仄ほのかな光が揺ゆらめいたと見えた瞬間──。

　ダレットの背筋に悪お寒かんが走り、ふいに足元の床ゆか面めんが崩くずれ落ちるような感覚と共に視界が暗転した。

　全身至る所に、鋭するどい刃は物もので切りつけられるような痛みが走る。

　意味をなさぬ動物的な叫きよう声せいに混じり、悲鳴とも哀あい願がんとも知れぬ男女の声が、耳元ではなく頭ず蓋がいの裏側で木霊こだまのごとく反はん響きようした。

『イタイ、イタイヨウ』『ヤメテ、アタシガ、ナニヲシタノ』

『ナンデ、オレガ、コンナメニ──』『イヤアアアアア』

『ユルシテ、シニタクナイ』『カネナライクラデモダスッ、イノチダケハ──』

『オカアサンタスケテ』

『カミサマ』

　殺された男女がいまわの際きわにこの部屋の空間に刻みつけた思念の断片が、現実の痛みやむせるような血の臭においを伴ともなってダレットの心に流れ込んできたのだ。

（……！）

　殺されたハズィールとラミルカが生前どれほどの悪行を積んでいたとしても、この最さい期ごの数時間で全すべての罪は帳ちよう消けしになったはずだ。この世に神がいればの話だが。

　奇き妙みようなことに、彼らにこれほどの苦痛を与あたえた殺人者は姿を見せなかった。犯人は予あらかじめ部屋の灯火を消し、暗くら闇やみの中で残ざん虐ぎやくな処しよ刑けいを実行したのだろう。

　殺された二人は、最後まで犯人の顔を見ることはなかった──にも拘かかわらず、最後には目玉をくり抜ぬかれた。

『タスケテ──ダレカ、タスケテ』

『タスケテ』

『タスケテ』

『タスケテ』

　ついに耐たえきれなくなり、ダレットはその場に膝ひざをついた。

　ペイから手が離はなれるのと同時に視界が戻もどり、それまでの苦痛が[image: 噓]うそのように消え去る。

「──クソったれ！」

　絨じゆう毯たんに唾つばを吐はき、顔も知らぬ殺さつ人じん鬼きを口くち汚ぎたなく罵ののしった。こいつだけは、もう絶対に許せない。たとえ相手が人間でも、それ以外の何者であっても──。

　どさっと重い音に驚おどろいて顔を上げると、目と鼻の先に仰あお向むけになって倒たおれたペイの姿があった。

「おいっ!?」

　慌あわてて声をかけたが反応はない。少年の整った顔は蠟ろうのように青ざめ、白目を剝むき出した瞳ひとみにかかった瞼まぶたが微かすかに痙けい攣れんしている。

「くそっ。だから──いわんこっちゃない！」

　ダレットは毒づきながら相棒の軽い身体からだを抱かかえ上げ、部屋のダブルベッドの上に運んだ。




　幸い、数分でペイは意識を取り戻した。

「……サイテーだ……」

　額に浮ういた汗あせを手の甲こうで拭ぬぐいながら、気け怠だるげにつぶやく。

「すまん。俺が止めるべきだった」

「そういう意味じゃないよ。奴やつの……ラミルカたちを殺した犯人さ」

「なに？」

「殺された二人の思念に混じって、ほんの少しだけ奴の意識も残ってた。何とか同調に成功したけど──」

　ダレットは緊きん張ちようした。彼自身は被ひ害がい者しやの苦痛の意思に圧あつ倒とうされて手も足も出なかったが、優ゆう秀しゆうな呪じゆ術じゆつ士しであるペイはその中に埋うもれた犯人の意識を探さぐり当てたのだ。

「で……何か判わかったのか？　奴のことが」

「……何も……判らなかった」

「何だと？」

「殺意はあったさ。人を殺してる真っ最中だもの。でもそれ以外の、相手への怒いかりとか憎にくしみとか恐きよう怖ふとか、そういう感情がすっぽり抜ぬけていた。ついでにいえば性欲もね。だから変質者ってわけでもない」

「よく判らないな……つまり、犯人は狂きよう人じんってことか？　それとも呪術で操あやつられているとか──」

「そんなんじゃない。奴はあくまで自分の意志で動いていたし、自分の行動が何を意味するかも良く解わかっていた。この館やかたに忍しのび込んだのも計画的だったよ」

　少年は仰あお向むけのまま天てん井じようを見上げ、わずかに考え込んでいたが──。

「まるで──蟲むしの心を覗のぞいてるみたいだった」

「やはり、憑ひよう魔まか……」

　人間でありながら、人間とは異質な心をもった存在──ダレットには一つしか思い浮うかばなかった。

「最初のきっかけは……いったい何だったんだろうな」

「殺された三人には悪いけど、何かと敵を作りやすい生き方をしてたみたいだからね。

　あの女将おかみみたいに『あいつは気に喰くわない』程度の感情を持つ人間なら、山ほどいるんじゃないの？」

　憑魔がどういう基準で依より代しろを選んでいるのかよく判らないが、やはり人間の心に生じる負の感情に深い関係があるらしい。それは何も怨えん恨こんや憎ぞう悪おといった具体的な動機とは限らない。日常生活の中で誰しもが覚えるちょっとした嫉しつ妬とや嫌けん悪おですら、憑魔を呼び寄せるきっかけになりかねないのだ。

　一年ほど前にダレットが斬きったある農夫は、隣りん家かとのちょっとした諍いさかい──畑の境きよう界かいを巡めぐる口論だったという──をきっかけに憑魔にとりつかれ、最後には自らの妻子を含ふくむ村人十数名を虐ぎやく殺さつした。

「下手すりゃ……この町の人間、全すべてが容疑者か……」

　ふいに息苦しさを覚え、ダレットは立ち上がって窓の方に向かった。

　部屋に風を入れるため、鎧よろい戸どの鍵かぎを外しにかかる。

「このあと、三件目の殺人現場に行くつもりだったが……今日はこのへんにしとくか」

「何でさっ？」聞くなり、ペイはベッドから跳はね起き不満そうに声を上げた。

「ぼくなら平気だよ、こんなの少し休めばすぐ治るってば！」

「バーカ、無理すんな。どうせ宿代は〝教団〟持ち──」

　窓を開き、ふと道路を見下ろしたとき──。

　最初に目に留とまったのは、遠目にも白い一輪の百合ゆりの花だった。

　ついで、視線が合った。

　麦むぎ藁わら色の髪かみを肩かたのあたりまで伸のばした、十七、八の少女。

　百合の花を娼しよう館かんの前に置こうとしてしゃがみこんだ、そのままの姿勢で驚おどろいたようにこちらを見上げている。

「どーしたの、ダレット？」

「確か──ラミルカには友だちがいないとか言ってたな。あの女将おかみ」

「うん」

「……どうやら、そうでもないようだ」




　夕暮れ時が近いためか、パブの中はまずまずの賑にぎわいを見せていた。

「あ～、おなか空すいたっ。お姉さーん！　こっちのテーブルに焼きリンゴとホットミルク、大至急ね！」

　外げ道どう呪じゆによるショック状態から立ち直った反動か、やたらにテンションの高くなったペイがウェイトレスに手を振ふって叫さけぶ。

「俺は、そうだな……黒パンとベーコンのサンドイッチ。それとハーブ茶にしておくか」

　早めの夕食をオーダーした後、ダレットは向かいの席に座すわった少女にちらりと目をやった。

「好きなもの頼たのんでいいぜ？　払はらいの方は気にすんな」

「……水だけで、結構です」

　テーブルの上に視線を落としたまま、少女は細い声で答えた。

　卓たく上じように置かれたランプの橙だいだい色いろの灯あかりに照らされ、小作りで清せい楚そな彼女の顔が緊きん張ちようで強こわ張ばっているのがよく判わかる。

　あの後──娼館の前から立ち去りかけた少女を呼び止め、事情を説明して何とか話を聞かせてもらう段取りをつけたものの、見知らぬ男二人と酒場に入った娘むすめが警けい戒かいするのも無理はない。

「遠えん慮りよするなよ。それともダイエット中か？」

「そんなことより、早くご用件を仰おつしやって下さい。家で弟が待ってるんです」

「ほらほらー、ダメだってば。彼女の都合も考えてあげなきゃ」

　非ひ難なんがましい半はん眼がんでダレットを睨にらみ、ペイが肘ひじで小こ突づいてきた。

「ごめんね、ホント気の利きかない相棒でさ。でも心配しないで。ぼくら決して怪あやしい者じゃないんだから」

　少女は目線を上げ、ペイの顔を不思議そうに見つめていたが──

「え!?　あなた、あの」

「男だよ。──女の子に見えた？　ひっどいなあ」

「ごっ、ごめんなさい！　暗かったから──」

「アハハ、いーからいーから。──ところで君、名前は？」

「……ティフェレット」

「わあ、素す敵てきな名前だね。でもちょっと長いかなぁ。ティフェって呼んでいい？」

「ど、どうぞ……勤め先の皆みなさんにも、そう呼ばれてますから」

「へえ～、もう働いてるんだ。偉えらいなあ」

「そ、そんなこと……ないです」

（ペイ……おまえ、将来は詐さ欺ぎ師しで食えるぞ）

　一見他た愛あいのない会話で彼女の警けい戒かい心を巧たくみに解といていく少年の話術に、ダレットは半ば呆あきれ半ば感心しながら眺ながめていた。

「ほら、何ボンヤリしてるのさダレット。質問質問」

「!?　あ、ああ」慌あわてて咳せき払ばらいし、

「それじゃ、二、三訊ききたいんだが──館やかたの前に花を供そなえてたよな？　あそこで殺された女と知り合いだったのか？」

「知り合いってほどじゃないですけど……ただ、ラミルカさんは父のお得意様でしたから……」

「親父おやじさんの？」

「ええ。その父も、五日前に亡なくなりましたが……」

「ちょっと待て。ひょっとして、あんたの親父さんは──」

「ダン・イェレック……宝石細工の職人でした」

　思わず声を上げそうになるダレットを、ペイが人差し指を立ててたしなめる。

　この後二人が訪おとずれるはずだった、第三の殺人現場──少女はその被ひ害がい者しやの娘むすめだったのだ。

「ラミルカが──親父さんに仕事を発注していた？」

「宝石や金細工のアクセサリーを持ちこんで、ご自分の好みや服装にあうデザインに直すんです。父は、原石のカット以外にそういう仕事もやってましたから。父が出かけている時は、私がご用を伺うかがうこともありました」

　そろそろ薄うす暗ぐらくなってきた窓の外を見やり、

「町の人たちがいうほど、悪い女性ひとではなかったように思います……少なくとも私と弟は、ずいぶん優やさしくして頂きましたから」

　ティフェレットの言葉を、ダレットはやや意外な思いで聞いていた。

　女将おかみの証言から受けたラミルカの印象──男たちを手玉に取る魔ま性しようの美女、仕事仲間にも決して心を開かぬ高こう慢まんな娼しよう婦ふ──とはやや異なる、死んだ女の人知れぬ一面に触ふれたような気がした。

「彼女が、最後に親父さんの所に来たのは？」

「ひと月前──いいえ、ひと月半くらい前だったと思います。店のお客さんから貰もらった指輪を、宝石だけ残してすっかり作り直して欲ほしいという注文でした」

「指輪？」

「はい。とても旧ふるい、気味の悪いデザインの指輪で……最初は売り払はらうつもりだったけど、使われている宝石があんまり綺き麗れいなのでそれだけは残すことにした──ラミルカさんはそう仰おつしやってました」

　ちょうどそのとき、ウェイトレスが注文の料理と飲み物を運んできた。

「あ、お姉さん！　悪いけど、紙とペンがあったら貸してくれない？」

　唐とう突とつに声を上げたのはペイだった。

　店の娘むすめから受け取った便びん箋せんとペンをティフェレットに渡わたし、

「どんな指輪だったか、ちょっとこれに書いてみてよ」

「はあ……」

　わずかの間考え込んでいた少女は、やがて思い出したようにペンをとり、便箋の裏にさらさらペン先を走らせた。

「……何だ、こりゃ？」

　描かき上がった絵を見て、ダレットが顔をしかめた。

　それは人と獣けものを掛かけ合わせたようにグロテスクな怪かい物ぶつの顔だった。耳まで裂さけたあぎとを凶きよう暴ぼうそうに開き、剝むき出した牙きばの間に何か宝玉のようなものをくわえている。

「こういうデザインの指輪だったんです。外国製で、三百年以上も昔の品だそうですが」

「魔ま除よけの意い匠しようだね。旧ふるいアクセサリーには珍めずらしくないよ。──まあ、こんなんじゃラミルカが嫌いやがるのも無理ないけど」とペイ。

「この……口にくわえているのは？」

「その部分に、紅あかい宝石がはまっていました。石榴石ガーネツトに似ていましたが……色や光の屈くつ折せつ率りつが、いくらか違ちがっていたと思います」

　宝石職人の娘だけに、彼女自身もそれなりに宝石を見る眼めはあるのだろう。

「ひょっとして、これと同じやつ？」

　ペイが自分の耳からピアスの片方を外し、ティフェレットに手渡した。

　少女はピアスを摘つまみ、ランプの灯火に透すかすように眺ながめていたが、

「たぶん同じ種類の石だと思いますが……でも、あの指輪の石の方がずっと大きいですし、色が──もっと深くて冥くらくて──じっと見ていると吸い込まれそうになるくらい綺き麗れいな紅でした。だから彼女も、あの宝石だけは手元に残したかったのだと思います」

　返されたピアスを元通り付け直したペイは、一言「ふうん……」とつぶやいたきり黙だまり込んだ。

「たまたま父の仕事が忙いそがしい時期だったので、ひと月以上待ってもらうことになりましたが、ラミルカさんは新しい指輪が完成するのを楽しみにされてました。今朝、父の遺品を整理している最中にそのことを思い出して、仕事場を捜さがしてみたんですが──」

「見つからなかった──指輪も宝石も？」

「はい」

「彼女にその指輪を贈おくった客──ひょっとして、ハズィールという名じゃなかったか？」

「さあ、そこまでは……ちょっと」

　微かすかに、指で膝ひざをつつかれる感覚。ペイだ。

（後ろの席──）さりげなく顔を寄せ、ティフェレットに聞かれぬ小声でささやいてくる。

（確かめて。気付かれないように）

「………」

　ダレットは懐かい中ちゆう時計を取り出し、時刻を見るふりをしながら蓋ふたを開いた。

　鏡のように磨みがき抜ぬかれた時計蓋の裏に、背後の光景が映し出される。

　混雑するパブの店内──ダレットたちのテーブルから少し離はなれたカウンター席で、一人の中年男がビールのジョッキを傾かたむけていた。

　毛糸の帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった労務者風の客だが、時折思い出したように顔を上げては、ちらちらとこちらの方にうさんくさい視線を寄よ越こしている。

（……監かん視しされてるようだな）

（つけられてたよ。娼しよう館かんを出たあたりから）

（ラニアードの差し金か？）

（さあね。もしぼくが彼なら、尾び行こうを気け取どられるような間ま抜ぬけな部下は使わないと思うけど）

「あの……ご用件は、もう終わりでしょうか？」

　急に会話が途と絶だえたことで居い心地ごこちの悪さを感じたのか、ティフェレットが申し訳なさそうに切り出した。

「でしたら、そろそろ失礼したいんですけど……帰って、弟に夕飯の支し度たくをしてやらないと」

「！　あー、悪かったな。すっかり長くなっちまって」

　ダレットは慌あわてて時計をしまい、少女に視線を戻もどした。

　手つかずのままテーブルに並んでいた料理を素す早ばやく店のナプキンに包み、

「つまんないモノだけど──よかったら弟さんと食べてくれ」

「あの、ダレット？　その焼きリンゴ、ぼくの……」

「おまえは我が慢まんしろ。贅ぜい沢たくは敵だ」

　文句をいいかけたペイを、横目で睨にらみ付け黙だまらせる。

　ティフェレットはやや戸と惑まどい気味に、二人の顔とナプキンに包まれた料理を見比べていたが──。

「……ありがとう、ございます」

　やがてぺこりと頭を下げ、包みを受け取った。

「おいっ、ダレット！」

　怒ど気きをはらんだ声が響ひびき渡わたり、パブの客が何事かと一いつ斉せいに顔を上げた。

　ダレットが入り口に目を向けると、そこに見覚えのある導服姿の剣けん士しが仁に王おう立ちになっていた。

「見ろよ、破は魔ま騎き士し団だんのラニアードさんだぜ」

「何か事件でもあったのかよ？」

　店内のあちこちで上がる声には一いつ顧こだにせず、ラニアードは憤ふん然ぜんとした面おも持もちでダレットたちの前まで歩み寄ってきた。

「貴様ら、ここで何をしている!?」

「なにを──っていわれてもな」

　ガメスの屋や敷しきで剣を交えたときは、いってみればこちらの力量を測るための挑ちよう発はつだった。だが今度は相手が喧けん嘩か腰ごしになる理由がわからぬまま、ダレットは席を立ちラニアードと向き合った。

「見ての通りだ。事件の関係者に、話を聞かせてもらっていたところさ」

「確かに、捜そう査さには便べん宜ぎを図はかると約束した。──だがな、貴様らには常識がないのか？　彼女は五日前に家族を殺されてるんだぞ！」

「……はあ？」

　ふと見ると──酒場の入り口、つまりさっきまでラニアードの立っていた場所で、十二、三くらいの男の子が途と方ほうにくれた表情で立ちすくんでいた。

　ティフェレットと同じ麦むぎ藁わら色の髪かみ。顔立ちも良く似ているところからみて、おそらく彼女の弟に間ま違ちがいないだろう。

「知り合いなのか？　あいつと」ダレットはティフェレットに尋たずねた。

「はい。教団の支部ロツジで、事務員としてお世話になってますから……」

　それを聞いて、ようやく合が点てんがいった。

　歓かん楽らく街がいに出かけた姉ティフェレットの帰りが遅おそいので、不安になった弟が顔見知りのラニアードの元に相談に行った──こんなところだろう。

　ダレットとて、最初から彼女が被ひ害がい者しやの遺族と知ってこの店に誘さそったわけではない。

　だが、その違いをこの場でいちいち弁解するのはひどく大たい儀ぎなことに思われた。

「あの……この人たちを責めないでください。ラニアードさん」

　険悪な雰ふん囲い気きで睨にらみ合う男たちの間に、おずおずとティフェレットが割って入った。

「町でダレットさんと逢あったのは、本当に偶ぐう然ぜんなんです。それに聞かれていたのは亡なくなったラミルカさんのことで、父の事件とは関係ありません」

「む……」

　振ふり上げた拳こぶしのやり場を失った格好で、困ったように黙だまりこむラニアード。

　その側そばをすり抜ぬけるように、あの少年が小走りでティフェレットの元に駆かけ寄ってきた。

「……お姉ちゃん……」

　ほとんど聞き取れない、掠かすれるような声で叫さけぶなり、姉の胸に顔を埋うずめてすすり泣き始める。

「遅おそくなってごめんね、シャファン。すぐに帰って、お夕飯作ってあげるからね──」

　ティフェレットは母親のように弟の肩かたを抱だきしめ、自らも目に涙なみだを浮うかべて詫わびた。

「父親のダンが殺されて以来、シャファンはずっとこうなんだ。ティフェが側そばについていてやらなければ、どうなるか判わからん」

「そいつは知らなかった……悪いことしちまったかな」

「もういい！──さ、君らはもう帰りなさい。家まで送ろう」

　ダレットから顔を背そむけると、ラニアードは姉弟の肩に手を置き優やさしくいった。その仕し草ぐさには、単に導師長としての職務や正義感以上の感情が込められているようにも見える。

「やれやれ。正義の騎き士しサマも苦労が絶えないようだな──」

　気まずそうに頭を搔かきながら、ダレットは酒場を出て行く三人を見送った。

「さてと。今日のところは俺たちも引き上げ──ペイ？」

　振り返ると、テーブルについていたはずの相棒がいない。

　カウンター席で自分たちの様子を窺うかがっていた例の中年男も、また何時の間にか店内から姿を消していた。




「哀かなしいもんだよね。呪じゆ力りよくを失ったディアボロスなんて」

　酒さか場ばの裏うら口ぐちにあたる暗がりの中に佇たたずみ、誰だれに言うともなくペイがつぶやいた。

「魔ま王おうペイモンの寵ちよう愛あいを一いつ身しんに受けた種しゆ族ぞく。天空を駆かけ巡めぐり地上を支し配はいしたのも今は昔──五百年前の闘たたかいを生き延のびた連中のある者は辺へん境きように落ちのび、ある者は人間の社会に紛まぎれ込み──いずれにせよ、昔せき日じつの栄えい華がなんて見る影かげもありゃしない」

　闇の中で小さな四つの光点──少年の金色の瞳ひとみと、耳に下がった二つの紅あかい呪じゆ石せきが仄ほのかに瞬またたいている。

「て……てめぇっ……」

　狭せま苦くるしい路ろ地じには悪あく臭しゆうを放つ生ゴミが散さん乱らんし、その上にあの労ろう務む者しや風の男が尻しり餅もちをついて苦しげに肩で息をついていた。

　衣い服ふくの至いたる所が破け、毛糸の帽ぼう子しはどこかに吹き飛んでいる。無む造ぞう作さに伸のばした頭とう髪はつの間から、黒こく曜よう石せきの矢や尻じりを思わせる短い突とつ起き物ぶつがのぞいていた。

　人にあらざる血けつ統とうの証あかし──頭とう頂ちようから生はえた一本角。

　いにしえの時代には〝鬼〟と呼ばれ人々を恐きよう怖ふさせた種族の末まつ裔えい。

「挙あげ句くの果はては、人間ふぜいの手て先さきに成り下がるなんて……情けないねえ。ご先せん祖ぞさまが知ったら嘆なげくよ？」

「舐なめるな！　このガキーっ!!」

　荒あら々あらしい怒ど声せいと共に男の容よう貌ぼうが一いつ変ぺんした。顔といわず両腕といわず縦じゆう横おうに走る血けつ管かん、そして筋きん肉にくが皮ひ膚ふを破らんばかりに膨ぼう張ちようし、山やま犬いぬさながらの素す早ばやさで地面から跳はね起きる。

　同時に鋭するどく変形した鉤かぎ爪づめを立てて襲おそいかかった──が、少年の体を切り裂さくはずの爪つめは虚むなしく虚こ空くうを搔かいた。

「──なにっ!?」

「体内の呪じゆ力りよく因いん子しを活かつ性せい化かさせ、一時的に筋きん力りよくを強化したね？　そんな芸があるなら、もっと早く見せてくれればいいのに」

　からかうような声は、ちょうど真上から聞こえてきた。

　慌あわてて見上げると──左右を建物に塞ふさがれた狭せまい夜空を背景に、鳥のように両手を広げた姿し勢せいで宙ちゆうに浮いた少年が楽しげに笑っている。

（けっ。馬ば鹿かな小こ僧ぞうめ──）鬼人は内心でほくそえんだ。

　数ある外道呪の中でも空中浮ふ遊ゆうの術は特に呪力と精神の集中を要し、浮いている間は他の術は一切使えぬ無む防ぼう備び状じよう態たいになると聞いている。

　この若わか造ぞうは己おのれの術に奢おごるあまり失しつ念ねんしているに違いない──魔族としての血を活性化させた自分の脚きやく力りよくならば、あの程度の高さくらい難なんなく飛びつけることに。

「逃にがすかーっ!!」

　再び鉤爪を振ふりかざし、助走もなしで宙高く跳ちよう躍やくする鬼人。

　その鼻はな先さきに、ペイはひょいと片手をかざし──。

「逃げないってば」

　瞬しゆん間かん、落らく雷らいのような衝しよう撃げきに顔面からつま先までを貫つらぬかれ、男はもんどりうって地面に墜つい落らくした。

「ぬぐぁあっ!?」

　すんでの所で失しつ神しんは免れたが、腰こしから下の感覚が麻ま痺ひしもはや足あし腰こしが立たない。

（そ、そんな……この小僧、いったい何者なんだ!?）

「一度に一つの術しか扱あつかえないと思ってた？　レベルの低い呪術士ばっかりなんだね、君らのお仲間は」

　音もなく地上に降おり立ったペイが、ぶざまに這はいつくばった男の目の前にはらりと一枚の便びん箋せんを落とした。

　宝ほう玉ぎよくをくわえた不ぶ気き味みな怪かい物ぶつの指輪──店の中でティフェレットが描いた絵だ。

「おじさんたちの捜さがし物って、ひょっとしてコレ？」

「……殺ころせっ」

　吐はき捨すてるように叫さけび、男は便箋から目を逸そらす。

「殺してもいいんだけどね。ま、殺人事件の捜そう査さ中に死体を増ふやすってのもシャレになんないし」

　少年が軽かるく指先を振ると、地面の便箋は炎を上げて一瞬で燃もえ尽つきた。

「それに、今の反応でだいたい判っちゃった。ふふっ」

「………」

「仲間の所に逃げ帰るつもりなら、お好きなように。ただし、あんたの親おや玉だまがザルマンって名の男なら──今夜中に町を出て、どこか辺へん境きよう地ち帯たいにでも身を隠かくすことをお勧すすめするね。しくじった部下に対する制せい裁さいは、こんなものじゃすまないはずだから」

「……くそっ」

　かろうじて麻ま痺ひ状じよう態たいを脱だつしたのか、卑ひ猥わいな罵ののしり声を上げながら男が立ち上がった。

　とはいえ、既すでにペイと闘う気力も体力も喪そう失しつしている様子だ。

「貴き様さまに、何が判る……この五百年の間、俺おれたちがどんな思いで生きてきたのか……」

　鬼人化した筋肉も元もと通どおりに収しゆう縮しゆくし、ゴミと泥どろにまみれた浮浪者のような姿でよろよろ足を引きずって歩き出した。

「逃げ出せるものか……あのお方だけが、俺たちにとって最後の希き望ぼうなのだから……」

「ほら、忘わすれ物」

　声と共に、男の肩に柔やわらかい塊かたまりがぶつかった。

「そんな角、町の連中に見られてごらんよ。どうなると思う？」

「………」

　足元に落ちた毛糸の帽ぼう子しを見つめて戸と惑まどうディアボロスの末まつ裔えいに、呪術士の少年はくすりと笑えみをこぼしながらいった。

「──いったろ？　これ以上死体を増ふやして、話をややこしくするのはごめんだって」







　　　第３章　勇者ラズロウ







　暗く長い廊ろう下かを貧ひん弱じやくな手て燭しよくの灯火を頼たよりに渡わたり、ようやく目指す部屋の前にたどり着いたラニアードは、ノックしかけた手を一いつ瞬しゆん止め己おのれの拳こぶしをじっと見つめた。

　今から自分がやろうとしている行こう為いは騎き士しとして、また社会的な地位にある男としてあるまじき行いであることは百も承知だ。

　何しろこんな夜よ更ふけに、若い娘むすめが一人で泊とまる部屋に忍しのんでいくのだから。

　だが、彼を躊ちゆう躇ちよさせたのはそんな世間体の問題ではない。

　彼とてまだ二十五の若者であるし、つい数年前までは先せん輩ぱいの教導師たちが顔をしかめるような無茶もずいぶんやらかしたものだ。

（──ふっ。それが、今じゃどうだ）

　謹きん厳げん実じつ直ちよくな若き導師長。文武両道に秀ひいでた教団きっての聖騎士──そんなものは、教団や世間の人間が勝手に作り上げた道どう化けの皮にすぎない。

　無論、自ら望んで演じている道化芝しば居いであることもまた事実であるが。

　彼をためらわせているのは──より正確にいえば恐おそれさせているものは──決して現在の地位を失うことではなく、自身を道化芝居の舞ぶ台たいに追いやった、あの取り返しのつかぬ過去と対面することに他ならなかった。

（あの日から、もう五年経たつのか──）

　全すべてが終わったと思っていた。

　全てを忘れ、故郷であるこの町で一からやり直すつもりだった。

　だが、実際には何も終わっていないし、忘れたつもりでいたのは自分独ひとりだけであったのかもしれない。

　おそらく、あの忌いまわしい記き憶おくはこの先の一生、自分につきまとい続けるのだろう。

　誰だれ一人、忘れてはくれない。

　教団の長老たちも、〝ハガナー〟の連中も。

　──そして彼女自身も。

「いつまでそこに立ってるの？　鍵かぎはかかってないわよ」

　扉とびらの内側からかけられる声。

　ラニアードはびくっと痙けい攣れんしたように顔を上げた。

　もはや後あと戻もどりは利きかない──ひと呼吸おいた後、意を決して扉を開く。

　室内に一歩踏ふみ込んだとき、最初に感じたのは鳥とり肌はだが立つような寒気だった。

　外部から訪おとずれる教団関係者の宿しゆく泊はく用に用意された部屋である。大理石のマントルピースに飾かざられた暖だん炉ろをはじめ充じゆう分ぶんな暖だん房ぼう設備がしつらえられているはずだが、今夜の客はどうやら暖炉に火すら入れていないらしい。

　部屋に備えたランプや燭しよく台だいも全て消されていたが、ラニアード自身が持参した手燭のおかげで、辛かろうじて室内の様子を見み渡わたすことができた。

　ただ一本の蠟ろう燭そくが照らし出す仄ほのかな灯りの中に、革かわ張りの椅い子すにくつろいだ様子で腰こし掛かけた彼女の姿が浮うかび上がっている。

「……寒くないのか？」

「暖房は嫌きらいなの。それに、こうしているととっても気持ちがいいのよ」

　そういって笑うイビスの唇くちびるから、ほんの少し白い吐と息いきが洩もれた。

「五年ぶりか……美人になったな」

「ありがとう。お世せ辞じでも嬉うれしいわ」

　お世辞でも社交辞令でもない。五年の歳さい月げつを経へて再会した彼女の美しさは、ラニアードの想像を遥はるかに超こえていた。

　闇やみの中に白く浮かぶ整った顔、黒いディナー・ドレスの上に陰いん影えいを形作る優ゆう美びな身体からだの線は、名めい匠しようの手による美しくも妖あやしい一いつ幅ぷくの絵画と呼んでも過言ではない。

　たとえは悪いが──非ひ業ごうの死を遂とげた町一番の美女ラミルカでさえ、今の彼女と並んで立てば少しばかり顔立ちの良い田舎いなか娘むすめとしか見えなかったであろう。

（だが、彼女は本当に……私が知っているイビスなのか？）

　ラニアードは心の中で自問した。

　七年前──教団の孤こ児じ院いんで育ち、破は魔ま騎き士し団だんで剣けんの修しゆ行ぎように励はげんでいたラニアードは、十八の誕生日を過ぎて間もないある日教団の秘密機関〝ハガナー〟への出向を命じられた。

　類たぐいまれな剣士の素質を見込まれ、機関が管理する伝説の呪じゆ法ほう武ぶ器き〝魔ま骨こつ刀とう〟の専属剣士に選せん抜ばつされたからである。

　そして、それが彼女──〝ハガナー〟の呪術士イビス・シェレグとの出会いでもあった。

　分ぶ厚あつい革かわ表紙の呪術書を抱かかえ、伏ふし目めがちに佇たたずむ瘦やせっぽちの少女の姿を、今でもはっきりと憶おぼえている。教団本部において数々の英才教育を受けていたとはいえ、当時の彼女はまだ幼さの残る十五歳の娘に過ぎなかったのだ。

　そのイビスをパートナーとして、以後ラニアードは〝ハガナー〟じきじきの機密任務に就つくことになった。人間に偽ぎ装そうして社会に潜せん伏ぷくするディアボロスの一種族──当時はそう信じていた──〝憑ひよう魔ま〟を狩かり立てる〝猟りよう魔ま士し〟としての任務に。

（二年間か……彼女と組んで行動していたのは）

　最初の何か月か、二人のコンビネーションは最悪だった。常に任務優ゆう先せんで感情を押おし隠かくし、パートナーの自分にすら決して心を開こうとしないイビスを、ラニアードは陰いん気きで冷れい酷こくな女と思い嫌きらっていたものだ。

　だが、それが彼女を上うわ辺べだけで判断した誤解であることは程ほどなく判わかった。

　行動を共にし、イビスが自分と同じ孤児であること、一見冷れい徹てつと思える言動も実は彼女自身の脆もろい心を守るための防ぼう壁へきに過ぎないことを知っていくうちに──いつしかラニアードは彼女を仲間として認め、彼女もまたラニアードに対して固く閉ざしていた心の扉とびらを少しずつ開いていった。

　それが恋こいと呼ばれる感情であったのか、今となっては自分でもよく判らない。そんな言葉を持ち出すには憑魔との闘たたかいはあまりに過か酷こくだったし、また自分も彼女も幼かった。

　いずれにせよ──互たがいを認め合った後の二人の活かつ躍やくは目め覚ざましく、猟魔士という裏の世界に身を置きながら、ラニアードの剣けんの腕うでは表向きの所属である破は魔ま騎き士し団だんにまで鳴り響ひびいた。もっとも表の世界での評判など、当時の彼にとってはどうでも良いことであったが。

　任務には辛つらいこともあったが、心を通じ合ったパートナーが傍かたわらにいて、彼女と共に世界を守るために闘う──それだけで少年時代のラニアードにとっては充じゆう実じつした日々だった。

（そう、私は幸福だった──五年前のあの日までは）

「どうしたの？　そんなところにつっ立ってないで、おかけなさいよ」

　唐とう突とつに、イビスの声で現実に引き戻もどされた。

「あ？　ああ……そうだな」

　部屋の中央にある円えん卓たくに手て燭しよくを置き、ラニアードは勧すすめられた椅い子すに腰こしを下ろした。

　儚はかない希望を胸に抱いだき、向かい合った彼女の瞳ひとみを覗のぞきこむ。

　全すべては自分の思い違ちがいであるという希望。

　今そこにいる彼女は、無表情の仮面の裏に優やさしく傷つきやすい心を隠かくした、昔と変わらぬイビスであるという希望。

（嫌きらわれていてもいい。憎にくんでくれても構わない。お願いだ、イビス──）

　君は、君自身であってくれ。

「それで？　まさか、昔話をしにきたわけじゃないんでしょ」

「その……例の殺人事件の捜そう査さなんだが……やはり我々に任せてもらえないか？　もちろん憑ひよう魔まの依より代しろが特定されれば、その後は君らの手を借りることになるだろうが」

「あら、あの二人ではご不満かしら？　ああ見えてもペイは一流の呪じゆ術じゆつ士しだし、ダレットの剣の腕はあなたもご存知のとおりじゃない」

「それは認めるが……いかに剣けんや呪術に秀ひいでても、所しよ詮せん彼らはよそ者だ。こういう複雑な事件は、やはり土地のことを良く知っている我々の方が……」

「果たしてそうかしら？　むしろ変に先入観を持たないよそ者の方が、非常の際に冷静な状況判断ができるものと思うけど」

「………」

「思い出して、ラニアード。私たち猟りよう魔ま士しは使し命めいを果はたしたところで誰だれから感かん謝しやされることもない、それどころか殺し屋と蔑さげすまれ依より代しろの遺い族ぞくから恨うらまれるだけの存そん在ざい。〝表〟の地位と名声を手に入れたあなたが、今いま更さら手を汚よごす必要なんかないわ」

　どこまでいっても、心の通わぬ不毛な会話。

　凍とう傷しように侵おかされ黒々と壊え死しを始めた指先のように、ラニアードの心に絶望が広がっていった。

　どれだけ目を凝こらしても、瞳ひとみの奥おくに在あるはずの彼女の心が見えない。あの雪の朝、宝石職人の家の前で再会した瞬間に感じた不ふ吉きつな予感は、やはり現実のものだった。

　自分が知っているイビスは、やはり五年前のあの日に死んでいた。

（いや──私が殺した）

　ラニアードはふいに口を閉ざし──やがて小こ刻きざみに唇くちびるを震ふるわせながら、白い息と共に言葉を吐はき出した。

「君には………ずっと詫わびねばならないと思っていた」

「なぜ？」顔色一つ変えぬまま、女が不思議そうに訊きき返す。

「五年前、憑ひよう魔まの依代になった私を斬ったことについて言っているのなら──見当違ちがいだわ。あなたは〝ハガナー〟の定めた手順に従って私にとりついた憑魔の存在を確かく認にんし、憑魔の種子が発現する前に適当な措そ置ちを施ほどこした。猟りよう魔ま士しとして最善の行動をとったのよ。何を謝あやまることがあって？」

「救ってやれなかった──二年間傍にいながら、君が心に抱いだいていた悩なやみに気づいてやれなかった」

「私が依代になった心理的な要因については、既すでに〝ハガナー〟の研究部門で分ぶん析せきが完かん了りようしているわ。報告書はあなたのところにも届いたでしょ？」

　読んでいる。三枚ばかりの薄うすっぺらな紙切れに並んだ、あの空々しい文字の列。

　いわく──猟魔士としての激務から蓄ちく積せきした心労。剣けん士しとして名声を高めるラニアードに引き換かえ、呪じゆ術じゆつ士しの自分は常に日ひ陰かげ者ものとして扱あつかわれることへの不満。その他、思春期の少女にありがちな情じよう緒ちよ不安定──云うん々ぬん。

　全すべてを読み終えぬまま報告書を破り捨て、その晩は気を失うまで酒を飲んだ。

「あれに書かれたことが全すべてよ。つくづく人間なんて脆もろい生き物よね。あの程度のちゃちな悩みが原因で、容易たやすく憑魔に魂たましいを売ってしまうのだから」

「やめろ！　昔の自分のことだぞ!?　やめてくれ……そんな言い方は……！」

「自分のことだからこそ言う権利があるのよ。それともあなたは、私以上に私のことを知っていたとでもいうの？」

「違ちがうんだイビス、私は……」

「それに──憑ひよう魔まにつかれてなお生き延びた私の身体からだを調べることで、色々と貴重な事実が判わかったのだもの。おかげで私たち〝ハガナー〟は、対憑魔戦についてより有効な戦略をとることが可能になったわ」

　彼女の言葉どおり──。

　長らくディアボロスの一種族だと思われていた憑魔が実はまったく別種の存在であり、おそらくこの世の生き物ですらないらしいという事実はこのとき初めて確かく認にんされた。

　またごく一部の人間にしか知らされていないことだが、憑魔につかれた人間の血液に生理的な異変──優ゆう秀しゆうな呪術士が長時間かけてようやく感知できる程度の微かすかな変化にすぎないが──が発生することも判明している。

　二年ほど前、本部からきた医師が「流行はやり病の検査のため」という名目で教団員の血を採取していったが、それが何を意味するのかラニアードにはすぐに理解できた。

　時期を前後して、教団の幹部要員のうち何名かが理由も判らぬまま姿を消した。彼らがどこに消えたのかなど考えたくもない。

「人類を守るべき教団の幹部が憑魔につかれるなんて不ふ祥しよう事じが起こったら、いったいどうなっていたと思う？　あなたの行こう為いは本当に有意義だったのよ。──教団にとっても、世界にとっても」

「重傷を負った君が教団本部グランド・ロツジに移送されたあと、私は一方的に猟りよう魔ま士しの任を解とかれてこの町の支部ロツジに飛ばされた──」

　もはや彼女を正視できず、ラニアードは両手で顔を覆おおいうめくように尋たずねた。

「教えてくれ──あのあと何があった？　連中は君に、いったい何をしたんだ？」

「もう一度いうわよ。あなたが、私に詫わびる必要なんかない」

　凍いてついた闇やみの中で、ゆっくりとイビスが立ち上がる気け配はい。

　微かな衣きぬ擦ずれの音が響ひびき──驚おどろくラニアードの目前で、既すでに彼女は一糸まとわぬ姿をさらけ出していた。

　蠟ろう燭そくの炎ほのおに照らされた女の裸ら身しん──右の乳ち房ぶさの下から脇わき腹ばらにかけて、巨きよ大だいな蚯蚓みみずが張り付いたような醜みにくい傷きず痕あとが残っている。

　忘れもしない──。憑ひよう魔まにつかれて怪かい物ぶつ化かしたイビスに対し、他ほかならぬラニアード自身が魔ま骨こつ刀とうで斬きりつけ、未いまだ成長過程にあった種子を抉えぐり出した痕あとだ。

　だが、傷痕はそれ一つだけではなかった。

　華きや奢しやな鎖さ骨こつの下からしなやかな腿ももに至るまで、滑なめらかな曲面を描えがく彼女の全身至るところに、手術による縫ほう合ごう痕あとがそれこそ子供の悪戯いたずら書きのごとく縦じゆう横おう無む尽じんに走っていた。

「ね、判わかるでしょ？」女は目を細め、寂さびしげに微笑ほほえんだ。

「心さえ殺してしまえば、もうこの世に耐たえられない苦しみなんか存在しないの」

「………!!」

　ラニアードの喉のどから声にならぬ悲鳴が洩もれた。

　蠟燭の灯りが消え、冷え切った部屋の中が真の闇に包まれる。

「可哀かわい想そうなひと……五年の間、ずっと苦しんでいたの？」

　耳のすぐ傍かたわらで、彼女がささやく声。

「でも、もう悩なやむことなんかないわ……この町を脅おびやかす憑魔は、ダレットたちが始末してくれるから。もう、あなたが悩むことはないの」

「私は……」

「もういいのよ、ラニアード……今夜はゆっくりお休みなさい」

　抗あらがう術すべもなくふらふらと立ちあがり、男は女の抱ほう擁ようを受け入れた。

　ひどく冷たい──彼女の身体からだは、まるで氷の人形のようだ。

　朦もう朧ろうとしたラニアードの意識の中に、なぜか遠い昔の雪の朝の光景が蘇よみがえる。

（そうだ……あの日も、こんな風に身体が凍こごえるほど寒かった）

　あの朝──降り積もった雪の白さとは対照的に、彼の住んでいた町の一角は黒く焼け焦こげた瓦が礫れきの山と化していた。

　父さんと母さん。近所のおじさんおばさん。お城の兵隊さん──みんな殺された。

　どこからともなく現れ町を廃はい墟きよに変えた巨きよ大だいな怪かい物ぶつと、そいつに闘たたかいを挑いどんだ二人の戦士──相打ちになってどちらも死んだ。

（奴やつが還かえってくる──二十年前のあれが、もう一度繰くり返されるのか）

　だとしても、今の彼にはもはやどうすることもできない。

　虚うつろに広がる幻げん影えいの廃墟の中で、ただ冷たい石いし畳だたみの路面に這はいつくばって泣きじゃくる五歳さいの自分の姿を見つめるだけであった。







　雪こそ降らなかったが、その朝もオクトベルの空は陰気な鉛なまり色の雲に覆おおわれていた。

　朝食を済ませ宿を出たダレットとペイは、前日話を聞いたティフェレットの家を訪たずねるべく、町の公園を横切って下町の方角へとぶらぶら歩いていた。

　朝靄もやの中にぼんやりと、高らかに剣けんを掲かかげた銅像──伝説の勇者ラズロウの像が佇たたずんでいる。円形の広場には奇き妙みようなくらい人気がなく、一匹ぴきの瘦やせた野の良ら犬いぬが餌えさを求めて地面を嗅かぎまわっている姿が、ただでさえ殺風景な風景をますます寒々しいものにしていた。

「魔ま王おう石せきだと？」

　霜しもの降りた石畳を踏ふんで歩きながら、ダレットは怪け訝げんそうに訊きき返した。

「──あの悪趣しゆ味みな指輪のことか」

「っていうか、指輪にはまっていた宝石のことだけどね」

　並んで歩くペイが答える。

「本来はディアボロスのものだった呪じゆ力りよくを、なぜ人間が操あやつれるようになったかは知ってるだろ？」

「ああ。おまえが耳につけてる、その何とかいう石の──」

「呪じゆ石せきだよ。ディアボロスが死ぬとき、体内に残った呪力因子が凝ぎよう集しゆうして出来る結けつ晶しよう体たい──ぼくら呪術士はこの石から力を引き出して外げ道どう呪じゆを行使するんだ。肌はだ身みはなさず持ち歩くため、耳みみ飾かざりや指輪、ペンダントなんかに偽ぎ装そうしてね」

「あの指輪、呪術の道具だったのか……」

　道理で気色悪いデザインだったぜ──ダレットは思ったが、さすがに呪術士の相棒の前では口に出せない。

「呪石にもピンからキリまであってね。下級の魔ま物ものから採とった石じゃそれこそその場しのぎの役にしか立たないけど、高位のディアボロスになればそれだけ寿じゆ命みようも長く強力な呪力源になる。ちなみにぼくが今つけてる呪石、どっちも魔王の側近クラスの死体から採れた超一級品だよ。えっへん」

　耳に付けたピアスを、ちょっと得意げに見せびらかすペイ。

　純血ディアボロスが滅めつ亡ぼうした後、その体内から回収された呪石は呪術士の道具としては言うに及およばず類たぐいまれなる貴き石せきとしても珍ちん重ちようされ、高価なものは城一つ購あがなえるほどの値打ちがつくという。

（質しち屋やに入れたら、事務所の家賃何か月分になるかな……）

　遠い目でぼんやり考えていたダレットははっと我に返り、

「待てよ。その魔王石ってのは、まさか──」

「お察しの通り。最強のディアボロス、魔王ペイモンの呪石──数ある呪石の中でも最さい高こう峰ほうの一品さ」

　呪術士の少年は人差し指を立て、あたかも弟で子しに教えを授さずけるようなすまし顔で続けた。

「歴史上で魔王石と目される宝ほう飾しよく品ひんの記録はいくつかあるけど、その一つが三百年前の大呪術士アーメッドが所持していた『魔ま獣じゆうの指輪』さ。ぼくの持ってる呪術書にも図版があるけどね。夕べティフェが描えがいてくれた指輪の絵、その図版にそっくりだったよ」

「何だってこんな田舎いなか町に、そんなどえらい代しろ物ものがあるんだ？」

「呪石といっても、普ふ通つうの人間にとっちゃただの綺き麗れいな石にすぎないからね。たぶんアーメッドの死後は人手に渡わたり、巡めぐり巡ったあげく何かの手て違ちがいで一いつ般ぱんの骨こつ董とう品ひんにまぎれてこの町に持ち込まれた──」

「……ガメスか！」ダレットは手を打って叫さけんだ。

「指輪を持ち込んだのは、きっとあの宝石商だ。そして領主の息子むすこハズィールに、賄わい賂ろか何かの目的で贈おくったんだ！」

「その指輪を、ハズィールはぞっこんだった娼しよう婦ふのラミルカに貢みついだ。なのに骨董品の価値の判わからない彼女は、宝石だけ好みの指輪に付け替かえるため馴な染じみの職人ダンに預けた──これで、被ひ害がい者しやたちは一本の線で結ばれるね」

「犯人は、魔王石の指輪を奪うばい取るために持ち主を次々殺し続けた──残ざん忍にんな殺し方をしたのは、指輪の行方ゆくえを聞き出す為ための拷ごう問もん──か？」

　ダレットは立ち止まって思案し、

「しかし、そいつが呪術の道具としてどんなに貴重な品だといっても……そこまでして手に入れたいモノなのか？」

「ある特とく殊しゆな目的を持った連中にはね。最強の呪じゆ力りよく源げんである魔王石は、同時にある禁断の儀ぎ式しきに欠かせない道具でもあるから」

「禁断の儀式？」

「魔王ペイモンの復活さ」

　身を切るような寒風が広場を吹きぬけ、少年の長い金きん髪ぱつをなぶりながら通り過ぎていった。

「夕べ、おまえが痛めつけた男……ディアボロスだとかいってたな？」

「正確にいえば、ディアボロスと人間の混血だね。この五百年間で、彼らもほとんど昔の面おも影かげを留とどめてないから」

「……連中の仕し業わざだと思うか？」

「まだ状じよう況きよう証しよう拠こだから、断言はできないけど……もし彼らが犯人だとすれば、ぼくらにとっていいことと悪いことが一つずつ出てくるよ」

「いいことは、町の人間がこれ以上殺される心配がないことだな。悪いことは──」

「魔王石を手に入れた彼らは、ペイモン復活のために新たな行動を起こす。そうなると、ぼくらも無関係じゃすまなくなるからね」

「やれやれ。思ったとおり面めん倒どうな事件ヤマになってきやがった……」

「で、どーするダレット？　犯人が憑ひよう魔まじゃないと判わかれば、猟りよう魔ま士しのぼくらはお役御ご免めんだけど。教団の支部ロツジにいって、イビスたちに指輪の件を報告する？」

「………」ダレットは僅わずかに考え込んでいたが、

「いや──乗りかかった船だ。とにかく、指輪の所在をはっきりさせちまおう」

「なら、予定どおり第三の事件現場──ティフェの家に行くんだね？」

「それしかねーだろ。昨日の今日だと思うと、ちょいと顔を合わせ辛づらいけどな……」

　哀あわれっぽく地面に鼻先を擦こすり付けていた犬が、突とつ然ぜん弾はじかれたように顔を上げた。

　逃にげるように走り去った野の良ら犬いぬと入れ替かわりに──大通りの方角から何十人もの男たちが姿を現し、どやどやと広場の中に踏ふみ込んできた。

　服装から判断すると、町に住む職人や商人、あるいは近在の農夫たちであろう。

　彼らの多くは手に長い棒切れを携たずさえ、中には山刀や弓矢で武装した者までいる。

「……何だ？」

　いぶかしむダレットには目もくれず、男たちは──ある者は怒いかりで顔を歪ゆがめ、ある者はむっつりとした無表情で──白い息を吐はきながら陸続と広場の中央に集結してきた。

　周辺の家々からは示し合わせたかのように女と子供たちが飛び出し、怯おびえと好こう奇き心しんが入り混じった表情で男たちの群れに合流していく。

　五分と経たたぬうちに広場は数百名を数える老ろう若にやく男なん女によで溢あふれ、時ならぬ祝祭のごとき活かつ況きようを呈ていしていた。もっとも人々の間に漂ただようものものしい空気は、祭というよりむしろ戦争に近いものだったが。

「おい、何の騒さわぎだ？」

　ダレットは目の前を素す通どおりしようとした若い男──革かわの上着を着た職工らしき青年──の肩かたをつかみ呼び止めた。

「誰だよあんた？　見ねえ顔だな」

　青年は一瞬、胡う乱ろんそうな目で睨にらんできたが──よそ者に対する警けい戒かい心しんよりも野や次じ馬うま同士の連帯感の方が勝まさったか、すぐに興奮した面おも持もちで喋しやべり始めた。

「知ってるだろ？　町を騒がせてる例の殺さつ人じん鬼き。あの人でなし野や郎ろうを、とうとうふん捕づかまえたんだよ！」

「殺人というと、宝石商や娼しよう婦ふが殺されたあれか？」

「おうさ。今朝方、町外れの水車小屋に隠かくれてるところを自警隊が取り囲んでな。野郎も散々抵てい抗こうしやがったけどよ、一時間がかりでようやく取り押おさえたって話だぜ！」

　身振ぶり手振りを交え、まるで己おのれ自身の武勇伝のごとくまくしたてる。

「………」

　どう答えたら良いか判わからぬまま、ふと新たな歓かん声せいを聞いてダレットは顔を上げた。

　広場を埋うめる群衆が二手に割れたかと思うと、人ひと垣がきの間を通って自警隊の男たちが凱がい旋せん部隊のごとく広場に入ってきた。

　その先頭に、小こ柄がらな人ひと影かげが引き立てられている。

（あれが……犯人だと？）

　荒あら縄なわで上半身を縛しばられ、力なくうなだれたその人物は、女──それもまだ子供のような年とし恰かつ好こうの娘むすめだった。

　ろくに櫛くしの通っていない暗あん紫しの髪かみを腰こしまで伸のばし、穴だらけの木も綿めんのドレスは血と泥どろで真っ黒に汚よごれている。

「何だ、ありゃ？　まだガキじゃねえかよ」

「あんな子供が殺人犯？　何かの間ま違ちがいでしょー。可哀かわい想そうに……」

　そんな声が、群衆の間からもちらほらと上がる。

　自警隊の男たちは顔を見合わせてニヤリと笑い──やがて隊長らしき男が、娘の頭とう髪はつを鷲わしづかみにすると群衆に見せつけるように突つき出した。

「……!!」人々の顔が、一様に強こわ張ばった。

　まだあどけなさの残るふっくらした顔の輪りん郭かくは、せいぜい十二、三の少女のものだ。

　しかし髪の間から突き出した尖とがった耳、苦痛に歪ゆがんだ口くち許もとからのぞく鋭するどい犬歯は、どうみても尋じん常じようの人間ではない。

　加えて狭せまい額と突き出した鼻先、釣つりあがった大きな瞳ひとみと、全体としてどこか獣けものめいた印象を与あたえる顔立ちではあった。

「──ま、魔ま族ぞくだ……」

「ディアボロスだ……」

　少女の顔を目まの当たりに見た人々の口から、怯おびえたような囁ささやきが洩もれる。

　それは次し第だいに後方の人ひと垣がきに伝でん播ぱし、やがて広場全体を揺ゆるがすような怒ど号ごうへ発展するまで数分とはかからなかった。

「こいつだ！　こいつが殺さつ人じん鬼きだ！」

「子供になんか化けやがって──俺おれたちを騙だまそうってのか!?」

「そうだ、許せねえ！　今すぐぶっ殺せ!!」

「気持ち悪いわねーっ、早く殺しちゃえ！」

　醜みにくく顔を歪ゆがめ、オクトベルの住人たちが口々に叫さけぶ。

　ついさっきまで「可哀かわい想そう……」と同情していた女さえも、今では拳こぶしを振ふり上げ、周囲の男たちと一いつ緒しよになって喚わめき散らしていた。

「いったい何なんだ、あの娘むすめは……」

　ダレットは当とう惑わくした表情でペイに振り返った。

「たぶん、ディアボロスの末まつ裔えい……獣じゆう人じん族ぞくの系統かな？　比ひ較かく的人間に近い種族だから、混血して生き延びた連中も多いって聞くよ」

「夕べの男の仲間か？」

「それはどうかな？　ちょっと雰ふん囲い気きが違ちがう気もするけど……」

　予想外の成り行きに、ペイも戸と惑まどい気味に首をひねっている。

「──チキショウっ！　放せ、放せったら!!」

　群衆の怒いかりの声を啞あ然ぜんとして聞いていた少女が、不意に身を捩よじって暴れ始めた。

「人が気持ち良く寝ねてる所にいきなり押おしかけやがって！　殺人鬼って何のことだよ!?　あたいが何をしたってんだよ!?」

「やかましい、この魔ま族ぞくめがっ！」

　自じ警けい隊たいの隊長が怒ど鳴なりつけた。

「マゾクじゃないっ。あたいにはシュロって名があるんだ、きちんと名前で呼べ！」

「黙だまれっ。おまえがあの水車小屋を根ね城じろにして、町で盗ぬすみを働いてたことは調べがついてるんだ！　小屋に残ってた食い物のカス、ありゃあいったい何だ!?」

「！　えーっと、それは、そのぉ──」

　口の端はを引きつらせ、気まずそうに言いよどむ少女シュロ。

　色々と身に覚えがあるらしい。

「それに宝石職人のダンさんが殺された六日前の晩、下町をうろつくおまえの姿を見た者がいるんだ！　もはや言い逃のがれは利きかんぞ！」

「ちっ──違う！　違うよ！　あたい人なんか殺してない!!」

「見苦しいぞ、この期ごに及およんで！」

　背後から蹴けりを見み舞まわれ、シュロの小さな身体からだはひとたまりもなく前方の地面に叩たたきつけられた。

「ぎゃっ!?」

　その弾はずみに──元々結び方が甘あまかったのか──彼女を縛ばくしていた縄なわがバラリと解ほどけた。

「──いかん!?」

　自警隊の面々が駆かけ寄る暇ひまもあたえず、すっくと立ちあがったシュロは放たれた矢のごとく群衆のど真中に逃にげ込んだ。

「わわっ、こっちに来た!?」

「きゃああああっ!!」

　見る見るうちに人ひと垣がきが崩くずれ、あっけにとられて傍ぼう観かんするダレットの眼前で広場は阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩る堝つぼと化した。

　悲鳴を上げて逃げ惑まどう女と子供たち。

　シュロを捕とらえようとつかみかかり、逆に鋭するどい爪つめで顔を引っ搔かかれて悶もん絶ぜつする自警隊の男たち。

　町の住民たちを散々翻ほん弄ろうした末、首しゆ尾びよく広場の端はしに建つ商館まで逃げおおせたシュロは、そこで雨あま樋どいに飛びつき猫ねこのような身軽さでよじ登り始めた。

「ザマーミロ！　このシュロ様が、そー簡単にくたばってたまるか！」

　屋根伝いに逃げるつもりだろうか。

（よせ！　そんな所に登ったら狙ねらい撃うちに──）

　ダレットが思わず声に出しかけた瞬間──微かすかに風を切る音が響ひびき、建物の二階部分にまでたどり着いたシュロの右肩かたに矢が突つき立った。

「あぁ──っ!?」

　少女は肩を押おさえ、悲鳴と共に呆あつ気けなく地面に転落した。

「手間かけさせやがって……」

　弓を構えた自警隊の男が、ぼそりとつぶやく。

　先刻から矢を番つがえて狙っていたが、流れ矢が町の人間に当たることを恐おそれて頃ころ合あいを見計らっていたのだろう。

　矢を抜ぬかれ再び縛しばり上げられたシュロは、抗あらがう術すべもなくずるずると広場の中央まで引きずられていった。

「どうする。お城の役人に引き渡わたすか？」

「けっ、まだるっこしい。どうせ死罪に決まってんだ──この場で始末しちまおう！」

「それがいい。ここなら、勇者様の像も見守っておいでだしな」

「殺したら皮を剝はいじまえ。魔ま族ぞくの剝はく製せいなら町の名物になるぜ」

「そりゃ面おも白しれえ！　わはははは」

　予あらかじめ手はずが整っていたのか──いつの間にか広場には何本もの角材が運び込まれ、勇者像のすぐ前で即そく席せきの絞こう首しゆ刑けい台の組み立てが始まっている。

「……許してよぉ……」

　肩から流れる血で半身を赤く染そめ、顔を蒼そう白はくにしたシュロが掠かすれる声で哀あい願がんした。

「食べ物を盗ぬすんだのは謝あやまるよぉ……でも、あたい誰も殺してなんかない……殺してないよぉ……！」




「………」

「どうするつもりさ？　ダレット」

　険けわしい表情で群衆の方に歩き出そうとしたダレットの腕うでを、ペイの手がつかんだ。

「どうもこうも──やめさせるに決まってるだろ？　あの娘むすめは単なるこそ泥どろだ。どう見たって犯人じゃねえ」

「まあ、そんなとこだろうね」

「だろうねって、おまえ……？」

「ご覧よ、町の連中の目を──異常な殺人が続いたことで、今度は自分や家族が被ひ害がい者しやになるんじゃないかって恐きよう怖ふに誰もが怯おびえきってる。あの娘が犯人かどうかなんて、この際どうだっていいんだよ。誰でもいい、自分たちとは異質な、それでいて与くみし易やすい存在を血祭りに上げて──そうやって少しでも安心したいのさ。ディアボロスの血を引いた娘なら、スケープゴートとしては打って付けだからね」

　金色の瞳ひとみに冷たい嘲あざけりの光を湛たたえ、少年は広場で熱ねつ狂きようする群衆を顎あごで指した。

　明るく屈くつ託たくのない平へい素そのペイしか知らない者が見れば別人かと疑う豹ひよう変へんぶりだが、猟りよう魔ま士しとして行動を共にするダレットにとっては驚おどろくにあたらない──これが彼の本来の姿なのだから。

「行くだけ無む駄ださ。よそ者の君が説得したところで、連中が聞き入れると思うかい？」

「だからって……見殺しにできるか!?　力ずくでも止めてやる！」

「君ならできるだろうね、ダレット。あの娘一人を救うために町の人間を何人か、場合によっちゃ何十人かたたっ斬きる──それで君の正義感ってやつが満足できるなら、どうぞお好きなように」

「………」

「でも、ぼくは遠えん慮りよしとく。自分以外の誰かのために、自分の身を犠ぎ牲せいにするなんて御ご免めんだからね。それが人間であっても、それ以外の何者であっても」

　冷たく淡たん々たんとしたペイの言葉が、なぜか「犠牲」の一言を発するときだけ露ろ骨こつな嫌けん悪おに震ふるえた。

　ダレットは無言で外がい套とうの前をはだけると、魔ま骨こつ刀とうを鞘さやごと外し相棒に投げ渡わたした。

「ペイ、おまえは先にティフェレットの家に行ってろ」

「……ダレット？」

「俺は──用を済ませて、後から行く」




「何だ、おまえは……？」

　人ひと垣がきを搔かき分けダレットが進み出ると、自警隊の隊長が警けい戒かいしたように睨にらみつけてきた。

　臨時の絞こう首しゆ刑けい台だいは既すでに完成し、両脇わきから二人の男に抱かかえられたシュロが、首に縄なわをかけられ台の上で直立させられている。

　その背後に黒々と聳そびえ立つ、伝説の勇者ラズロウの銅像──見方によってはラズロウ自みずから処しよ刑けいを指さし図ずしているともとれる構図に、ダレットは地面に唾つばを吐はきたい気分になった。

「よそ者か？　刑の執しつ行こうは俺たち自警隊でやる。手伝いはいらんぜ」

「俺はダレット。教団の依い頼らいで、例の殺人事件の捜そう査さにきた者だ」

「ほう、そりゃご苦労さん。で、何の用だ？」

「その娘むすめは、事件の重要参考人だ。よって俺が預あずからせてもらう」

「──なんだと？」

　間ま抜ぬけ面づらで聞き返す隊長の脇をすりぬけ、ダレットはさも当然のような顔で処刑台に登った。

「……どけっ」

　よほど剣けん吞のんな目つきに見えたのだろう。少女の身体からだを押おさえていた自警隊の若者二人は手を放し、気け圧おされたようにおどおど台から降りた。

　怪け我がの痛みと絞首の恐きよう怖ふのためか、シュロは立ったまま気を失っていた。

　縄を外して抱だき上げると、まるで赤ん坊ぼうのように軽い。

　人として生きるには異い形ぎよう、魔ま物ものとして生きるには非力すぎる少女がどんな人生を歩んできたのか──瘦やせ細った彼女の身体が全すべてを物語っているように思えた。

「おい貴様！　誰の許しがあって、勝手な真似まねを──ひっ!?」

　怒ど鳴なりかけた隊長は、シュロを抱かかえて降りてきたダレットのひと睨にらみで黙だまりこんだ。

　町の自警隊を任されるくらいだから、多少は腕うでに覚えのある男なのであろう。

　それだけに、ダレットの眼光に対し何か異様なものを直感したのかもしれない。

　──数知れぬ人と魔を斬きった剣けん士しの眼めに。

「ダンたちを殺した犯人は、俺が必ず挙あげる。──それで文句はあるまい？」

「う。ううっ……」

　ダレットは背後の勇者像をちらりと振ふり返り、

「それと、この像な」

「なに？」

「取り壊こわせ。本物は、もっといい男のはずだ」

「貴様ァーっ！　神聖な勇者様の像を侮ぶ辱じよくするのか!?」

「さては、てめえも魔族の一味だなっ！」

　周囲にいた自警隊員たちが棒や山刀を振りかざし迫せまってきたが、隊長と同じくダレットの視線に射いすくめられて立ちすくんだ。

　黙だまっていなかったのが、周りを囲む群衆──オクトベルの一いつ般ぱん市民である。

　彼らは自警隊員のように、個人としてダレットと対たい峙じしているわけではない。遠目にはただ「わけのわからない若者がしゃしゃり出て、正義の執しつ行こうを妨さまたげた」としか見えなかったのだろう。

　そして人は集団の一部分に取り込まれたとき、初めて己おのれの中に秘ひめられた凶きよう暴ぼう性せいをいかんなく発揮する。

　何処どこからともなく投げつけられた石せつ塊かいが、ダレットの側頭部に命中し鈍にぶい音を立てた。

「──ぐっ!?」

　瞼まぶたの裏で火花が散り、生暖かい液体がどろりと頰ほおを流れ落ちる。

　続けて別の石塊が肩かたに命中。次は背中に──。

　やがて、数百名の群衆による投石の嵐あらしが始まった。

　受身をとろうにも、両腕うではシュロを抱かかえて塞ふさがっている。

　──ドコンッ。

　胸の奥おくで、鼓こ動どうが一つ高鳴った。

（や、やばい……こんなときに！）

　ドコンッ。ドコンッ。ドゴンッ──。

　あれが、始まった。

　ダレットが──現在はとりあえずダレットと名乗っている男が──生命の危機に陥おちいったとき別の生き物のごとく鼓動を速め、超ちよう人じん的な力を発現させる悪あく魔まの鼓動が。

（俺の心臓は人間のモノじゃねえ。だから、こいつに支配されたら俺は人間じゃなくなっちまう──）

　だが、今はまずい。いかに群集心理にとりつかれ狂きよう暴ぼう化かしているとはいえ、一人一人は脆もろく善良な一般人であることに変わりはない。

　一瞬の逡しゆん巡じゆんの末──ダレットは跪ひざまずき、その場で少女に覆おおい被かぶさるように蹲うずくまった。

「にょ!?」意識を回復したシュロが、魂たま消げたように声をあげた。

「な、ナニよこれ？　どーなってるの!?　あんた誰？」

「いいから、おとなしくしてろ！」

　両腕で堅かたく少女を抱だきしめ、ダレットが叫さけんだ。

　逃にげることも抗あらがうことも出来ないのなら、あとは全すべての暴力を甘あまんじて受けるだけだ。

　あるいは──この場で大量の血を見れば、町の人間も少しは正気を取り戻もどし、シュロを絞こう首しゆすることの無意味さに気づいてくれるかもしれない。

（──問題は、それまで俺の五体が持ってくれるかだな）

　胸の内側でますます高まっていく鼓動、間近に迫せまってくる数百の不ふ吉きつな足音を聞きながら、ダレットはまるで人ひと事ごとのようにぼんやりと思っていた。







　長い修しゆ行ぎようの旅から還かえったとき、彼が見たものは焼け野原と化した自分の村だった。

　木材や藁わらで建てられた家々は灰となって燃え尽つき、村の広場だった場所に見覚えのない黒い塔とうのようなものが突つき立っていた。

（何が……起こったんだ？　村のみんなは……）

　訳が判わからぬまま近づいた彼は、次の瞬間凄すさまじい悪あく臭しゆうにたまらず嘔おう吐としていた。

　大人の背せ丈たけの倍ほどもあるその〝塔〟全体に、びっしりと黒い蠅はえがたかり蠢うごめいていたのだ。

　蠅たちは彼の悲鳴に驚おどろいて一いつ斉せいに飛び立ち、その下に消えた村人たちがいた。

　頭。手足。胴どう体たい。内臓そして骨──バラバラに解体された何十人分かの人体の一部が、狂くるった芸術家の手により出で鱈たら目めに組み合わされ、意味不明の巨きよ大だいなオブジェとなってそこに存在していた。

　腐くさりかけた肉が残っていることから見て、虐ぎやく殺さつが行われたのはそう昔のことではないだろう。

　何が起こったのか、しばらくの間理解すらできなかった。

　だが、不気味な人体トーテムの材料の中に見知った顔の数々を見いだしたとき、彼は人知を超こえた邪じや悪あくな意志が村を襲おそい、自分の故郷と人生の全すべてを奪うばい去ったことを悟さとった。

　父と母、そして弟アロンの首は並んでトーテムの中ほどに埋うめ込まれていた。

　先せん端たん部分には、幼なじみの娘むすめで将来を誓ちかい合ったラーシュアの頭の皮が引っ掛かけられ長い髪かみの毛をゆらゆら風に揺ゆらしている。

　肋ろつ骨こつと大だい腿たい骨こつを組み合わせ腹の皮を張った何十もの風車が、彼を嘲あざけるように一斉に回り始めた。

　おそらく──剣けん士しとしての厳しい修しゆ行ぎようを積んでいなければ、彼はその場で発はつ狂きようしていたに違ちがいない。

（誰が!?　誰がこんな酷ひどいことを……!?）

　野や獣じゆうや山さん賊ぞくの所しよ業ぎようなどではありえない。超ちよう自然の力と人間以上の知性を兼かね備えた存在──ディアボロス。それしか思い当たる敵は存在しなかった。

　理由は判わからない。この村はディアボロスのテリトリーから遠く離はなれているし、村の人間がわざわざ彼らの逆げき鱗りんに触ふれる真似まねをしたとも考えにくい。

　しかしディアボロスの中には人を食う種族もいるし、そうした連中に人間の集落が襲おそわれて全ぜん滅めつしたという噂うわさも度たび々たび耳にする。

　──食われたというなら、まだ諦あきらめもついたであろう。

　人が牛や豚ぶたを食すように、強いディアボロスが弱い人間を食うのもまた世の理ことわり──子供の時分から、村の長老からそう教えられ育ってきた。

（だが、これではあんまりだ──！）

　いつ、どうしてその場を離れたか、記き憶おくにすら残っていない。

　気がついたら、何処いずことも知れぬ山の中をあてもなくさまよっていた。

　幾いく度どとなく死のうと思った。

　だが彼の師し事じした剣の師し匠しようは自殺を人生からの逃とう避ひとして戒いましめていたし、何より絶望より遥はるかに強きよう烈れつな一つの感情が、彼の心を堅かたく現世に繫つなぎ止めていたからである。

　──復ふく讐しゆう。

（魔ま族ぞくども、ただでは済まさん──貴様たち一匹ぴき残らずに、この俺の怒いかりを思い知らせてやる！）

　だが、どうやって──？

　今の自分は何の力も、一人の仲間も持たぬ無力な若者にすぎない。

　いや、よしんば一国の王であったとしても、人じん智ちを超こえた呪じゆ力りよくを操あやつるディアボロスたちと闘たたかうことなど夢のまた夢だ。

　唯ゆい一いつ武器になるものといえば──剣けんに関していささかの覚えがある。幼少のみぎりより元兵士だった父親に仕込まれ、この三年間は師について修しゆ行ぎようも積んできたのだから。

　だが、それもあくまで人間相手の闘いの話だ。

　そもそも鉄の武器を受け付けぬディアボロスに、剣など何の役に立つというのか。

（やはり、人間は無力だ。奴やつらの慰なぐさみものになって、虫けらのように殺されていく運命を受け入れるしかないのか──）

　孤こ独どくと絶望に打ちひしがれ、とある湖のほとりでついに力尽つきて倒たおれこんだとき──。

〈──お立ちなさい。剣士ラズロウ〉

　あの〝声〟が聞こえた。

（誰だ……？）

　頭のすぐ上の方に、強く暖かい力の存在を感じた。顔を上げようとしたが、数百の太陽を集めたような輝かがやきに眼めを打たれ、慌あわてて瞼まぶたを閉じる。

〈ラズロウよ──貴方あなたが抱いだいている怒りと哀かなしみを、このまま埋うもれさせてはなりません。今こそ剣を取り、魔族の支配に苦しむ人々に救いをもたらすのです〉

　頭の中に柔やわらかく響ひびく声は女性のようだった。

　それは殺された母親のようでもあり、許婚いいなずけのラーシュアの声にも似ていた。

（俺の名を知っているのか？　貴方はいったい誰だ……？）

〈無む窮きゆうなる者。──すなわち神の使い。悪あく魔まに創つくられしこの混こん沌とんたる世界を、聖なる秩ちつ序じよをもって建てなおすべく地上に遣つかわされし者〉

（神？　悪魔？　何だそれは……初めて聞く言葉だ。そんなものはどうだっていい！　俺はただ、ディアボロスの奴らに復ふく讐しゆうを──）

　眩まばゆい光の奥おくで、〝声〟の主がにっこり微笑ほほえんだ──ような気がした。

〈心の命ずるままにお行きなさい。貴方が心に宿す、その怒いかりの炎ほのお──それこそが、神の正義そのものなのですから〉

　目の前の湖面に微かすかなさざなみが立った。

　見えない腕うでに引き上げられるように、一振ふりの剣けんが湖の上に姿を現した。

　彼の身の丈たけほどもあるクレイモア。

　鞘さやと柄つかには、見たこともない奇き妙みような装そう飾しよくが施ほどこしてある。

「これは……剣なのか？」

〈神の意志。悪魔を打ち破る光の力──貴方が扱あつかいやすいように剣の形をとりました〉

「光の……力」

　ふいに体内に力がみなぎり、彼は叢くさむらから身を起こした。

　三日三晩の間飲まず食わずであったにもかかわらず、もはや空腹も疲ひ労ろうも感じていない。

　湧わき上がるこの力が彼自身のものか、どこか外部から流れ込んでくるものかは判わからなかったが。

　立ち上がって歩き出し、腰こしまで湖水に浸つかりながら宙に静止する大剣に近づき──。

　その柄を握にぎり締しめた。

〈貴方は選ばれし者。光の勇者ラズロウ──聖なる剣により魔王を討うち、地上に神の王国を築くことが貴方の使命〉

「俺は……選ばれし者……勇者」

　闇やみの中で仄ほのかな光を放つ刀身を見つめ、虚うつろな声で繰くり返す。

　やがて聖剣を背中に背負い、若き剣士は湖を後にした。




「──なるほど。退たい屈くつ凌しのぎとしては、なかなか面おも白しろい身の上話だったな」

　口くち許もとに薄うすい笑いを浮うかべ、魔王ペイモンは率そつ直ちよくな感想を述べた。

「魔ま族ぞく相手にこの話をするのは、あんたが最初さ──そして最後だ」

　聖せい剣けんの柄に新たな力を込めながら、勇者ラズロウが答えた。

　初めて相あい見まみえたディアボロスの王は、驚おどろいたことに人間とさして変わらぬ姿──しかも息を飲むほど美しい女の魔物だった。

　ただし身の丈たけはラズロウよりも頭一つ以上高く、均きん整せいの取れた肉体には男の性も備わっているようだが。

　両者の死し闘とうは七日七晩に及およんだ。

　そして今──勇者の剣けんの切きっ先は魔王の胸きよう甲こうを貫つらぬき、背中まで串くし刺ざしにして玉ぎよく座ざの背もたれに縫ぬい止めている。

　玉座の周辺、すなわち宮きゆう殿でんの大広間には魔王の忠実な側近を勤めていた高位ディアボロスたち──人間に近い姿をした者もいれば、獣けものや鳥や虫、それ以外の奇き妙みような形態を取った者たちもいた──の斬ざん殺さつ死体が累るい々るいと横たわっている。その数、実に六六体。

　広間へと続く宮殿の廊ろう下かから庭にかけては六六六体の親衛隊が、そして宮殿の外に広がる平原には六六六六体の魔族兵が、聖剣によって一刀両断された無残な屍しかばねを晒さらしていた。

（父さん、母さん、ラーシュア、アロン……ようやく終わったよ）

　外の世界では、未いまだに魔ま族ぞくと人間の激はげしい戦せん闘とうが続いている。

　ディアボロスたちに呪じゆ力りよくを供給していた呪じゆ法ほう陣じん──世界の各地に築かれた魔王の祭さい壇だんはラズロウの同志たちの活かつ躍やくで残らず破は壊かいされた。そのため一いつ切さいの呪力を失い今や単なる魔ま獣じゆうにまで成り下がった数万のディアボロスを、今度は数に勝まさる人間の軍隊が追つい撃げきし各地で壮そう絶ぜつな掃そう討とう戦が展開されているはずだ。

　新たな世界の盟主となった人類が、今後いかなる歴史を歩んでいくのか──気にならないといえば[image: 噓]うそになる。

　しかし聖剣の力に守護されているとはいえ、魔王との最終決戦で受けた傷は決して浅いものではなかった。もはや、自分が生きてこの宮殿を出ることもあるまい。

（俺の役目は終わった──後のことは、同志たちが何とかやってくれるさ）

「──おい、ラズロウ」

　ペイモンの声で、はっと現実に引き戻もどされた。

　美び貌ぼうの魔王もまた、口を利きくのが精せい一いつ杯ぱいの状態らしい。首を斜ななめに傾かたむけ、その金こん色じきの双そう眸ぼうは虚うつろに宙をさまよっていた。

「おまえの話を聞いて、一つだけ腑ふに落ちないことがある──」

「何だ？　いってみろ。喋しやべって減るもんでもないしな」

　──どうせ俺もこいつも、あと僅わずかの命だ。

「おまえは故郷を私の配下に滅ほろぼされたといっていたが──それは、確かなことか？」

「……何だと？」

「証しよう拠こがあるのかと聞いている。おまえは自分の目で村が襲おそわれる現場を目もく撃げきしたのか？　でなければ、生き残りの村人から証言でも得たのか？」

「………」

　考えたことすらなかった。

　ラズロウの困こん惑わくを敏びん感かんに察したか、魔王の口くち許もとに皮肉めいた嗤わらいが広がっていく。

「やはりな……確たる証拠もないまま我らを仇かたきとしてつけ狙ねらい、挙あげ句くの果てに滅ぼしたというわけか。ひどい勇者もあったものだ──人間の世界には『疑わしきは罰ばつせず』という格言があると聞くぞ？」

「う──うるさい！　うるさい！」

　この期ごに及およんで誑たぶらかそうったってそうはいくか。こいつらは悪魔だ！

　悪魔は人の心の隙すきに付け込んで破は滅めつさせる──。

　神の使いが、そう教えてくれたじゃないか！

「この際だから、頭を冷やしてもう一度考え直してみろ。おまえの村を滅ぼしたのは、本当にディアボロスだったのか？　同じ人間、あるいはそれ以外の何者かという可能性はありえなかったか？」

「人間にあんな真似まねができるか！　おまえら以外に、いったい誰が──」

「たとえば、おまえを勇者に任じた存在──〝神〟を名乗るあいつならどうだ？　神の力に不可能はないのだろう？」

（まさか──）

「いい加減なことをぬかすな！　神の使いが、俺を騙だますわけが……」

「騙しはせんだろう。奴やつらは『悪魔を滅ほろぼせ』と命じたのだろう？　『復ふく讐しゆうしろ』ではなく」

「……！」

　ディアボロスに対して叛はん旗きを翻ひるがえした、この三年間──ラズロウは度たび々たび〝神の使い〟の声を聞き、あるいは勇気付けられ、あるいは闘たたかいに際して具体的なアドバイスを授さずかってきた。

　声は自分に対して繰くり返し「悪魔との闘いを遂すい行こうせよ」とメッセージを送ってきたが、一度たりとも「家族の仇かたきをとれ」とは言わなかった。

　そのことについては、特に疑問を感じたことはない。光の使徒、絶対善たる神の使者に〝復讐〟という言葉はそぐわないのだろう──漠ばく然ぜんとそう思っていたくらいだ。

　仮に──。

「俺の家族を殺したのは誰だ？」と尋たずねたら、果たして声は何と答えただろうか。

（[image: 噓]うそだ！　[image: 噓]だ！　[image: 噓]だ！──答えてくれ、神の使者よ！）

　奇き妙みようなことに──三年間に亘わたり彼の心の支えとなってきたあの声が、今はぱったりと途と絶だえている。

「まさか……そんな……」

　心に生じた迷いが、聖せい剣けんの柄つかを握にぎる手をほんの僅わずか緩ゆるめさせた。

　唐とう突とつにペイモンが跳はね起き、あっと思う間もなくラズロウの身体からだは玉座の下に転がり落ちた。

（しまった！　こいつ、まだこんな余よ力りよくが──!?）

　凄すさまじい力で顎あごを鷲わしづかみにされ、そのまま宙に吊つり上げられる。

　ペイモンの胸から引き抜ぬかれた聖剣は、今は魔王の右足の下に踏ふみつけられていた。

「ふっ。何とも単純な男よ──だから容易たやすく騙だまされる。神にも悪魔にもな」

「ぐっ……貴様っ、卑ひ劣れつな……」

「安心しろ。いまさらおまえ一人殺したところで、大たい勢せいは変わらぬ──呪じゆ力りよくの源を破は壊かいされた今、我らの滅めつ亡ぼうはもはや時間の問題だからな。

　──だがおまえにも、相そう応おうの責任はとってもらうぞ！」

　甲かつ冑ちゆうを着込んだ男の身体からだを片腕うでで軽々振ふり回し、魔王が叫さけんだ。

「これより我々は永い旅に出る。私の魂たましいはこの身体を離はなれて卑いやしい人間に転てん生せいを繰くり返し──そしておまえは、その貧ひん弱じやくな心と身体を抱かかえたまま時の流れを漂ただよい続けることになる。どちらがよりマシなのか、私には何ともいえんがな」

（旅だと？　何の話だ──こいつは何をいってるんだ!?）

「己おのれがいったい何をしでかしたか。我らディアボロスの庇ひ護ごを失った世界が、これからいかなる運命を辿たどっていくのか──己自身の目で確かめるが良い！」

　ラズロウの身体は甲冑もろとも床ゆかに叩たたきつけられ、その上にペイモンの巨きよ体たいが馬乗りになった。魔王の爪つめが甲冑の胸むな当あてを紙細工のごとく引き裂さき、鳩尾みぞおちのあたりに深々と食い込んだ。

「ぐぁああああ!?」

「滅ほろびた同どう胞ほうたちにはちと申し訳ないが──おまえと闘たたかったこの七日間は、なかなか楽しいものだったよ。何者かに利用されてのことであれ──私とここまで遣やり合ったこの世界の生き物は、おまえが初めてだったからな！」

　体力の消しよう耗もうに伴ともない徐じよ々じよに狭せばまってきた視界いっぱいに、ペイモンの巨大な上半身が広がっている。

　流体のように揺ゆれる長い金きん髪ぱつ。胸きよう甲こうの上からでもそれと判わかる豊かな乳ち房ぶさ──ラズロウは一瞬、母親に折せつ檻かんされる幼児に戻もどったような錯さつ覚かくを味わった。

「ああ、生きるか死ぬかの競せり合いが、こうも心地ここちよいものであったとは！　身体が芯しんから熱くなるようなこの想おもいは、同胞たちにかしずかれている間には一度も味わえなかったものだった──この何千年かの間、一度もな!!」

　ラズロウの喉のどと胸を押おさえつけ、美しき魔王は狂ったような哄こう笑しようを上げた。

「や、やめろ……！」

「さらばだ、人間の勇者よ──時の流れの尽きる先で、再び相あい見まみえようぞ！」

　叫さけぼうとした口にペイモンの唇くちびるが重ねられ、氷柱のごとく冷たく尖とがった舌が喉の奥おくにまで差し込まれる。

　ほぼ同時に──胸きよう郭かくを突つき破った魔王の爪が、勇者の体内からどくどくと脈打つ心臓をつかみ出していた。




　気を失っていたのは、ほんの数秒のことだったのだろう。

「しっかりして、ダレット！　大だい丈じよう夫ぶ？」

　心配そうな相あい棒ぼうの声で目を覚ましたダレットは、慌あわてて身を起こそうとして脇わき腹ばらの痛みに悲鳴を上げた。

「肋あばらが折れてるわね。急に動いちゃダメよ」

「いてて……ったくしくじったぜ……」

　脇腹を押おさえてひとしきり毒づいたあと──顔を上げ、不思議そうに尋たずねた。

「ありゃ？　ペイ、おまえいつから女言葉なんか使い始めたんだ？」

「なに冗じよう談だんいってるのよ、こんなときに」

　背中まである金きん髪ぱつをさっとかきあげ、呪じゆ術じゆつ士しの少女は呆あきれたようにため息をついた。

「──女のわたしが、女言葉で喋しやべって何か不都合でもあるの？」

「え？……そういや、そうだっけか」

　地面に叩たたきつけられたショックで、記き憶おくが混乱しているらしい。

　ダレットはかぶりを振ふり、傍かたわらに落ちた魔ま骨こつ刀とうを握にぎって立ちあがった。

　幸い、刺さすような寒気が朦もう朧ろうとした意識をたちどころに吹ふき飛ばしてくれた。

　舞まい落ちる雪が、オクトベルの夜空を美しく彩いろどっている。

　美しい雪景色とは裏うら腹はらに──いくつかの建物からは炎ほのおと煙けむりが上がり、寝ね間ま着き姿の町の人々が悲鳴を上げて大通りを逃にげ惑まどっていた。

　この世の生き物なら決して上げないような雄おたけびが、夜の町に轟とどろき渡わたる。

　夜の闇やみと白い雪の狭はざ間まで、とてつもなく巨きよ大だいな黒い影かげがゆっくりと移動していた。

　ふいに影から長い腕うでが伸のびた──と見るや、煉れん瓦が壁へきの民家が積み木の家のように叩たたき壊こわされ中から悲痛な叫さけび声が上がった。

「……最悪の事態になっちまったな」

「そのようね。奴やつは加速度的に成長を早めてる──夜が明ける頃ころには、もう手が付けられなくなるわ」

「俺の判断ミスだ……あの女の子が依より代しろと判わかった時点で、決断するべきだったんだ」

「かもしれないわね。でも──」

　少女は、ふらつくダレットの傍かたわらに駆かけよって肩かたを貸した。

「過ぎたことをうじうじ後こう悔かいしたって始まらないでしょ？　今は、一刻も早く奴を倒たおして被ひ害がいを最小限に食い止めることを考えなくちゃ」

「……そうだな」

　魔骨刀をかざして念を凝こらすと、象ぞう牙げのような刃はが音もなく変形し、瞬時に破は壊かい力りよくのある戦せん斧ふの形態を取った。

「俺が突つっ込んで、何としても奴の依代を破壊する。おまえは後方で待機して、逃げ出した種子にトドメを刺させ。いいな？」

「オーライ。──っていいたいトコなんだけどね……」

　力ない声を不ふ審しんに思って振ふり返ったダレットの口から、短い叫びが洩もれた。

　少女がまとっている外がい套とうの胸からつま先まで、夜よ目めにも判るほど大量の血が滲にじんでいる。

「ペイ、おまえ……」

「ごめん。あたしもやられちゃった」

　照れくさそうに舌を出すペイ。

　色白の顔が、普ふ段だんにもまして蒼そう白はくに変わっていた。

「もう長く持たない。だから、最後まで──傍そばにいさせて」

「すまねえ。俺がついていながら……」

「いいのよ。死ぬときは一いつ緒しよ──じゃないけどね。また、すぐに逢あえるわ」

「馬ば鹿かいうんじゃねーよ。俺にとっては、今のおまえだけが……相棒だ」

「そんなこといわないで。……次のあたしにも、きっと優やさしくしてあげてね」

　男女の猟りよう魔ま士しは、互たがいに支え合うようにして大通りの方に歩み出した。

　ふと見ると、石いし畳だたみの上に五、六歳さいの男の子が座すわり込み、燃え上がる街角を虚うつろな表情で眺ながめやっている。

「おい、何やってるんだボウズ？　さっさと逃にげろ」

「お父さんと……お母さんが……」

　掠かすれる声でそれだけいうと、男の子は腕うでで顔を覆おおってすすり泣き始めた。

「……すまねえ」

　少し驚おどろいたように、男の子が顔を上げた。

　なぜ見知らぬ大人が自分に詫わびるのか、判わからなかったのだろう。

「罪つみ滅ほろぼしになるかどうかは判らねえけど……ボウズの家族の仇かたきは、必ずとってやるからな」

　男の子は無言のまま、ダレットたちを見上げた。

　間近で見ると、もう少年と呼んでいいほど凜り々りしい顔立ちだ。

　どこかで見た顔のような気がしたが、はっきりとは思い出せなかった。

「お兄ちゃん、お姉ちゃん──あいつを、やっつけてくれる？」

「ああ。約束だ」

　少年は外がい套とうの腕で涙なみだを拭ぬぐい、幾いく度どか鼻はなをすすり上げていたが──やがてダレットの目をまっすぐ見つめ、こっくりと頷うなずいた。







「ダレット！　ダレットってば！」

　心配そうな相棒の声で目が覚めた。

　ダレットは慌あわてて身を起こそうとして──思いとどまり、首だけ動かして周囲の状じよう況きようを確かく認にんした。

　額ひたいのあたりに分ぶ厚あつく包ほう帯たいが巻かれた感かん触しよく。

　すぐ傍かたわらに、心配そうに覗のぞきこむペイの顔がある。

　小さな椅い子すを枕まくら元もとに引き寄せ、背もたれを手前に向ける格好で座すわり込んでいた。

「ペイか……」

「あー、やっと気がついた。大だい丈じよう夫ぶかい？」

「おまえ……男だったっけ？」

　返答代わりか、頭の傷口付近を思いきり指で弾はじかれた。

「うぉ──っ!?」

　破は城じよう槌ついが頭ず蓋がいにめり込むような衝しよう撃げきで、一気に目が覚めた。

「ま、怪け我がの方は心配なさそうだね。そんな悪あく趣しゆ味みなジョークが出るくらいなら」

　にっこり笑って呪じゆ術じゆつ士しの少年がいった。

「いてて……ったく、乱暴な野や郎ろうだな……」

　頭を押おさえながら半身を起こし、改めて部屋の中を見回す。派手な室内装そう飾しよくこそないが、高価そうな家具調ちよう度ど品ひんが一通りそろった妙みように格調の高い寝しん室しつである。

　まだ夢の続きを見ているのかと思った。

「──どこだ、ここは？」

「教団のオクトベル支部だよ。イビスが借りてる部屋だってさ」

「イビスの部屋？　何だって、また」

「何も憶おぼえてないの？　広場で町の連中にボコボコにされてから、丸一日寝ね込こんでたんだよ」

　言われて、ようやく思い出した。

　自警隊に捕とらわれ、住民のリンチに遭あっていたディアボロスの少女を助けようとして、逆に自分が袋ふくろ叩たたきにされてしまったたことを。

「やっと〝今〟に戻もどって来れたか……」

「戻ったって、どこから？」

「いや、こっちのことだ──で、あの娘むすめはどうした？」

「ドサクサ紛まぎれに逃にげちゃったよ。自警隊の連中もずいぶん捜さがしてたけど、結局諦あきらめたみたいだね」

「そうか。よかった……」

「よかったじゃないよ。ったく──無む茶ちやなことしでかしてさ。相棒やってるぼくの身にもなってほしいもんだね」

　ぶつくさいいながら、ペイは椅い子すに立てかけた魔ま骨こつ刀とうを取り上げダレットに渡わたした。

「ほら。君の刀」

「おっ、悪いな。……そういや、今年は何年だった？」

「勇ゆう者しや暦れき五一五年だけど──って、また記き憶おく喪そう失しつになったんじゃないだろうね？」

「いや、逆だ。どうやら、頭を打ったおかげで記憶の一部が回復したらしい」

　それは泡沫うたかたの幻まぼろしのようでもあり、無限に続く時間の旅のようでもあった。

　いつ終わるとも知れぬ夢の中で、ダレットは今までの人生を──勇者ラズロウの名で魔族と闘たたかっていた五百年前から、猟りよう魔ま士しとして裏の世界に生きる現在に至るまで──書物の頁ページを繰くるごとく回想していたのだ。そしてその中には、今まで失われていた記憶の欠落部分を埋うめるものも少なからずあった。

　ダレットは窓の外に広がる町並みに目をやり、

「やっぱり、俺は記憶を失う前にこの町に来ていた。二十年前のことだ」

「それって、ひょっとしてシスターの言ってた……？」

「間ま違ちがいねえ。二十年前、この町に出現した憑ひよう魔まの完全体。そいつと刺さし違えて死んだことになってる二人の猟魔士──俺は、その片割れだったんだ」

「そーいや、もう一方は若い女の子だっけ？」

　にた～っと満面に好こう奇き心しん剝むき出しの笑え顔がおを湛たたえ、ペイがダレットの脇わきを小こ突づいてきた。

「ダレットってば、けっこー隅すみにおけないじゃない。で、可愛かわいい子だったの？　いいセンまでいったわけ？」

「ば、バカヤロっ……断片的な記憶だぞ。そんなことまで憶おぼえてっかよ」

　咳せき払ばらいして真顔に戻もどり、

「とにかく──依代を斬きり損そこなったばかりに種子を発現させちまった俺たちは、辛かろうじて成長した憑ひよう魔まを倒たおすことに成功した。その代だい償しように相棒の呪じゆ術じゆつ士しは死に、俺は瀕ひん死しの重傷を負って療りよう養よう院いん送りになっちまったがな」

「一命を取りとめた代わりに一いつ切さいの記き憶おくを失い──三年前にぼくと逢あうまで、あちこちの療養院を転々としてたってわけだね」

「問題は、その後だ。二十年前の俺と相棒は、憑魔の完全体を倒すには倒した。だがそれは、変形して怪かい物ぶつ化かした依代の肉体を破は壊かいしただけのことだ」

「ってことは、つまり──」

「肝かん心じんの種子を取り逃のがした。奴やつは、まだこの町に潜ひそんでいるかもしれない」

　扉とびらをノックする音。

　間もなく、黒衣の女と白い導どう服ふく姿の男が連れ立って部屋に入ってきた。

「あら、思ったより元気そうね。安心したわ」

「すまねえな、イビス。ベッドを借りちまって」

「私はいいのよ。眠ねむらないから」

　本気とも冗じよう談だんともつかぬ口く調ちようである。

「……とはいえ、土地の人間とのトラブルは勘かん弁べんしてほしいものだけどね。まあ、住民に手を出さなかったことだけは誉ほめてあげるわ」

（ちぇ。相変わらずキツイぜ）

「どうでもいいけど……何だってラニアードの旦だん那なまで一いつ緒しよなんだ？」

「あら。ペイ君ったら、彼にまだ何も説明していないの？」

「今しがた目を覚ましたばかりだよ。これから話すつもりだったんだ」

「……何のことだ？」

「あのね、君がリンチに遭あって気絶したあと──ラニアードが破は魔ま騎き士し団だんの部下と一緒に広場に駆かけつけてきて、町の連中を説せつ得とくしてくれたんだよ」

　いわれてみれば──最初に投石を受けた頭と肩かたを別にすれば、ダレットの身体からだにはさしたる大おお怪け我がはない。骨の二、三本は折られる覚かく悟ごでいたのだが──。

「そいつは、どうも……借りを作っちまったな」

「別に礼など要いらん。町の治安を守るのが、我々の使命だからな」

　壁かべ際ぎわに背を預けたラニアードが、そっけない口調で答えた。

「だが彼女の言う通り、今後の行動はくれぐれも自じ重ちようしてほしいものだ。次に騒さわぎを起こされたら、いくら私でももう庇かばいきれんよ」

「そのことで、彼とも話し合ったんだけど──」

　ラニアードとベッドの上のダレットを見比べるように、イビスがいった。

「はっきりいってダレット、あなたの軽はずみな行動のおかげで、この町における対憑ひよう魔ま戦の遂すい行こうは極きわめて困難な状じよう況きようになってしまったわ。よって今回の事件は、オクトベル支部との合同捜そう査さという形にして──今後はラニアードと一緒に動いてもらうことにしたの。いいわね？」

「待てよ！　じゃあ何か、これからは聞きこみも何も、そいつと一緒に行けってのか!?」

「しかたないよ、ダレット。広場の一件以来、ぼくら町の人間からは徹てつ底てい的に嫌きらわれちゃったもの。一人じゃ危なくて買い物にも出られない始末さ」

　と、諦あきらめ顔でペイがいう。既すでにイビスから因いん果がを含ふくめられているのだろう。

「あんたはどうなんだ、ラニアード？　俺たちみたいな裏稼か業ぎようの人間と行動したら、あんたの名声に傷がつくんじゃねえのかい」

「私は別にかまわんよ。合同捜査については、元々こちらから言い出したことでもあるし──」

　ちらりとイビスの方を見やり、

「それに……彼女の見込んだ男なら、パートナーとして不足はないからな」

（？　ふうん……）

　おぼろげながら──イビスとラニアードの間に「旧きゆう知ちの仲」だけでは割り切れない何かがあることは、ダレットにも察さつしがついていた。

　それがイビスの過去や、教団組織の暗部に関かかわる問題であることも。

「まあ、そういうわけだ。よろしく頼たのむ」

「ああ……そうだな」

　改めて、ラニアードの顔を見やり──ふと引っかかるものを感じた。

　それが何なのか思い出せないうちに、再び扉とびらを叩たたく者がある。

　白い導服姿の若者──オクトベルの支部員らしい──が敬けい礼れいし、つかつかとラニアードの元に歩み寄った。

　部下からの報告を受ける導師長の顔が、見る間に険けわしさを増した。

「──ティフェレットの家が!?」







　　　第４章　憑ひよう魔ま







「本当に大だい丈じよう夫ぶ？　頭の怪け我がはあんまり甘あまく見ないほうがいいよ」

「心配すんなって。もう頭痛も治まったことだしな」

　狭せまい通りを挟はさんで木造や煉れん瓦が積みの民家がひしめくオクトベルの平民街は、のどかな下町に似合わぬものものしい空気に包まれていた。

　平素なら小さな子供たちが歓かん声せいを上げて走り回り、職人や小売商の奥おく方がたたちが井い戸ど端ばた会議に花を咲さかせているはずの路地も、今は甲かつ冑ちゆう姿の剣けん士しや自警隊の男たちが険しい表情で警けい戒かいにあたっている。

　教団の馬車から降りたダレットとペイ、そしてイビスがダン・イェレック──一週間前に殺された宝石職人──の自宅に向かうと、先に到とう着ちやくしたラニアードが玄げん関かんの前で部下を叱しつ責せきしている最中だった。

「どういうことだ!?　この家の警備を怠おこたるなと、あれほどいっておいたのに！」

「そ、それが……交代の時間になったので我々が来てみれば……」

　白い導服の上に甲冑を着込み剣を吊つった男は、教団の教導師であると共に破は魔ま騎き士し団だんの剣士も兼かねているのだろう。その顔は死人のように青ざめていた。

　ダレットたちが宝石職人の家に踏ふみ込むと、居間の床ゆかには白いシーツで覆おおわれた死体が二つ並んでいた。

「私の部下だ。交代でティフェたちの警けい護ごにあたらせていたんだが……」

　一連の殺人のうち、現場に被ひ害がい者しやの家族が居い合あわせ犯行現場を目もく撃げきした──といっても声だけだが──のはこの家だけである。犯人が口くち封ふうじのためティフェレットと弟シャファンの命を狙ねらう危険を考こう慮りよし、ラニアードは屈くつ強きようの部下二名を家の一階に常じよう駐ちゆうさせていたのだ。

　ダレットは遺体の傍かたわらにしゃがみこみ、シーツをめくってざっと改めた。

　二人の剣士のうち一人は首の骨をへし折られ、もう一人は頭ず蓋がいを砕くだかれ脳のう漿しようを撒まき散らして死んでいた。

「子供たち──ティフェと弟は？」

　この家に到着するまでの間、一番気がかりだった質問をダレットは口にした。

「それが、家のどこにも姿が見えない──自警隊にも協力してもらって、付近一帯を捜そう索さくしているところだ」

「つまり、さらわれたってことか？」

「その可能性は……ある。無事だといいんだが……」

　掠かすれた声で答えるラニアードの表情には、痛々しいまでの怒いかりと焦しよう燥そうの色が浮うかんでいた。

　犯人が人であれ魔ま物ものであれ──もしダンの子供たちを襲おそった目的が口封じなら、可愛かわい想そうだがあの姉弟が生きている確かく率りつは限りなく低い。だがラニアードの顔を見ていると、とてもそのことを口に出す気にはなれなかった。

「……ティフェとは親しかったのか？」

「誤解するなよ。彼女が教団の施し設せつに事務員として勤つとめている縁えんで、何度か夕食に招まねかれたことがある……ただ、それだけのことさ」

　ラニアードは食事用のテーブルに片手を突つき、懐なつかしそうに居間の中を見回した。

「質素な食事だった。だが孤こ児じとして育ち、家庭の味を知らない私にとっては……領主の城の晩ばん餐さん会かいなどより、遥はるかに貴き重ちような時間だった」

「………」

「あの姉弟は──必ず救い出す」

　自らに言い聞かせるようにつぶやくと、ダレットに背を向け部下に指示を下すべく居間の外に出ていった。

　残されたダレットがふと居間を見回すと、玄げん関かんから一いつ緒しよに入ってきたはずのペイの姿が見当たらない。

「ダレット！　こっち、こっち」

　声の方に振ふり返ると、居間の奥おくにある扉とびらからひょっこり顔を出したペイが手招きしていた。

「おまえ、いったいどこ行ってたんだよ？」

「ダンの仕事場を一通り調べてみたよ。例の指輪がないかと思ってね」

「……魔ま王おう石せきか」

「外げ道どう呪じゆで探さぐってみたけど、呪じゆ石せきの気配はなかった。やっぱり犯人が持ち去ったんだと思う」

「しかし、ティフェが捜さがした時点で見つからなかったんだろ？　親父おやじさんが殺されたときに奪うばわれてたんじゃないのか」

「父親を殺した犯人と、子供たちをさらった犯人が同一人物とは限らないよ。多少とも呪じゆ術じゆつをかじった人間なら、魔王石は法を犯おかしても手に入れたいお宝だからね」

「ふむ……」

　教団の剣けん士したちを殺害した犯人の狙ねらいが魔王石にあるとすれば、姉弟をさらった理由はその在あり処かを聞き出すためということになり、それなりに筋が通る。

（だとすれば……ティフェたちを救出する望みも出てくるな）

　そこで、まだイビスに魔王石の存在を教えていないことを思い出した。

「？　どこ行くのさ、ダレット」

「今回の事件の鍵かぎは、あの指輪だ。教団の連中にも事情を話して協力してもらう」

「それは得とく策さくじゃないなぁ」

「なぜだ？」

「魔王石の件が教団側に知れてご覧よ。たちまち『魔王の復活を阻そ止しする！』な～んてご大層な大たい義ぎ名めい分ぶんが出来あがって、連中はあの姉弟の安全なんか顧かえりみなくなると思うよ」

「確かにな……」

　ディアボロスを人類最大の敵と認にん識しきする教団が魔王復活に関かかわる呪石の存在を知れば、多少の犠ぎ牲せいを覚かく悟ごしてもその回収、もしくは破は壊かいを目指すであろう。彼らが守しゆ護ごする対象はあくまで人間の社会であって、個人の生命ではないのだから。

「しかし魔王石を手に入れたからって、簡単にペイモンを復活させられるわけじゃないんだろ？」

「そんなこと連中に説明したって聞く耳持たないよ。下手すりゃこっちが魔ま族ぞくのシンパってことで逮たい捕ほされるのがオチさ。とにかくティフェたちを助けたいなら、指輪の件は伏ふせておいた方が賢けん明めいだね」

「………」

　腕うで組ぐみして思案に暮れていたダレットだが、ややあって、

「いや。やっぱり話す」

「えっ？」

「他の連中はともかく──ラニアードは信用できると思う。あいつには話しておくべきだ」

「意外だね。ああいう正義の味方タイプとは、てっきりソリが合わないと思ったけどな」

「……まあ、広場の件で借りもあるしな」

　突とつ然ぜん、玄げん関かんの外で騒さわがしい物音が上がった。

　自警隊の隊員が仲間を呼び集める笛の音。

　佩はい剣けんを鳴らして走る剣士たちの足音。

　喧やかましく飛び交う、いくつもの声──。

「何だ……？」




　ダレットたちが玄関を出ると、家のすぐ前にラニアードとイビスが立っていた。

　ラニアードの右手は剣の柄つかにかけられ、獲え物ものめがけて舞まい降りる猛もう禽きんのような目で通りの方を凝ぎよう視ししている。

　つられて、視線の先を目で追うと──そこに、黒くろ羅ら紗しやの外がい套とうを羽は織おった一人の男が立っていた。

　中肉中背で、年ねん齢れいは三十代半ばから四十というところか。一見温おん厚こうそうな、学者か教師といった風ふう貌ぼうの人物である。

　周囲を取り囲む破は魔ま騎き士し団だんの男たちに剣を突つきつけられ、苦にが笑わらいを浮うかべながら軽く両手を挙あげていた。

「ザルマン……！」

　耳に入った小さな叫さけび声は、ペイのものだった。

　ダレットにとっては、初めて見る顔だ。

（誰だれなんだ？　こいつは──）

「武器は持っていない。抵てい抗こうする意志もない」

　男が口を開き、静かな口調でいった。

「ザルマン・ハッシェ──セバスティア王国有数の考古学者。そして現在は第一級犯罪者として指名手配を受ける男が、こんな場所にいったい何の用かしら？」

　イビスの言葉に、ラニアードと部下たちの間に緊きん張ちようが走った。

「ザルマン!?──あの悪名高い呪じゆ術じゆつ士しか!?」

「悪名高いかどうかはしらんが、いかにもザルマンだ。──が、ここで君らと争うつもりはないよ。ただメッセージを伝えに来ただけだ」

「ふざけるな！　おい、誰かこいつを縛しばり上げろ！」

「落ち着きなさいな、ラニアード。せっかく丸まる腰ごしで投とう降こうしてきたんだもの、話くらい聞いてあげましょうよ」

「お気き遣づかい、痛み入る」

　男──ザルマンは胸に手を当て、女導師に向かって慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「といっても、用件があるのは君ら教団でなくそこの二人なのだがな。──王都から来た猟りよう魔ま士しのダレット君！」

「──!?」いきなり自分の名を呼ばれ、ダレットは驚おどろいて顔を上げた。

「ペイ、おまえこのオッサンと知り合いなのか？」

　返事はない。少年は硬かたく表情を強こわ張ばらせ、唇くちびるを嚙かんでザルマンを睨にらみつけている。

「久しぶりだな、シオン。──いや、今はペイだったか」

（シオン？……ペイのことか）

「……さっさと、用件をいえよ」

　敵意──というより明確な憎ぞう悪おを孕はらんだペイの視線を、ザルマンは穏おだやかな微び苦く笑しようで受け止めた。

「よろしい。では単刀直入にいこう──私は、というより我々は、現在この町の善良なる市民ティフェレット嬢じよう、並びにシャファン君の身み柄がらを保護する立場にある」

　ラニアードの顔色が、見る間に変わった。

「誤ご解かいのないよう申し添そえておくが、二人は同志たちの手で安全かつ丁てい重ちように扱あつかわれているよ。現在のところはね」

「貴様っ……！」

「無論、お返しするのにやぶさかではないのだが──当方としては引き取りの代理人として、そこにいるペイ君とダレット君のお二方を希望する」

「おい、何だって俺おれたちなんだ？」

　まるで事情の飲みこめぬまま、ダレットが声を張り上げた。

「言っちゃ何だが、俺たちとあの姉弟は赤の他人だぜ？　これぽっちの義理もねえ」

　本気でそう思っているわけではないが、とりあえず相手の真意を探さぐるため、努つとめて薄はく情じような態たい度どを装よそおってみる。

「そう思うのなら、別に来なくても構わんよ。その場合、いたいけな少年と少女の安全について当方は一いつ切さい保証できなくなるというまでのことだ」

　温厚そうに細められた目が、男の本ほん性しようを垣かい間ま見せるような冥くらい光を湛たたえている。

「おい──」

「なに、そんなに身構える必要はないさ。ただこちらの指定した時間、指定した場所に来て、子供たちをお引き取り願いたいというだけの話だ。──それとも、猟りよう魔ま士しともあろう者が怖おじ気けづいて子供の迎むかえにもこれんというのかね？」

「挑ちよう発はつしたって無む駄ださ。そんな見え透すいた罠わなに、ぼくらがのこのこ出向いていくと思う？」

　美しい顔にそぐわぬ不敵な笑えみを浮うかべ、ペイが言い放つ。

「──よろしい。では公こう正せいを期すため、一人だけ同行者を認めよう。フム。そうだな……そちらにおわす教団きっての剣けん士し、ラニアード君などは如何いかがかな？　あの姉弟とも個人的に親しかったようだし」

「………」ラニアードは答えない。

　ただ剣の柄つかに手をかけたまま、険けわしい表情で押おし黙だまっていた。

「魔ま骨こつ刀とうを使いこなす手だれの剣士が二人、加えて一流クラスの呪じゆ術じゆつ士し──並みの兵士なら一個中隊とも渡わたり合える戦力だぞ。いったいどんな罠を仕し掛かければ良いのやら、私には見当もつかんがね？──時刻は今からきっかり三時間後。場所は町の西にある呪じゆ法ほう陣じんの遺い跡せき。変へん更こうは認めんからそのつもりで」

　それだけいうと、ザルマンはもはや用は済んだ──とばかりにダレットたちに背を向け、剣士たちの間を縫ぬってすたすた歩き出した。

「では紳しん士し諸君、三時間後にまた会おう」

「貴様ぁーっ、逃にがさんっ!!」

　突とつ然ぜん、通りに吼ほえるような叫さけびが上がった。

　剣士の一人が腰こしの剣──市街戦用のショートソード──を抜ぬき、立ち去りかけたザルマンに背後から斬きりかかったのだ。

　ラニアードが制止をかけようとしたが──間に合わない。

　血ち飛沫しぶきが高く上がり、黒衣の呪術士は膝ひざを折って他た愛あいなく地面に転がった。

　斬ったのは、まだ二十歳はたちにもならぬ若い剣士だった。

「ちくしょうっ、ちくしょうっ……よくも兄さんを……！」

　少年のような顔を涙なみだで濡ぬらし、荒あら々あらしく肩かたで息をついている。

「弟だよ。殺された部下の……」

　沈ちん痛つうな声でラニアードがいった。

　ダレットとペイは倒たおれたザルマンの元に駆かけ寄った。

　肩から背中をざっくりと斬り下ろされ、既すでに虫の息となっている。

「どういうことだ？　こいつは……」

「外げ道どう呪じゆを使った替かえ玉さ。あいつらしいよ」

　血の海の中に横たわっていたのは、どこかで見覚えのある労ろう務む者しや風の男──。

　三日前に酒さか場ばでダレットたちを見張っていた、あの中年男だった。




「私が行こう。独ひとりで充じゆう分ぶんだ」

　短く、だが断だん固ことした決意を込めてラニアードがいった。

「そんな!?　危険すぎます、導どう師し長ちよう！」

「自分たちもお供させてください！」

「いかん！　あの呪術士が言ったとおり、これは私の個人的な問題でもあるんだ」

　周りを囲み口々に叫ぶ部下たちから顔を背そむけ、

「思えば、警備の二人を死なせたのも私の責任だ──これ以上、おまえたちの中から犠ぎ牲せい者しやを出すわけにはいかん！」

「──ラニアード様!?」

　破は魔ま騎き士し団だんの面々から少し距きよ離りをおいた民家の壁かべに背を預け、ダレットはザルマンの言葉を頭の中で反はん芻すうしていた。

　あの呪術士とペイの間にどんな因いん縁ねんがあるかは知らないが、人質解放の条件として自分を指名してきた理由はだいたい察しがつく。

　魔王ペイモン復活の儀ぎ式しき──魔王の屍しかばねから採とれた呪石が重要な役目を果たすというなら、他にも魔王ゆかりの品々が入用なことは充分考えられるからだ。

（たとえば──心臓か）

　知らず知らずのうちに、ダレットは自分の鳩尾みぞおちを撫なでていた。

　全すべては、あの男が書いた筋すじ書がきだったのか？

　ガメス。ハズィールとラミルカ。ダン。そしてラニアードの部下二名──計六名の命を奪うばった連続殺人は、全て自分とペイをおびき出すための策さく略りやくだったのだろうか。

　だが、そう考えると[image: 辻]つじ褄つまの合わない点も出てくる。

　最初の宝石商殺しが起きたのはひと月近くも前だ。それにこの国で活動する猟りよう魔ま士しは自分たちだけではない。いくら憑ひよう魔まの仕し業わざを装よそおったところで、教団が自分たちに仕事を依い頼らいするとは限らないではないか。

（本当に、あの呪じゆ術じゆつ士しがみんなを殺したのか……？）

「あなたが行く必要はないわ、ラニアード。もちろんダレットたちもね」

　落ち着き払はらった声で、イビスがいった。

「ザルマンは外げ道どう呪じゆを使って自分の意志と姿を手下の身体からだに〝投とう影えい〟していたけど、この術が効力を発するのはせいぜい数時間──つまりは、彼自身もここからそう遠くない場所にいるってこと。破魔騎士団の総力を挙あげてこの近辺を虱しらみ潰つぶしに捜そう索さくすれば、必ず本物のザルマンを逮たい捕ほできるはずよ」

「待てよ。あまり派手に兵を動かすのはヤバいんじゃねえのか？　ティフェたちが人ひと質じちに取られてるんだぞ」

「人質？　あの姉弟なら、たぶんもう殺されてるわ。気の毒だけど」

　イビスはダレットに振ふり向き、顔色一つ変えずに断言した。

「──少なくとも、私がザルマンならそうしてる」

「………」

　一いつ切さいの反はん駁ばくを許さぬ氷の論理に、その場にいる全員が返す言葉を失った。

「待ってくれ……待ってくれイビス！」

　搾しぼり出すような声でラニアードが叫さけんだ。

「頼たのむ。まず私を独ひとりで行かせてくれ！……もし日が暮れても戻もどらなかったら、そのときは君の方針に任せる」

「まごまごしてたらザルマンを取り逃にがしてしまうわ。あの男は、教団の長老会議から特別指名手配を受けた罪人なのよ？　こんなことはいいたくないけど──あまり勝手をいうようなら、あなたからオクトベル支部ロツジ及および破は魔ま騎き士し団だんの指揮権を剝はく奪だつ、長老会議に告発しなければならないわね。〝ハガナー〟の私には、それを出来る特権が与あたえられていることをお忘れなく」

「……やむを得ん」

　深呼吸するように息を吐はき──ラニアードは部下の剣けん士したちに合図した。

「ネハグ！　ハルボム！　今から三時間、シスター・イビスの身み柄がらを拘こう束そくしろ。……ただし、くれぐれも失礼のないようにな」

　名前を呼ばれた部下たちがイビスの両脇わきに進み出た。だが、どう「失礼のないように」彼女を拘束すればよいのか判わからず、困こん惑わくしたように立ち尽つくしている。

「すまない、イビス。……今回だけは、私の好きにさせてくれ！」

「ラニアード、あなたは何か勘かん違ちがいしてるわ」

　女は動じる気け配はいも見せず、かつてのパートナーの顔を冷ややかに見つめていた。

「あのティフェレットという少女は──五年前の私じゃないのよ」

　彼女の顔を正視できず、男は足元に視線を落とした。

「生きて帰れたら……どんな処しよ分ぶんでも甘あまんじて受ける覚かく悟ごだ」

「あーっ、お取り込み中悪いんだがなーっ！」

　いきなりの頓とん狂きような声に、全員の視線がダレットの顔に集まった。

「あのザルマンって野や郎ろうがいう〝遺い跡せき〟ってのは、いったいどこにあるんだい？」

「町の西、馬車で二時間ほど走った場所だが……なぜだ？」

「ってことは、当然、俺たちも乗せてって貰もらえるんだよな？」

「何だって？」

　ラニアードは驚おどろいたように聞き返した。

「奴やつがなぜ君らを指名したか知らんが、別に無理してつきあう必要はないんだぞ？　あの姉弟に対して何の義理もない──自分でそういってたじゃないか」

「何だそりゃ？　ひでーなぁ、誰がそんな薄はく情じようなコトいったんだ？」

　ダレットはすっとぼけた表情でかぶりを振ふり、

「冗じよう談だんはともかく、何であの呪じゆ術じゆつ士しに目をつけられたかやっぱり気がかりでな。それに連続殺人の犯人が野郎なら、俺たちの仕事とも無関係じゃねーし。……なっ、ペイ!?」

　乱らん暴ぼうに肩かたを叩たたかれた少年は迷めい惑わくそうに顔をしかめたが、すぐに肩をすくめ、諦あきらめ顔で答えた。

「ハイハイ、判わかりましたよ。つきあいますって……」

　ラニアードはやや戸と惑まどい気味にダレットたちを見ていたが、

「すまない。感謝する」

　神しん妙みような面おも持もちで頭を下げた。

「──というわけだ。構わねーよな、イビス？」

「どうぞご随ずい意いに。これから三時間、私には発言する権利すらないそうですからね」

　女導師は悪びれもせずに答えた。

　ペイを手て招まねきして小声で二言三言囁ささやいた後、ラニアードの部下に付き添そわれ悠ゆう然ぜんとその場から立ち去っていった。

「彼女、おまえに何ていったんだ？」

　ダレットの問いに、少年は軽く肩を竦すくめた。

「『ラニアードのことをよろしく』だってさ。──意外に可愛かわいいとこあるじゃない、シスターも」







　目的地に近づくにつれ馬車の揺ゆれは大きくなり、ついに貨車の床ゆかに座すわっていられなくなった頃ころ、大きく車体を軋きしませおもむろに停止した。

「申し訳ありません、導師長。道が悪すぎて……この馬車の車輪では、ここまでが限界です」

　手た綱づなを取る破は魔ま騎き士し団だんの部下が、御ぎよ者しや席から降りてすまなそうに告げた。

「そうか、やむを得んな。まだ刻こく限げんまで余よ裕ゆうがあるし……歩くとするか」

　ラニアードは頷うなずいて立ちあがり、同乗していたダレットとペイも後に続いた。

　オクトベルの西に広がる平原は、薄うすく積った雪面から尖とがった大岩が剝むき出す殺さつ風ぷう景けいな荒こう蕪ぶ地ちであった。本格的な雪の季節を迎むかえれば、とても人間が徒歩で踏ふみこめる場所ではなくなるだろう。

「では導師長、お気をつけて……」

「ああ。おまえたちも、ここまでの見送りご苦労だった」

　途と中ちゆうまでの護ご衛えいと見送りを兼かねて同行した部下たちの手を硬かたく握にぎり、ラニアードは一人一人に労ねぎらいの言葉をかけた。

　その背後では、

「ゆっくり降ろしてね！　そーっと、そーっと。落としちゃダメだよ～」

　馬車の後部に回ったペイが、ダレットと二人がかりで車内から大荷物を降ろしているところだった。

　それは一抱かかえほどもある大きな木製の樽たる──葡ぶ萄どう酒しゆか何かの保存用らしい──で、出発の直前にペイがどこからか調ちよう達たつしてきたものだった。

「にしても、何なんだこの樽は。中に何が入ってるんだ？」

「へへー、秘密、秘密☆」

「いっとくが……ティフェたちを取り戻もどすまで、くれぐれも妙みような小こ細ざい工くはするなよ」

　にわかに不安を覚えたダレットは、相棒を睨にらみつけ慎しん重ちように釘くぎを刺さした。

「ザルマンの魂こん胆たんは、おそらくあの姉弟と俺たちの身み柄がらを交こう換かんすることだ。馬車の中で打ち合せた通り、まずはおとなしく要求を吞のんで人質の解放にこぎつける──いいな？」

「わ、判わかってるってば。こいつはここに置いてくから──それで問題ないでしょ？」

　地面に降ろされた樽を軽く蹴け飛とばし、照れ隠かくしのように笑うペイ。

　なら、何のために持ってきたんだ──思わずそう突つっ込みたくなるが、相棒の奇き矯きような振ふるまいは今に始まったことではない。あえてそれ以上の追つい及きゆうは手て控びかえた。




　破魔騎士団の馬車を見送った後、三人の男は雪と礫れき岩がんを踏みしめ遺い跡せきの方角へと歩き始めた。

　ラニアードは教団の制服からチェイン・メイルに着き替がえ、その上に防寒を兼ねたキルティングの外がい套とうをまとっていた。武器は腰こしに吊つった魔ま骨こつ刀とうの他、長ちよう距きよ離り狙そ撃げきの可能な石弓ボウガンを背負う重装備だ。

　普ふ段だんと変わらぬ軽装のダレットやペイとは対照的な出いで立ちといえる。

　十分ほど歩いたところで元来た方向を振り返ると、ペイが運んで来た怪あやしい樽たるは荒こう野やの彼方かなたにぽつんと止まった点と化し、もはや周囲の岩石と区別がつかなくなっていた。

（何だったんだ、結局……）

「おい、見えてきたぞ！」

　先頭を行くラニアードの声で我に返り、視線を前方に戻もどす。

　白い雪と黒い岩がまだらを描えがく地平線の上──鉛なまり色の曇どん天てんを背景に、規則正しく並んだ立方形の影かげが姿を現しつつあった。

　影は、その一つ一つが高さ四ペイム（八メートル）に及およぶ巨きよ大だいな立石である。

　今はまだ一部しか見えていないが、もっと近づけばそれらの立石が中央の祭さい壇だんを取り囲むように弧こを描いて整然と配置され、全体として巨大な環かん状じよう列れつ石せきを構成している様子が確かめられるはずであった。

「あれが、呪じゆ法ほう陣じん──ディアボロスたちの数少ない遺跡か」

「ああ。我わがセバスティア王国の領土では三箇か所しよで確かく認にんされているが、そのうちの一つがあれだ」

　遠目に見るとまるで墓ぼ標ひようのような立石の列を指差し、ラニアードが説明した。

「ディアボロスは人間のように都市を築く文化を持たなかったからな。魔ま王おうペイモンを崇すう拝はいするための祭壇だけが、彼らの残したなけなしの巨石建築というわけだ」

「いや、必要がないから造らなかっただけで、連中の建築技術は今の人間より遥はるかに高かったはずだぜ。たとえばペイモンが側そつ近きんや親しん衛えい隊たいの魔族にかしずかれていた宮きゆう殿でん──あれなんか実に見事な造りだったからな」

「魔王の宮殿は……勇者ラズロウとの最終決戦のあとで完全に破は壊かいされ、今ではその所しよ在ざいすら定かでないと聞いているが？」

　ラニアードは振ふり返り、ダレットの顔を不思議そうに見つめた。

「妙みような男だな。五百年前に崩ほう壊かいした宮殿のことを、まるで見てきたように話すとは」

「ゆ、夢で見た話さ。気にするな──先を急ごう」




　実際に現地に到とう着ちやくして見ると、呪じゆ法ほう陣じんを構成する巨大な立石の半数近くは地面に引き倒たおされ見事に砕くだけ散っていた。

　五百年前の昔には魔王ペイモンを崇あがめる祭壇が築かれ、同時にディアボロスたちを地上の支配者たらしめた力〝呪力〟の供給源ともなっていた呪法陣だが、今ではその機能も失われ、ただ石いし畳だたみの上に瓦が礫れきが散らばる無む惨ざんな廃はい墟きよと化していたのだ。

　まずペイが外げ道どう呪じゆを使い、周囲に仕し掛かけられた罠わなの存在を探たん索さくする。

「少なくとも、呪術的な罠は施ほどこされてないね。その他の隠かくし罠については、ダレットたちの方が詳くわしいんじゃないの？」

「中に人の気け配はいがある。伏ふく兵へいってとこか……他には特に隠し罠の気配はないな」

　岩いわ陰かげから廃墟の内部を窺うかがいながら、ダレットがいった。

「心外だな！　この私が、そのような姑こ息そくな男に思われていたとは！」

　唐とう突とつな声は、呪法陣の奥おくからかけられた。

「──ザルマンか？」

「見つかっちゃったね。てへっ」

「罠など仕掛けておらんから、さっさとこちらに来たまえ！──お嬢じようさんがたも、白馬の王子が助けに来るのを首を長くして待っておられるぞ！」

「……行こう」

　低い声でつぶやき、ラニアードが立ちあがった。




　ティフェレットとシャファンは、呪法陣の中央──祭さい壇だんの手前付近にいた。

　幸い、怪け我がをしたり縛しばられたりしている様子はない。

　少女はややうつむき加か減げんで立ち、胸にすがる弟の肩かたを抱だいていた。

「ティフェ!?」

　ラニアードの声に、弾はじかれたように顔を上げこちらに振り向く。

　蒼あおざめた彼女の顔に、驚おどろきと、喜びと──そして形容し難がたい哀かなしみの表情が広がった。

「ご覧の通りだ。約束通り、この子らには指一本触ふれておらん」

　二人の傍かたわらには黒くろ羅ら紗しやの外がい套とうをまとった例の男──呪じゆ術じゆつ士しザルマンが上じよう機き嫌げんで笑っている。

　そしてもう一人。十歩ほど離はなれた立石の前に若い男が立ち、石弓ボウガンを構えてダレットたちを睨にらんでいた。

「彼は私の弟で子しだ。まあ君らが妙みような動きを見せなければ、こちらから手を出すこともないから安心したまえ」

　人質を擁ようする強みか、ザルマンの声には尊そん大だいなほどの余よ裕ゆうが溢あふれている。

（ザルマン本人と、手下が一人──これだけか？）

　ダレットは周囲に視線を走らせたが、他に人間の気配はない。

　てっきり大人数の待ち伏ぶせを予想していただけに、いささか肩かた透すかしを食らった気分だった。

　廃はい墟きよに踏ふみ込んだダレットたち三人とザルマンは、祭壇の前で二十歩ほどの距きよ離りをおいて対たい峙じした。

「約束どおり来てやったぜ？　さ、二人を返して貰もらおうか」

「まあ待て。取引を円えん滑かつに進めるため、先に物ぶつ騒そうな得え物ものを預からせてもらおうか？」

「やれやれ、おいでなすったか……」

　これは予想通りの展開に、うんざりした気分でため息をつくダレット。

「いいのかい？」

「仕方ねーだろ。あちらさんの好きにさせてやれ」

　ザルマンが目配せを送ると、弟子の男は了りよう解かいしたように頷うなずき、石弓ボウガンを地面に置いてダレットたちの方に歩み寄ってきた。

　間近で見ると、思いのほか若い。ペイとさほど変わらない年頃の、陰いん気きなソバカス面づらの少年である。

（こいつを捕つかまえて、人質にとっちまえば──）

　一いつ瞬しゆん不ふ穏おんな考えが脳のう裡りを過よぎったが、すぐに思い直した。

　オクトベルの下町で、ザルマンは自分の替かえ玉として送りこんだ部下をあっさり見殺しにしている。仲間を人質にして動じるような相手ではない。

「武器と呪じゆ石せきをわ、渡わたしてもらうぞ」

　こういう状じよう況きようには馴なれてないのか、少年はやや上ずった声でたどたどしく告げた。

　ダレットは外がい套とうの内側に潜ひそませた魔ま骨こつ刀とうを抜ぬき取り、無言で少年に渡した。

　ラニアードとペイもそれに倣ならい、各々の武器や呪石を差し出す。

「コッツ！　身体検査も怠おこたるなよ。隠かくし武器で不ふ意い打ちを食ってはたまらんからな」

「は、はい、師し匠しよう！」

　少年──コッツという名らしい──は緊きん張ちようした面おも持もちで頷うなずき、ラニアードから順にボディチェックを始めた。呪術士の弟で子しらしく、服の上から軽く身体からだに触ふれて金属や呪石の反応を探さぐっているようだ。

　一分足らずでチェックを終え、没ぼつ収しゆうした刀と呪石を抱かかえたコッツはあたふたと自分の持ち場に引き返して石弓ボウガンを構え直した。

「──よろしい」

　乾かわいた唇くちびるを舌の先で湿しめしながら、ザルマンが満足げに頷うなずいた。

「さてと……ここまでおたくのいうなりになったんだ。そろそろ、そっちの〝誠意〟ってヤツを見せてもらおうか？」

「誠意、かね？　猟りよう魔ま士し殿どのはなかなか面おも白しろいことをいう」

　そんな単語は今初めて知ったよ──といわんばかりに肩かたをすくめる。

「ともあれ、取引の本題に入ろう。まず、約束通りこの姉弟はラニアード君にお返しする──ただし、ダレット君とペイ君、お二方の身み柄がらと交こう換かんでな」

「何だと!?　話が違ちがう!!」

　真っ先に大声を上げたのはラニアードだった。

「我々三名が迎むかえに行けばティフェたちを解放すると──貴き様さま、確かにそう言ったじゃないか！」

「おや？　部下には確かに伝言したはずだが。まあ、よくあることさ。こういうささいな行き違いはね」

　しらじらしく言い逃のがれたあと、

「この条件が吞のめないというなら、仕方がない。残念だが取引は中止だ」

　ザルマンは左手を挙あげ、指先をティフェレットの額あたりに伸のばした。

　男の薬指にはめられた紅こう玉ぎよくの指輪に目を留め、ダレットは傍かたわらのペイを肘ひじで突ついた。

「まさか、魔ま王おう石せきか？」

「あれは違うよ……あいつが昔からご愛用の呪じゆ石せきさ」

「山犬で実験したときは、一秒足らずで頭が砕くだけ散った。──あまり人間には使いたくない術だがな」

　ティフェレットがびくっと肩かたをすくめ、怯おびえたように目を瞑つぶった。

「やめろぉ──っ!!」

「……判わかった。俺たちが行こう」

　ラニアードの肩を軽く叩たたき、ダレットがいった。

「し、しかし──」

「気にするな。その代わり──あんたは、何としてもティフェたちを守るんだ。いいな？」

「すまない、ダレット……」

　男は歯を食いしばり、肩を震ふるわせながら誓ちかった。

「あの子らは守ってみせる……今度こそは！」

「どうやら、取引は円満成立といったところだな」

　ザルマンがにやりと笑い、ティフェレットの頭から手を引いた。

　祭さい壇だんの右手にある立石を指差し、

「では、段取りを説明しよう。ダレット君たちは今からあそこに移動してくれたまえ。移動を確かく認にんしたら、姉弟をラニアード君にお返しする。──あとは我々とダレット君、そしてペイ君の交こう渉しようになるから、他の者たちは帰ってくれて構わない」

「やれやれ、面めん倒どうくせえなぁ」

　ぶつくさいいながらも、ダレットはペイを伴ともなって指定された石柱の方に歩き始めた。

「あ～あ、ガッカリだな～！」

　ペイもまた、首の後ろで手を組みつまらなそうに声を上げる。

「いったいどんな奇き策さくを巡めぐらしてぼくらを待ち受けてるか、楽しみにしてたのにさ──とどのつまりは単なる人質交こう換かん？　これじゃそのへんのチンピラとやってることが同じじゃない。名にし負う悪の天才、ザルマン博士の名が泣くね！」

「失望させたのなら済すまなかったな、ペイ。だが私は、自分のことをさほど特別な人間だとは思っておらんのだよ」

　そういうと、ザルマンは主を喪うしなった空からの祭さい壇だんをひどく厳げん粛しゆくな面おも持もちで仰あおぎ見た。

「私など、実に凡ぼん庸ような人間にすぎんさ。ただし、私の使命──私がこれから成そうとしていることは、紛まぎれもなく特別だが」




　ダレットたちが右の立石前に移動したことで、ザルマンと人質、ダレットとペイ、そして残されたラニアードはほぼ等とう距きよ離りをおいて正三角形を形作ることになった。

「さあ、行きなさい。怖こわい思いをさせて済まなかったね」

　数分前と同じ人物とは思えぬ穏おだやかな物もの腰ごしで少女の肩かたを叩たたくと、もはや人質には何の未み練れんもないのか、あっさり離はなれてダレットたちの方に足早に進み始めた。

「ティフェレット！　シャファン！」

　同時に、ラニアードが姉弟の前に駆かけ寄っていく。

（とりあえず、人質救出は成功か……）

　内心で胸を撫なで下ろしたダレットは、嬉き々きとして近づいてくる呪じゆ術じゆつ士しの姿に再び表情を険けわしくした。

「お初にお目にかかる、ダレット君。猟りよう魔ま士しとしての君らの活かつ躍やくは、かねがね聞き及およんでいるよ」

「………」

「おお、そんなに怖こわい顔をせんでくれたまえ！　不ふ愉ゆ快かいな出で逢あいになってしまったことについてはお詫わびのしようもないが、ともあれお互たがいに無む駄だな血を流すこともなくお近づきになれたわけだしな。──終わり良ければ全すべて良し、としようじゃないか」

「全て良し、だと？　よくいうぜ……六人も殺しておいて」

「はて？　何のことかな」

　ザルマンは立ち止まり、わざとらしく首を捻ひねった。呪術士の顔に、じわりと意地の悪い含ふくみ笑いが広がっていく。

「町での殺しをいっているのなら──あれは、私のやったことではないよ」

（……まさか!?）

　ダレットの背せ筋すじに冷たい汗あせが流れた。心の中で漠ばく然ぜんと広がっていた不安が、一瞬にして明めい瞭りような形をとる。

「逃にげろっ、ラニアード!!　二人に近づくなーっ!!」

　叫さけび終える前に、背骨をハンマーで砕くだかれたような衝しよう撃げきを受けて冷たい石いし畳だたみに転てん倒とうした。

　ザルマンが何かの外げ道どう呪じゆを放ったらしい。隣となりではペイが地面に倒たおれ、やはり苦しげにうめきながら背を丸めている。

　手足の先まで痺しびれ、もはや立つことも適かなわない。

　だが、それでもなお必死になって立ちあがろうとしたダレットの耳に──。

　廃はい墟きよの静せい寂じやくを破ってラニアードの絶ぜつ叫きようが響ひびいた。




（どういうことだ……これは……？）

　数秒の間、ラニアードは自分の身に何が起こっているのか理解すらできなかった。

　身体からだが宙に浮うき上がり、手が、足が、首が──見えない巨きよ人じんに捕とらわれたかのように捻ひねられ、でたらめな方向に引き伸のばされている。

　ザルマンが約束を破り、外道呪による攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのか──最初はそう思った。

　そうであって欲ほしかった。

　だが、苦痛のため極きよく端たんに狭せばまった視界に映る光景は──。

　眼下の石畳の上に、少年が立っていた。

　左手に握にぎり拳こぶしを作り、こちらに突つき出すように手を挙あげている。

　その薬指に、子供の手には不似合いなほど大きな指輪がはめられていた。

　鋭するどい牙きばの間に深しん紅くの宝ほう玉ぎよくをくわえた、不ぶ気き味みな魔ま獣じゆうの意い匠しよう。

（何だ、あれは──？）

　そう思った瞬間、新たな力で全身を捻られ男は苦痛の悲鳴を上げた。

「や……やめて……！」

　石畳にうずくまり、顔を覆おおったティフェレットが声を震ふるわせて叫んだ。

「もうやめて！　やめなさい、シャファン!!」

「ダメだよ……姉さん」

〝魔ま獣じゆうの指輪〟をはめた左手を高く掲かかげながら、シャファンは姉の方に半分だけ振ふり向いて答えた。

　虚うつろに開かれた双そう眸ぼうに、感情の高ぶりを示す輝かがやきはない。

　無む邪じや気きに蟲むしをいたぶる幼児の眼め──いや、蟲そのものの眼。

「初めから決めてたんだもの。父さんの次はこいつだって」

（……!?）一瞬、ラニアードは全身の痛みすら失念した。

「な……なぜ……だ？」

　麻ま痺ひしかけた舌を動かし、それだけ訊きくのがやっとだった。

「みんな殺してやった──」

　少年がいった。

「ぼくを屋や敷しきに連れ込んでキモチ悪いことした、あのオジサンも。ぼくらを捨てた母さんにそっくりだった、あの女も。そして父さんも──最後は、こいつだ」

「ラニアードさんがあなたに何をしたっていうの!?　あんなに優やさしくしてくれたじゃない！　あなたにも良くしてくれたじゃない!!」

「家族でもないくせに家に上がりこんで、楽しそうに笑ってた。こいつが帰ったあと父さんは必ず不ふ機き嫌げんになって、お酒を飲んでぼくを殴なぐった……こいつが来るのは迷めい惑わくだった」

（そんな──）気がつかなかった。

　月に一度くらいの、夕食への招待。職人気質かたぎの頑がん固こ者ものだが気の良い父親。母親代わりを立派に勤つとめる気立ての良い姉。そして内気だが優しい弟──。

　どこから見ても、暖かな理想の家族だった。幼い頃憑ひよう魔まに両親を奪うばわれ、五年前の事件でパートナーのイビスさえも失った自分にとって、ただ一つの心の支えだった。

　家族の一員にしてくれなどと、厚かましい望みはなかった。

　ただ、この暖かな家族を遠くから見守ってやりたいと願っていたのに──。

「おお、早さつ速そくやっているね。シャファン君」

　ザルマンの声だ。

「ウンウン、いいんだよ。遠えん慮りよすることはない。約束した通り、その男は君のオモチャとして進しん呈ていしたのだから」

　まるで親しん戚せきの叔父おじさんのような笑え顔がおを浮うかべて頷うなずくと、呪じゆ術じゆつ士しは顔を上げ宙吊づりになったラニアードに気さくな調子で声をかけた。

「そうそう、改めて紹しよう介かいしよう。私の愛まな弟で子し、シャファン・イェレック君だ。もっとも弟子にしたのはつい一週間ほど前だがね」

　少年の頭を撫なで、得とく意いげに目を細める。

「うぐっ……弟子……だと……？」

「元々オクトベルには、魔ま王おう石せき探たん索さくのため部下を潜せん入にゆうさせていたのだが──彼のような逸いつ材ざいを発はつ掘くつできたのは僥ぎよう倖こうだったよ。生まれついての天才的な呪術士だ──何しろ父親の仕事場で〝魔ま獣じゆうの指輪〟を偶ぐう然ぜん見つけたその日から、誰にも教わらず外げ道どう呪じゆを操あやつれるようになったというのだから！」

「ザルマン、こいつは手足をバラバラにもいじゃっていい？」

「それもいい考えだが──呆あつ気けなさすぎるな。ここなら町と違ちがって人目もないし、ゆっくり時間をかけて楽しむといい。さっき教えたばかりの、炎ほのおの術なんかはどうだ？」

「ウン。もう覚えちゃったよ」

　指輪の魔王石が微かすかに瞬まばたき──。

　ラニアードの着ていたキルティングの外がい套とうが炎を上げて燃え始めた。

「ぐああああっ!?」

　灼しやく熱ねつしたチェイン・メイルが肌はだを焼き、煙けむりが気管を侵おかして激しくむせる。

「やめてっ！　もう充じゆう分ぶんでしょ!?　お願いだから、彼は──ラニアードさんは許してあげて！」

（ティ、ティフェ……）

「──うるさいなあ」

　少年はもはや姉の方を見向きもせず、煩わずらわしそうに声だけで答えた。

「姉さんに、そんなこという資格はないよ。だって姉さんは──」

　ティフェレットの顔が見る間に血の気を失った。

「だ──だめ!!　だめ!!　彼には言わないでぇーっ!!」

（どうしたんだ？　ティフェ……いったい）

「喜んでたクセに。父さんにあんなコトされて、声を上げて喜んでたクセに。

　──どうせ、あいつとも同じコトがしたかったんだろ？」

「いやあああああ!!」

（………………!!）

「どうやらシャファン君の家族には、色々と問題があったようだな。若く優すぐれた才能の芽めが、不幸な環境によって摘つみ取られてしまうのは哀かなしむべきことだよ」

　もっともらしくかぶりを振ふると、ザルマンは再びラニアードを見上げていった。

「──しかし、君は全然気づかなかったのかね？　何とも鈍にぶい男だな」

「あ……うあ……あ……」

　肉体の苦痛は限界に達していたが、もはやそれすら気にならなかった。

　身体からだの痛みなど、ある境界を超こえてしまえばどれだけ増えようが同じことだ。

　だが、心の痛みはどうなのだろうか──。

　音もなく、しかし確実に──ラニアードの心の中で、形のない何かがゆっくりと溶とけ崩くずれていった。




（クソったれ……！）

　身動きもできず石の床ゆかに這はいつくばったまま、ダレットは内心で呪のろいの言葉を吐はき散らした。

　ザルマンが自分たちに施ほどこしたのは、運動神経を麻ま痺ひさせ動きを封ふうじる外げ道どう呪じゆらしい。同程度の実力をもった呪じゆ術じゆつ士しなら、簡単に解かい呪じゆできるはずの術なのだが──。

　目だけを動かし、隣となりに倒たおれているペイに視線を送る。

（ごめ～ん。ぼくも、ダメだ……）

　とでもいいたげに、少年は必死に目で謝あやまっていた。

　無理もない。いかに天才的な外道呪の使い手とはいえ、呪石を奪うばわれてしまえば一いつ般ぱんの人間と変わらない。

（仕方ねえ──）

　ダレットは大きく息を吐はき、鳩尾みぞおちのあたりに気き合あいを込めた。

　一分もしないうちに──身体の深しん奥おうから、城の太たい鼓こを叩たたくように規則正しいリズムを刻んで心しん拍ぱくが高まり始めた。

　悪あく魔まの鼓動。五百年前に魔王ペイモンから奪うばった──というか押おし付けられた──心臓が、肉体の危機に感かん応のうするかのように目め覚ざめ始めている。

　魔王の心臓が持ち主にもたらす恩おん恵けいは、不老不死の生命力と驚きよう異い的なまでの肉体回復能力だ。だがそれは、人間から〝死〟という名の最後の安息を奪うばう永えい劫ごうの刑けい罰ばつに他ほかならない。

　不老不死が──死ねないということがどれほど恐おそろしくやるせないものか、この五百年で嫌いやというほど思い知ってきた。

　たとえ死なない身体でも、病気や怪け我が、飢うえなどの苦痛は万人と平等に襲おそってくる。

　そして数限りなく繰くり返されてきた、愛する人々との出で逢あいと別べつ離り。

　何度声を嗄からして「もう死なせてくれ！」と叫さけび、実際に自らの命を絶とうと試みたことか。酒や薬を使って自じ我がを破は壊かいしようと図はかったこともある。

　だが、そのたびに心臓の力によって回復し──回復に要する期間は数時間から、長いときは十数年に及およぶこともある──肉体と精神に苦痛の記き憶おくを残すだけの結果に終わった。

　魔族を滅ほろぼした勇者への復ふく讐しゆう──魔王の呪のろいとして、これ以上恐ろしいものはあるまい。

（だがなペイモン──今だけは、おまえの心臓に感謝するぜ！）

　鼓動はさらに高まり、胸きよう郭かくを打ち鳴らさんばかりの勢いで脈打っていた。

　新しん鮮せんな血液が全身の隅すみ々ずみを駆かけ巡めぐり、外げ道どう呪じゆで麻ま痺ひした神経に活力を吹ふき込んでいく。

「うおおおおおおっ！」

　肉体が急激に変へん容ようする苦痛に耐たえつつ、ダレットは石いし畳だたみから跳はね起き一気に祭さい壇だんの上へと駆かけ上がった。

　目指すは、魔ま骨こつ刀とうと呪石を見張るザルマンの弟で子し。

「ひっ!?」

　祭壇の向こう側にいたソバカス面づらの少年が、ダレットの姿を見るなり顔を引きつらせて石弓ボウガンを発射した。

　近きん距きよ離りなら分ぶ厚あつい樫かしの板すら貫かん通つうする高初速の矢も、今のダレットの視覚にはへろへろと宙を泳ぐ一本の棒にすぎない。

　目の前まで来たところを、あっさり片手で払はらいのけた。

「ひええええっ！　しっ師し匠しようぉ～!?」

（悪く思うなボウズ。命まではとらねえからよ！）

　思い切って壇上から跳ちよう躍やくするダレット。

　だが腰こしを抜ぬかして後ずさるコッツに襲おそいかかる寸前、見えない壁かべに跳はね飛ばされて祭壇の階段に叩たたきつけられた。

「ぐふぅ!?」

「なるほど──さすがは魔王の心臓を持つ男、か……」

　呪石の指輪をはめた左手を油ゆ断だんなくダレットの方に向け、ザルマンが唸うなった。

「ウムムっ。素す晴ばらしい──まったく素晴らしい！　この十年捜さがし求めていたものが──魔王石、心臓、そして魂たましいまでが一夜にして私の元に転がり込んで来るとは！」

「へっ。世の中、そう都合良くいくもんかよ……」

　毒づきながら、ダレットはふらつく足で立ちあがった。

「フム。確かに──手にするまでの苦労が大きいほど、手に入れたときの喜びもまた格別だからな」

　ザルマンはパチンと指を鳴らし、

「シャファン！　遊びは後回しにして、ちょっと先生を手伝っておくれ！」

「……ウン。いいよ」

　抑よく揚ようのない声でつぶやくと、シャファンは〝魔ま獣じゆうの指輪〟をダレットに向けた。

　空中で炎ほのおに炙あぶられていたラニアードの身体からだが、鈍にぶい音を立てて地面に落下する。

　生まれついての天才的呪じゆ術じゆつ士し。

　そして魔王石の呪力に魅み入いられ、心を喪うしなった殺さつ人じん鬼き。

　身体は十二歳さいの少年でも、その本ほん性しようはもはや憑ひよう魔まに準じゆんずる怪かい物ぶつに化け身しんしたといっても過言ではない。

「──くっ!?」

　それでも──場末の酒場で子供のように姉の胸にすがりついていった少年の姿が蘇よみがえり、ダレットの心に一瞬のためらいが生じる。

　対するシャファンは、瞬しゆん刻こくのためらいも見せず外道呪の力を行使した。

「うぉおーっ!?」

　先刻のラニアードとまったく同様に、ダレットの身体が祭さい壇だんの上に浮うき上がった。

　魔王の心臓の力によっていかに筋力が強化されているとはいえ、何の支点もない空中に吊つり上げられては、もはや成す術すべはない。

　今度は、ダレットが見えない巨きよ人じんの手によって人形のように嬲なぶられる番だった。

「こいつ、殺しちゃってイイの？」

　魚類のごとく生気のない瞳ひとみを向け、シャファンがザルマンに尋たずねた。

「いや、殺されては困る。といって、これ以上暴れられても面めん倒どうだしな──」

　呪術士の口くち許もとに、ニタリと邪よこしまな笑えみが浮かんだ。

「さっき人形遊びがしたいといっていたねぇ、シャファン？　なら、こっちの男で試して見たまえ。一本ずつ、両手と両足を引き抜ぬいていくんだ。ゆっくりとな」

「そんなことしたら……死んじゃうよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。この男は特別なんだ。頭と心臓さえ残しておけば、絶対に死なないから。それこそ、どんなことをしてもね。くくく……」

「……フウン。面おも白しろそう」

　感情を喪そう失しつしたはずの少年の顔に──ザルマン自身の狂きよう気きが乗り移ったかのような、冥くらい微笑ほほえみが宿った。

「ぐぅっ……やめろ……シャファ……ン」

「なら、左手からいくよ………えいっ」

　ダレットの左腕うでが不自然な方向に捻ひねられ、靭じん帯たいが千切れるブチブチという音が内臓と骨に響ひびき渡わたった。

「！　ぎゃああ──!?」

　その悲鳴を途と中ちゆうでかき消すような爆ばく発はつが祭壇の真上で発生し、ザルマンとシャファンは思わず目と耳を覆おおった。

　外げ道どう呪じゆによる閃せん光こうと爆音──物理的な破は壊かいを伴ともなうものではないが、その場にいる人間を十数秒間行動不能に追い込むだけの効果は、充じゆう分ぶんにある。

「うぬっ、誰が術を──!?」

　さすがは練れん達たつの呪術士、外道呪により即そく座ざに知覚の回復を果たしたザルマンが周囲を見まわした。

「──ったく。このぼくを無視して、ずいぶん好き勝手にやってくれるよねぇ？」

　ストールジャケットの裾すそを翻ひるがえしてすっくと立つ、細身の影かげ。

「ペイ!?　ま、まさか──そんなことは」

　ありえない。呪石を奪うばわれただの人となった少年は、ダレット同様に肉体を麻ま痺ひさせ祭さい壇だんの向こうに転がしておいたはずだ。

　再び立ちあがったペイの左右の耳に、紛まぎれもなく呪石を仕込んだ二つのピアスが光っているのを目にしたザルマンの血けつ相そうが変わった。

「コッツーっ!!」最大級の怒いかりを込め不ふ肖しようの弟で子しの名を叫さけぶ。

「ペイが予備の呪石を持っておるぞ！　貴様、ちゃんと調べなかったのかーっ!?」

「え？　え？　で、でもおいら、師し匠しように教わった通りに──」

　しどろもどろになってコッツが弁べん解かいを始めた瞬間──。

　祭壇脇わきの立石の陰かげから小さな黒い塊かたまりが飛び出し、つむじ風のような速さで呪術士の弟子に襲おそいかかった。

「わひゃあ!?」

　何が何だか判わからないまま、仰あお向むけになって地面に引きずり倒たおされる。

　胸の上にのしかかった〝それ〟が獣けもののような顔を持つ幼い娘むすめだと判ったとき──。

　不幸なコッツの顔面に、一秒あたり十数回という凄すさまじいストロークの引っ搔かき攻こう撃げきが炸さく裂れつしていた。

「な、何だあいつは!?」

　予測外の闖ちん入にゆう者しやの出現にザルマンが驚おどろく暇ひまもなく──。

「ほら、よそ見するなよ！　おまえの相手はぼくだ！」

　ペイの外道呪が空中の水分を凝ぎよう固こさせ、無数の氷の飛ひ礫れきと化して降り注いだ。




　空中に身体からだを捕とらえていた見えない力がふいに消失し、ダレットの身体は背中から祭壇の上に落下した。

　悲鳴を上げて、痛めた左腕うでを押おさえる。幸い、骨までは折れていなかった。

　魔ま王おうの心臓を活性化させた今の状態なら、ものの一時間で回復するだろう。

「おい。ダイジョーブか？」

　驚おどろいて顔を上げると、そこに見覚えのある顔──暗あん紫し色しよくの髪かみを無む造ぞう作さに伸のばしたディアボロスの娘、シュロがしゃがみこんで心配そうに覗のぞきこんでいた。

「おまえ、確か──」

「ひどいヤツだな、あんたの相あい棒ぼう。あたいをあんな狭せまいトコに閉じ込めてサ」

「ま、まさかあの樽たるに──!?」

「ホラ、あんたの剣けん。どっちか知らないけど」

　ザルマンの弟子から奪うばい返した二振ふりの魔ま骨こつ刀とうを、まとめてぐいっと押し付けてきた。

「す、すまんな……あ！　この刀はあそこに倒たおれてる男のモノだ。ついでに返してやってくれないか？」

「いーよ。じゃな、これで借りは返したぞ！」

　長い犬けん歯しを剝むいてにっと笑うと、シュロはラニアードの魔骨刀を抱かかえたまま猫ねこのような素す早ばやさで祭さい壇だんを駆かけ下りていった。

「……変なヤツ」

　気を取りなおしたダレットが立ち上がって見み渡わたすと、呪じゆ法ほう陣じんの一角にラニアード、ティフェレット、シャファンの三人が倒れ、祭壇を挟はさんだ反対側の一角ではペイとザルマンが激しい呪術の攻こう防ぼうを繰くり広げていた。

（あいつ、いつのまに呪石を取り戻もどしたんだ──？）

　一瞬不思議に思ったが、すぐにシュロに予備の呪じゆ石せきを預けていたのだと気づいて納なつ得とくする。ペイが愛用している呪石は王都でもめったに入手できない特とく殊しゆなものだから、ザルマンに没ぼつ収しゆうされた最初の呪石は予あらかじめ準備した安物のダミーに違いない。

　ダレットの手で群ぐん衆しゆうのリンチから救われたシュロは、広場から逃とう亡ぼうしたきり姿を消した──ペイはそういった。だが、実際には彼女をどこか安全な場所──おそらく〝教団〟オクトベル支部の食料倉庫あたり──に匿かくまい、ケガを手当てしてちゃっかり手て懐なずけていたのであろう。

「敵を騙だますにはまず味方からってわけか。……ったく食えないヤツだぜ」

　呪術戦のことはよく判わからないが、遠目に見るとペイとザルマンの闘たたかいは一進一退しているように見えた。力の拮きつ抗こう──というより、両者が互たがいの手のうちを知り尽つくしているがために決定打が出せない印象を受ける。

　遠い昔──ダレットがラズロウの名で剣けんの修しゆ行ぎように励はげんでいた時代に、これとよく似た決けつ闘とうを目にする機会があった。

「あれは確か……師し匠しようと弟で子しの立会いだったな」

　が、今は相棒の過去を詮せん索さくしている時ではなかろう。

　もう一度、視線を下の石いし畳だたみに倒れたシャファンに移す。

（あの子の中に、憑ひよう魔まの種子は巣す食くっていただろうか──）

　たぶん、違ちがう。ペイが「蟲むしのようだ」と評ひようした少年の心──憑魔の依より代しろになるまでもなく、シャファンの魂たましいは壊え死ししていたのだ。

　魂を喪うしなった少年の罪は、もはや地上の誰にも裁さばくことはできまい。

　事件が全すべて終わった後に、あの姉弟が辿たどる運命を思うと気が重くなった。

「とりあえず──今はザルマンの野や郎ろうだな」

　ダレットは魔骨刀を握にぎり締しめ、相棒に加か勢せいすべく祭さい壇だんの階段を一気に駆かけ下りた。




　朦もう朧ろうとした意識の中でラニアードが目覚めたとき、右手の中には懐なつかしい魔骨刀の感かん触しよくが蘇よみがえっていた。

（あれ？　敵に取られたんじゃなかったっけ……まあいいか。戻もどってきたんだし）

　それから〝敵〟とは誰か、なぜ命に等しい魔骨刀を手放すようなヘマをやらかしたのか考えてみたが、頭の中に霞かすみがかかったような気分でよく思い出せなかった。

（そういや、イビスはどこにいったのかなぁ……）

　そのとき、彼は心の中で十八の少年剣けん士しに戻っていた。

　三つ年下の呪術士の少女・イビスと組んでセバスティアの各地を飛び回っていた、あの懐なつかしい時代に。

（きっと、また町で迷子になってるんだな。〝ハガナー〟出身のエリートのクセに、呪術以外のこととなるとからきしだからなぁ）

　初めて二人で町に出た日、街頭に立つ郵便ポストが何だか判わからず首を傾かしげていた彼女を思い出し、ラニアードはくっくと忍しのび笑いをもらした。

（……しゃーねーや。迎むかえにいってやるとすっか！）

　魔ま骨こつ刀とうの鞘さやを腰こしに吊つり直し、立ち上がって尻しりについた泥どろを威い勢せい良くはたき落とす。

　町の方角を確かめようと周囲を見まわすと──霧きりの中で、自分とほとんど同じタイミングで立ちあがった人ひと影かげがあった。

　ひどく小こ柄がらな人影だ。視界がぼんやりしているので細かな容よう貌ぼうは判らなかったが、左手に一目で呪石と判る指輪をはめている。

（誰だれだよあんた？……へえ、呪術士かい？）

　この男が、たぶん〝敵〟──ラニアードの剣士として本能が告つげていた。

（やめとけ、やめとけ。俺は魔骨刀使いのラニアードだぜ？　おまえじゃ相手にならねーって）

　呪術士にはそのことが判っていないらしい。敵意のこもった表情でこちらを睨にらみつけ、ひどくノロノロした動きで指輪のはまった手を上げようとしていた。

（なあ、よせよ。そんな風に手を上げちまったら、お互たがい引っ込みがつかないだろ？　俺だって死にたかねーからな。相棒を、イビスを迎えに行かなくちゃならないんだから）

　ラニアードの警告が耳に入らないのか──呪術士は相変わらず、ゆっくりと外げ道どう呪じゆを放つ構えを見せている。

（やるのか？　しょうがねえ野郎だなぁ……）

「二人ともやめてぇーっ!!」

「──イビス!?」

　眼前に立ちふさがっていたのは、イビスではなくティフェレットだった。

　正せい眼がんに構えたラニアードの手元から、変形した魔骨刀の刀身が槍やりのように細長く伸のびている。半なかば失しつ神しん状態であったにもかかわらず──あるいは失神状態であったからこそ──彼の魔骨刀の制せい御ぎよは正確無む比ひだった。

　先に視覚を回復し、再び外道呪で攻こう撃げきしようとしたシャファンの心臓を本能的に串くし刺ざしにしていたのだ。

　──間に割って入った少女もろとも。

「ティ……ティフェ……」

　音もなく魔骨刀が原型に戻もどり、姉弟の身体からだは折り重なるようにくずおれた。

　男の手から、音を立てて刀が落ちる。

　のろのろと歩み寄り、ティフェレットのそばにへたりこんだ。

「何で……」

「……ごめんなさい……ラニアード……さん」

「何で……何で相談してくれなかったんだ？……親父おやじさんや、弟さんのことを……」

　もはや取り返しのつかぬ悔かい恨こんが、ラニアードの心の中に膨ふくれ上がった。

　一言相談してくれれば──いくらでも力になれた。君を守って上げられたのに。

　少女は目に涙なみだを浮うかべ、力なく微笑ほほえんだ。

「あんな……でも……私にとっては……たった一つの……家族、だから……」

「ティフェ──っ!?」

　腕うでの中で急速にぬくもりを失っていく少女の身体を抱だき締しめながら、ラニアードは自分の心の中でも何かが命を喪うしなっていくのを感じていた。

（心さえ殺してしまえば、もう耐たえられない苦しみなんてないの）

　五年ぶりに再会したイビスの言葉が、繰くり返し頭の中で響ひびき渡わたる。

　ああ、ようやく解わかったよイビス。

　心が死んでいくというのが、どういうことなのか──。

（あなたはもう苦しまなくていいのよ。ラニアード）

　うん、ありがとう。

　その言葉をいうために、君はまた逢あいに来てくれたんだね。




　魔ま骨こつ刀とうを携たずさえて祭さい壇だんを降りてきたダレットを見るなり、ザルマンはさも嫌いやそうに顔をしかめた。

「あんたがありふれた悪党だってのは、まさに言葉通りだな。ザルマン」

　呪じゆ術じゆつ士しに切っ先を向け、ダレットが告げた。

「ついでにありふれた悪党らしく、さっさと降こう参さんしちまえ」

「余計なこといわないでよ、ダレット！」

　ペイが不満そうに怒ど鳴なった。

「この男はぼくが殺すんだ。──何年も前から、そう決めてるんだから！」

「そいつは、そのオッサン次し第だいだな。呪石を捨すてて降参すればよし。さもなくば──この場で心しん臓ぞうを突つく」

　ザルマンの額に大おお粒つぶの汗あせが流れ落ちた。

　鞭むちのごとく変へん幻げん自じ在ざいに変形し、数歩程度の間合いなら遠えん距きよ離り攻こう撃げきも可能な魔骨刀は呪術士にとっても脅きよう威いだ。ましてや自分と同等クラスの呪術士と、魔骨刀の使い手を同時に相手にするとなれば──。

「いかにも──私は至って凡ぼん庸ような人間だよ。自分では一見完かん璧ぺきに思える計画でも、予測不能の事態が起きればたやすく頓とん挫ざするものだ。だがな──」

　不敵な笑いを浮うかべながら、外がい套とうのポケットに手を突つっ込む。

「てめえのゴタクはもう聞き飽あきたっ！」

　ダレットの魔骨刀が変形し、白い槍やりと化して走った。

　ほぼ同時に、ペイもザルマンの動きを封ふうじる外道呪を放っていた。

　しかしザルマンは歳としに似合わぬ俊しゆん敏びんな動きで魔骨刀の一撃をかわし、ペイの外道呪をも外道呪によって無効化──必殺の連れん携けい攻撃を辛かろうじてかわす。

「凡庸な人間だからこそ、常に失敗を予測し保険をかけておくものなのさ！」

　ポケットからつかみ出した数珠じゆず──下級ディアボロスの死体から採とった呪石を数十個連ねたもの──を掲かかげ、ザルマンは高らかに叫さけんでいた。

「──出いでよ、死し霊りよう兵！」

　手の中の数珠が、音を立て一瞬で砕くだけ散った。

　うわぁ──ん。うわぁ──ん。うわぁ──ん。

　呪じゆ法ほう陣じんの廃はい墟きよ全体に、唸うなり声とも泣き声ともつかぬ不ぶ気き味みな音が木霊こだまする。

　地面のあちこちで石いし畳だたみが跳はね上げられ、その下から甲かつ冑ちゆう姿の死体──その殆ほとんどが骸がい骨こつだが、中には肉の残った腐ふ乱らん死体もある──が這はい出してきたのだ。

「な、何だこいつらは……？」

「死体に呪力を吹ふき込み、下しも僕べとして操あやつる死霊秘法──数ある外げ道どう呪じゆの中でももっとも忌いみ嫌きらわれる、外道中の外道ってとこだね」

　落ち着いた声でペイが説明した。

「普ふ通つうは墓場や古戦場で使う術なんだけどね。わざわざここまで死体を運んで、準備しといたのかな？」

「気色悪い奴やつだな……」

　地面の上に出で揃そろった百体近い死霊兵たちは、錆さびた剣けんと盾たてを振ふり上げダレットたち目指して一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。

「失うせろーっ、雑魚ざこども！」

　叫さけびを上げながらダレットが魔骨刀を振るうと、しなやかな鞭むち状に伸のびた白い刀身が蛇へびのごとく宙を踊おどり、一度に十体近い死霊兵の首を跳はね飛ばした。

「何だ？　意外に脆もろいな」

「そーでもないよ……」

　首を失った骸骨の兵士は一瞬戸と惑まどうようにおぼつかぬ足取りでよろめいていたが──すぐに足元に転がる首を拾ひろい上げ、元通り肩かたの上に固定した。

　それが自分の首か否いなかなど、お構いなしである。

「不ふ死じ身みか!?　こいつらは」

「もう死んでるからねえ。っていうのは冗じよう談だんだけど、体内の呪力が尽つきるまではこの調子で闘たたかい続けるよ」

　外道呪で発生させたカマイタチで死霊兵の身体からだを切り裂さきながら、ペイがぼやいた。

「即そつ効こうで対たい処しよする方法もあるんだけど、今回はさすがに準備してないからなあ」

「こんな奴らと遊んでられるか──ザルマンはどこだ!?」

「きっとシャファンのところさ。とりあえず魔ま王おう石せきだけでも回収して逃にげようって腹だろうね」

「野や郎ろう、逃がすかっ！」

　死し霊りよう兵の群れの後方でにわかにときの声が上がった。

　いつのまに現れたのか──揃そろいの白い導服をまとった剣士たちが数十名、白はく刃じんを煌きらめかせて死霊兵に斬きりこんでいく姿が見える。

「破は魔ま騎き士し団だんか!?」

　白い剣士たちは剣や戦せん斧ふ、石弓ボウガンなどを構えて続々と呪じゆ法ほう陣じんに突とつ入にゆうして来た。

　遥はるか後方には、黒いインクを一滴落としたようにイビスの姿も見える。

　いったんは支部に拘こう束そくされた彼女だが〝ハガナー〟の特権と理り詰づめの説得を駆く使しして支部の実権を掌しよう握あくし、破魔騎士団の全面出動に持ちこんだのだろう。騎士団の剣士たちにしても、本心では直ただちに出動したいところをラニアードの命令で堪こらえていたのだから。

「何にせよ──助すけ太刀だちはありがたいぜ！」

　後方に新あら手ての敵を迎むかえた反動か、ダレットたちの周囲に群むらがっていた死霊兵たちの密度が急速に薄うすまっていった。

「よし！　こいつらは破魔騎士団に任せて──俺たちはザルマンを追うぞ！」

　ダレットが突つきを繰くり出すと、魔ま骨こつ刀とうは大きく波型に変形したうえ攪かく拌はん器きのごとく高速回転し、前方に立ち塞ふさがる死霊兵数体を弾はじき飛ばして血路を切り開いた。




「教団のイヌめらが。せいぜい死霊兵と遊んでいるがいい！」

　ザルマンは吐はき捨てるようにいうと、祭さい壇だんを回りこんでシャファンたちのいる場所へと急いだ。

　死霊秘法は並みの呪じゆ石せきなら数十個を一度に消費する大呪術だ。なるべくなら使いたくなかったが、かくなる上は致いたし方ない。

（それにしても、今回は惜おしかった──）

　返す返すも、そう思う。魔王石の所在を追う監かん視し網もうにあの猟りよう魔ま士したちがかかってきたときは千せん載ざい一いち遇ぐうの好機と小こ躍おどりしたものだったが──やはり、多くを望みすぎたのか。

（まあ、いいさ。少なくとも魔王石は手に入ったのだからな）

　ペイとダレットに関しては、引き続き監視をつけておればよい。また仕し掛かけるチャンスはいくらでもある。

　石いし畳だたみの上に、力なく頭こうべを垂たれて跪ひざまずいた人ひと影かげがあった。

　倒たおれた少女を抱だきかかえた若い剣けん士し──ラニアードだ。

　その姿を見た瞬間、ザルマンは躊ちゆう躇ちよせず呪石に念を込め外げ道どう呪じゆを放っていた。

　空気中の水分が急速に凝ぎよう固こしたかと思うと、次の瞬間には鋭するどい氷の槍やりと化して男の喉のどを串くし刺ざしにする。

　噴ふん水すいのごとく鮮せん血けつが飛び散り、少女の亡なき骸がらを抱いたまま床ゆかに転がった。

「フン。他た愛あいもない」

　すぐ傍かたわらに、シャファンも倒れていた。どうやら死んでいるようだ。

　生死の確かく認にんもそこそこに、まずは〝魔ま獣じゆうの指輪〟を回収する。

　立ち上がり、改めて少年の遺体を見下ろした。

　実に惜おしい素材だった。もっと早いうちに接せつ触しよくし、然しかるべき教育を授さずければかつての愛まな弟で子しペイ──いやシオン・ツアディークに匹ひつ敵てきする呪術士に育ったに違ちがいない。

　しかし──。

「悪かったな、坊ぼうや。私は異常者を弟子にとる趣しゆ味みはないんだよ」

　背後に異様な気け配はいを感じ、ザルマンははっとして振ふり返った。

　うつぶせに倒れたラニアードの死体──既すでに絶ぜつ命めいしたはずの男の身体からだが、石畳に両手をつき、痙けい攣れんを繰くり返しながら立ちあがろうともがいている。

（どうしたことだ？　私が施ほどこした死し霊りよう秘法の影えい響きようなのか？）

　ありえない。死亡直後の、まだ体温を残した死体に死霊秘法の効果がほとんど及およばないことは、誰だれよりもザルマン自身が充分に承しよう知ちしている。

　わしゅ。わしゅ。わしゅ。わしゅ。……

　蚕かいこが桑くわの葉を食はむような音。

　それは男の喉のどではなく、身体の中から聞こえているようだった。

「ま、まさか……!?」

　呪じゆ術じゆつ士しの顔から血の気が失うせた。狼ろう狽ばいしたようにきびすを返し、破は魔ま騎き士し団だんの剣けん士しと死霊兵が乱戦を繰り広げる合間を縫ぬって呪じゆ法ほう陣じんの外へと急ぐ。

　途と中ちゆう、顔中に爪つめ痕あとを残した間ま抜ぬけ面づらで気絶している弟子の姿に行き当たり、腹立ち紛まぎれに思いきり蹴け飛とばした。

「ひぃえっ!?　あ？　し、師し匠しよう……」

「いつまで寝ねてるつもりだ、コッツ！　引き上げだ。もうこの場所に用はない！」

「へ？　あの、で、でも、魔ま王おう石せきは──」

「ふっ、案ずるな。ぬかりはないわ」

　シャファンの遺体から回収したばかりの指輪を、自じ慢まんげに見せる。

　最強の呪石が湛たたえる深く冥くらい輝かがやきが、ほんの一瞬呪術士と弟子の心を魅み了りようし逃とう走そうのことすら忘れさせた。

　その瞬間を狙ねらい澄すましたように──。

　立石の陰かげから飛び出した小さな野や獣じゆうが──それは人間の少女の姿をしていたが──ザルマンに飛びついたと見るや、音を立てて手の甲こうを嚙かみ砕くだき指輪を攫さらい取った。

「うがあああっ!?」

　苦痛の悲鳴を上げながらも、ザルマンはとっさに外げ道どう呪じゆで少女の背を狙ねらう。

　放たれた火球はのこのこ射線上に入って来た死し霊りよう兵の肋あばらを打ち砕くだいて消しよう滅めつし、〝魔獣の指輪〟を奪うばったシュロは乱戦の中を何処いずこへともなく駆かけ去っていった。




　ふぁごぉ──んんん。




　人でも、獣けものでもない。この世界の生き物ならば上げるはずのない〝咆ほう哮こう〟が、環かん状じよう列れつ石せきを構成する立石の間に反はん響きようした。

　ダレットとペイは足を留め、思わず顔を見合わせた。

「──憑ひよう魔まか!?」

「でも、いったい誰が？」

　周囲で死霊兵と切り結んでいる破は魔ま騎き士し団だんの剣けん士したちは、まだ気付いていない。

　だが、後方──遺い跡せきのすぐ外で警けい戒かいにあたっていた者たちは、〝咆哮〟に驚おどろき一いつ斉せいに顔を上げた。

　一つが二階建ての家に匹ひつ敵てきする立石がバタバタとなぎ倒たおされ、呪法陣の中央付近で巨きよ大だいな肉色の影かけが起きあがった。

　得え体たいの知れぬ肉の塊かたまり──そうとしか表現の仕し様ようがない生き物だった。

　饅まん頭じゆうを潰つぶしたような肉にく塊かいがべったりと地面に広がり、上方にいくにつれて円えん錐すい形けいに窄すぼまる全体としては洋よう梨なしのような体型。血管と筋肉の剝むき出した体表から蚯蚓みみずのような短い触しよく手しゆがまばらに生えてゆらゆら蠢うごめいている。

　円錐の先せん端たん部分から三つの関節と十本の指を持つ筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる腕うでが四本伸のび、それだけが辛かろうじて動物らしい部分といえた。

「な、何だあの怪かい物ぶつは!?」

「呪じゆ術じゆつ士しめっ、新あら手ての魔物を呼び寄せたか！」

　剣士たちの目に、〝それ〟は死霊兵と同じくザルマンに操られた怪物として映ったのであろう。体たい軀くこそ巨大で醜しゆう悪あくだが、鋭するどい牙きばも爪つめももたず鈍どん重じゆうそうな胴どう体たいをぶよぶよ上下させている生物を、さほど手ごわい相手とは考えなかったようだ。

「こしゃくなーっ!!」

「おいっ待て！」

　ダレットの制止も聞かず、数名の剣士が剣を構えて怪物に突とつ進しんしていく。

　怪物が、四本の腕を翼つばさのように大きく広げた。

　と同時に、ほぼ直角に折り曲げられた計四十本の指先から紫むらさき色いろの光が迸ほとばしり、剣士たちに降り注いだ。

　稲いな光びかりのようだが、その性質は全く違ちがった。光を浴あびた剣士たちの身体からだから白い蒸じよう気きが吹ふき上がり、木乃伊ミイラのような姿に変わり果てて石いし畳だたみの上に転がっていく。

「身体の内側から焼き殺された──」

　歯は軋ぎしりするような表情で、ダレットはペイに振ふり向いた。

「あの時と同じだ……奴やつは、二十年前に俺が闘たたかったあの憑ひよう魔まだ！」

「そのとき君の取り逃のがした種子が、町の人間の誰かにとりついて生き延びていたんだね。二十年の間〝依より代しろ〟の中で力を蓄たくわえ、ただじっと目覚めの時を待って……」

　ふぁごぉ──んんん。

　怪物が再び吼ほえ、一本の腕を伸ばして呪じゆ法ほう陣じんの遺い跡せきを無造作になぎ払はらった。

　巨大な立石が吹っ飛び、付近にいた剣士たちと死し霊りよう兵を蟻ありのように他愛もなく押おし潰つぶしていく。

「どういうつもりだ？　仲間の魔物まで一いつ緒しよに攻こう撃げきするとは」

「ち、違う……奴は、呪術士の手下なんかじゃない！」

　状じよう況きようが理解できずうろたえる剣士たちを、ダレットは怒ど鳴なりつけるように叫さけんだ。

「判わかったか!?　あれは憑魔──二十年前にオクトベルを襲おそったバケモノだ！」

「！　うわぁーっ!!」

　その言葉を聞いたとたん──剣士たちは戦意を喪そう失しつし、なだれをうって呪法陣から逃にげ出した。

　後に残された死霊兵の群れ──ザルマンの外げ道どう呪じゆで仮かり初そめの命を吹き込まれた彼らは、主の命令がなければ一いつ切さい行動の変へん更こうはできない──は突とつ然ぜん目の前の〝敵〟が消えたことをいぶかしむように周囲を見回していたが、次の瞬間憑魔が再び放った紫むらさきの魔光を浴び、もはや再生も適かなわぬ骨と肉の粉ふん末まつと化して一体残らず崩くずれ去った。




　剣士たちと共に呪法陣の外に退たい避ひしたダレットが背後を振り返ると、憑魔は遺跡の中央に陣じん取どったまま追って来ようとはしなかった。

　ふぉお──ぅんんん。

　四本の腕うでを鉛なまり色の空に向けて伸ばし、出現時とはやや違った声で吼ほえ続けている。

「仲間を呼んでいるのよ」

　振り向くと、そこに影かげのようなシスター・イビスの姿があった。

「〝彼〟はこの世界に蒔まかれた一粒つぶの種子。あるいは敵の領地に単身送りこまれた尖せん兵ぺい。人の心と身体からだを依代にして橋きよう頭とう堡ほを築きずき上げ──世界を隔へだてる境界の彼方かなたから、幾いく万まんとも知れぬ同どう胞ほうを呼び寄せるのが、〝彼〟の使命──」

　詩のように口ずさむ彼女の言葉を裏付けるかのように、憑ひよう魔まの指先から放出された魔光は紫の柱となって天の高みまで伸のび上がり、雲の上層部に同心円状に広がる幾いく重えもの光輪を映し出している。

　あの雲の向こうから、いったい何を呼ぼうというのか──。

「しかし……いったい、依代は誰だったんだ？」

「──御ご覧らんなさい」

　イビスの白い指が指し示すところ──憑魔の腕うでの付け根からわずかに下がった部分に、小さな〝顔〟を思わせる突とつ起きが浮うかび上がっている。

　いや、顔と見えたのは錯さつ覚かくだ。

　それは両手を広げた格好で憑魔の肉にく塊かいから突つき出した、若い男の上半身だった。

　精せい悍かんにして整った男の顔──だがその目は堅かたく閉じられ、赤い血が涙なみだのように頰ほおから胸へと伝い落ちている。

「……ラニアード!?」

　ダレットは、ようやく自分とペイがこの町に召しよう喚かんされた真の理由を悟さとった。

　連続殺人の捜そう査さなど名目に過ぎない。憑魔の依代は最初から判明していたのだ。

「二年前──教団の幹部構成員に対して実じつ施しされた血液検査で、彼の血から憑魔の反応が検出されたのよ」

「なら、何だって今まで──」

「内々に処理するには、剣けん士しラニアードの名声が高すぎた。勇者ラズロウの再来とまで称たたえられた彼を教団が粛しゆく清せいしたら、民衆に与あたえる動どう揺ようも大きいわ」

「密ひそかに始末できるチャンスを……待ってたってわけか。あんたたち〝ハガナー〟は？」

「寂さびしい人だった──」

　咎とがめるようなダレットの質問には答えず、イビスは独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

「寂しくて、誰かに愛して欲ほしくて──でも愛され方を知らずに育ったから、誰かを守ること、他人のために闘たたかうことでしか自分の寂しさを癒いやせなかった。それが解わかっていても、私にはどうしてあげることもできなかったわ。私も人を愛せない人間だったから」

　今や憑魔の一部分と化したラニアードから視線を離はなさぬまま、黒衣の女導師はひどく穏おだやかな声で猟りよう魔ま士したちに告げた。

「状じよう況きようが理解できたなら──果たしてもらうわよ。あなたがたの勤つとめを」




　天に向けて吼ほえ続ける憑魔の姿は、いちはやく遺い跡せきを脱だつ出しゆつした呪じゆ術じゆつ士しザルマンが弟で子しと共に身を潜ひそめる岩いわ陰かげからもはっきりと見ることができた。

「意想外だったな。よりによって、導師長のラニアードが〝依代〟だったとは」

　ザルマンは右手を上げ、応急手当の包帯に包まれた掌てのひらを忌いま々いましげに撫なでた。

「かつて憑ひよう魔まどもの侵しん略りやくからこの世界を守っていたのは、偉い大だいな魔ま王おうペイモンの御力だった。こういう事態が起こる前に、あのお方かたを復活させるつもりだったのに──馬ば鹿か者ものどもの邪じや魔まで、全すべては徒と労ろうに終わったわ」

「あのう、師し匠しよう……これからどうなさるので？」

　逃とう走そう用に隠かくしておいた馬を引き出しながら、不安そうにコッツが尋たずねる。

「決まっておろうが──逃にげるぞ。時間が許す限り、ここから離はなれる！」

　憂ゆう鬱うつそうに顔をしかめ、呪術士は答えた。

「明日の夜明けには、もうこの地方一帯は壊かい滅めつしておるだろうからな」




「外げ道どう呪じゆであいつの魔光を防げるか？」

　立石の陰から憑ひよう魔まの様子をうかがいながら、ダレットがペイに訊きいた。

「う～ん。あの光、呪術とは別種の力みたいだしなぁ……」

　眉まゆ根ねを寄せて考え込む。

「完全に封ふうじるのは無理でも──姿を隠かくす術の応用で、何とか躱かわせるかもね」

　何となく頼たよりない。

「とにかく、魔ま骨こつ刀とうの届く距きよ離りまで行かせろ！　あとは俺の仕事だ」

「……分かったよ」

　ペイはダレットの身体からだに両手をかざして念を凝こらした。

　間もなくダレットの姿が薄うすれ、空中に溶とけるように姿が透すき通っていった。といっても完全に消えたわけでなく、陽かげ炎ろうが揺ゆらぐように人形の輪りん郭かくはおぼろに残っているが。

「おい、何をやった？」

　自分の手足が急に見えなくなったダレットが驚おどろいたように声を上げる。

「身体からだの周りの空間を歪ゆがめたんだ。光ってのは空間を渡る波みたいなものだからね。まあ、これで奴やつの目をどれだけ欺あざむけるか判わからないけど」

「よし。おまえは遺い跡せきの外で待ってろよ」

　おおぉお──ぅんんん。

　天を仰あおぎ吼ほえ続けていた憑魔が、ふいに吼えるのを止め腕うでを下ろした。

　感覚器官の役目を果たしていると思われる体表の触しよく手しゆを、警けい戒かいするように揺ゆらめかせている。

　四本の腕の一本をおもむろに振ふり下ろし、遺跡の立石を押おし倒たおした。

「ちっ。バレたか──」

　間かん一いつ髪ぱつで倒れかかる巨石から身をかわし、ダレットは舌打ちした。

　もとより、目を持たぬ怪かい物ぶつに透とう明めい化かの呪じゆ術じゆつが通用するとは思っていない。それでも、少しくらいは誤ご魔ま化かせるかと期待したのだが──。

　目の前にそびえる別の立石の上に一息で飛び上がり──魔王の心臓が活性化しているからこそできる芸げい当とうである──そのまま憑ひよう魔まめがけて跳ちよう躍やくしようとした瞬間。

　視界を紫むらさき色いろの魔光が覆おおい尽つくした。

　死神の腕に抱いだかれる感かん触しよくに、全身が総そう毛け立つ。

　かつての闘たたかいではこの魔光に脳と内臓を焼かれ、回復までに辺境の療りよう養よう院いんで十数年の歳さい月げつを費ついやした。

　だが今回、魔光がダレットを焼くことはなかった。ペイの目もく論ろみ通り、光を歪ゆがめ姿を消すための外げ道どう呪じゆが憑魔の放つ光の進路をも歪め効果を打ち消したのだろう。

　むろん並みの人間なら再起不能になるだけのダメージは受けているだろうが、悪魔の鼓こ動どうを刻み続ける今の肉体ならば充じゆう分ぶん持ちこたえられる範はん囲い内だ。

「久しぶりだな！　懐なつかしくて涙なみだが出るぜ!!」

　心臓の影えい響きようか、自身も悪魔と化したような凶きよう暴ぼうな笑え顔がおでダレットが叫さけんだ。

「──悪いが、また俺が相手だ!!」

　魔ま骨こつ刀とうの刀身をぎりぎりの長さまで伸のばし、空中で力任せに振り下ろす。

　広範囲に渡って切り裂さかれた憑魔の体表から、大量の体液と臓ぞう物もつが火山爆ばく発はつのごとく噴ふん出しゆつした。

「うぉお──っ!!」

　地面に着地するなり、体勢を立て直し憑魔の胴どうに突つきを見み舞まう。

　ずぶりと鈍にぶい音を立て突き刺ささった魔骨刀の切っ先は、敵の体内に侵しん入にゆうするなり再び変形して無数に枝分かれし、樹木が大地に根を張るように際さい限げんなく伸び続けた。

「このクソ野や郎ろう！　何処どこだ!?　何処だ!?　てめえの種子はーっ!!」

　ぼこっ。ぶちっ。ぶしゅしゅしゅ。──巨きよ体たいの至るところが蚯蚓みみず腫ばれのごとく膨ふくれ上がり、白はく濁だくした体液を撒まき散らしながら破は裂れつしていく。

　憑魔でも痛みを感じるのか──魔刀の刃やいばに全身を抉えぐられ切り裂かれながら、怪かい物ぶつは四本の腕うでをでたらめに振り回し苦しげな咆ほう哮こうを上げた。

　風を切る音と共に、十数本の矢が憑魔めがけて飛んでいく。

「!?」見れば、破は魔ま騎き士し団だんの剣けん士したちが再び遺い跡せきの中に入り込み、石弓ボウガンや長弓を構えて矢を放ち続けていた。

　ダレットが憑ひよう魔まにダメージを与あたえたことで、今が勝機と見たのだろうか。

「ばっ、バカヤローっ！　近くに来るんじゃねーっ!!」

　憑魔の腕が差し上げられ、再び魔光が放たれた。つい先刻ダレットを取り逃のがした死神の光はその帳ちよう尻じりを合わせるかのように呪じゆ法ほう陣じんの中を荒あれ狂くるい、二十名近い剣士たちを次々と木乃伊ミイラに変えて葬ほうむり去った。

　とっさに立石の陰かげに隠かくれて生き残った剣士たちが、恐きよう怖ふに顔をひきつらせてへたりこんでいる。

「……くそっ！」

　剣士たちの犬死にに思わず歯は嚙がみした瞬間、背後から襲おそった憑魔の腕がダレットの身体からだをつかみ上げた。

（しまった!?）

　一瞬の油断を後こう悔かいする余よ裕ゆうもなく高々と持ち上げられ、そのまま大地に叩たたきつけられる。

　体内で骨が折れ、内臓が破は裂れつする感覚。

　石いし畳だたみを突つき破った身体はそのまま下の地面にのめりこんだ。

　憑魔は四つの掌てのひらをまとめてかざし、穴の底で大の字になって気絶したダレットの身体に全ての魔光を集中させた。

「ぐわぁああああっ!?」

　外げ道どう呪じゆによる防ぼう護ご効果が徐じよ々じよに薄うすれれ、外がい套とうと皮ひ膚ふを貫かん通つうした凶きよう悪あくな光の波が肉体を内側から炙あぶっていく。

　両手で顔を覆おおって絶ぜつ叫きようしながら、ダレットが再び意識を失いかけたとき──。

「ちょっと！　まだ生きてるーっ!?」

　聞き馴なれた声が耳元で響ひびいた。

　恐おそる恐る目を開くと、ぼやけた視界の中に穴の縁ふちで片かた膝ひざを立てたペイの姿が映った。

「奴やつの光は外道呪で防いでる！　今のうちに、早く！」

　少年の両耳で、呪石のピアスがかつて見ない強い光を放っている。おそらく持てる呪力を総動員して空間を歪ゆがめ、敵の魔光をかわしているのであろう。

「この馬ば鹿か……外で待ってろといったろが!?　おまえには──」

「判わかってるよ。猟りよう魔ま士しが二人一組で行動するのは、最悪でも一人が生き延びて憑魔の種子にとどめを刺さすため──そうだろ？」

　いいながら、呪術士の少年はにっと笑って穴の縁から片手を差し伸のべた。

「それに、ぼくは身を挺ていして他人を救うほどのお人好よしじゃないからね。ぼくの中に在あるペイモンの魂たましいは不ふ滅めつでも──このぼく、ペイの命は一つしかないんだから」

「………」

　ダレットは穴の底で起きあがり──全く、自分でもうんざりする不死身ぶりだ──ペイの手を借りて這はい上がった。

「考えてみりゃ……おまえも不ふ憫びんな奴だよな。魔王の魂を受け継ついで生まれたってだけで、教団やあのザルマンみたいな連中から身を隠かくして生きなきゃならないんだから」

「ふふん、君ほどじゃあないさ。少なくともぼくには、取っておきの逃にげ道が残ってる──どんな辛つらい人生でも、死んじゃえば帳ちよう消けしだからね」

「ほう、そうかい。だがな、俺はもう──目の前で相あい棒ぼうを死なせるつもりはねえ！」

　ダレットは立ちあがり、ボロボロになった外がい套とうを脱ぬぎ捨て駆かけ出した。

　その突とつ撃げきを支し援えんするため、ペイの外道呪が生み出した数十個の火球が乱れ飛び憑ひよう魔まの注意を逸そらす。

　自分の身体と同じく傷だらけになった憑魔の胴どう体たいを駆け上ると、中ほどに突つき刺ささった魔ま骨こつ刀とう──手を放した瞬間、元の形態に戻もどっていた──を引き抜ぬき、ぬらぬらした触しよく手しゆを力いっぱい握にぎり締しめてさらによじ登っていく。

（こいつも生き物の端はしくれなら──急所は〝頭〟に集中してるはずだよなあ？）

　そう思ってふと見上げたとき──肉色の断だん崖がいのような憑魔の体表から突とつ出しゆつするように、それはそこにあった。

　かつて、教団きっての剣けん士しと呼ばれた男の上半身。

「ラニアード……」




　ラニアードは心地ここちよい安らぎの中にいた。

　そのとき彼がいたのは、そう広くない木造家屋の居間と台所を兼かねた部屋だった。

　暖だん炉ろには赤々と炎ほのおが燃え、テーブルクロスがかかった食しよく卓たくの上では陶とう器きのマグカップに注がれた暖かいミルクが香かおりの良い湯ゆ気げを立てていた。

「ねえねえ、聞いてよみんな！　今日、学校でさあ──」

　向かいに座すわったシャファンが、はしゃいだ様子で声を上げた。その隣となりでは姉のティフェレットが微笑ほほえみながら時折り相あい槌づちを打っている。

　ラニアードもまた食卓につき、目を輝かがやかせながら学校での出来事を話す少年の言葉に耳を傾かたむけていた。

　あの忌いまわしい事件──オクトベルの町を震しん撼かんさせた連続殺人も既すでにおぼろな記き憶おくの一部となり、その後の彼はティフェレットと婚こん約やくしシャファンの義兄となった。

　地位も名めい誉よもある教団の導師長と一いつ介かいの宝石職人の娘むすめとの結婚は町の住民たちを驚おどろかせたが、そんな周囲の雑音はラニアードにとってどうでも良いことである。

　心の奥おく底そこで常に望み、欲ほつし続けていたもの──本物の家族を、彼はついに手に入れたのだから。

「──でね、来週の剣の対たい抗こう試合、絶対よその組には負けたくないんだ。義兄にいさん、明日はぼくに稽けい古こをつけて下さいね！」

「よし、必勝の戦法を教えてやるぞ。ただし宿題と、姉さんの手伝いをきちんと済ませてからだ」

「はーい！」

「おいシャファン！　剣の稽古もいいが、勉強の方は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　暖炉の傍かたわらの安楽椅い子すに腰こし掛かけ、お気に入りのパイプをふかしながらダンが釘くぎを刺さす。

　むっつりした不ふ機き嫌げんそうな顔だが、別に怒おこっているわけではない。

　気き難むずかしい職人気質かたぎの中年男がその実、涙なみだもろくて子こ煩ぼん悩のうな人情家であることは、義理の息子むすことなったラニアードもよく知っていることだ。

「あまり我わが儘ままをいってはいけないわ、シャファン。ラニアードはお仕事で忙いそがしいのよ──ねえ、あなた？」

「いや、いいんだ。明日はちょうど休みがとれそうだしな」

「やったあ！」

　シャファンが椅子から飛び上がって手を叩たたく。

　笑いながら、ラニアードは新妻のお腹なかにちらりと目をやった。

　来年の春には彼らの子供、ダンにとっては初うい孫まごが誕生するはずだ。

　窓の外ではしんしんと雪が降り積もっているが、この暖かい居間の中に寒気が入り込んで来ることはない。

　世はこともなし。全すべてが暖かく平和だった。

（だが、待てよ──）

　穏おだやかな至し福ふくに満たされた心の中を、ふと一いち陣じんの隙すき間ま風かぜのような疑問がよぎる。

（あの遺い跡せきの中で、ティフェもシャファンも死んだはずだ……そして私も。これはいったいどういうことだ？　人は死の間ま際ぎわにそれまでの人生を夢に見るというが──私は幻まぼろしを見ているのか？）

〈いいえ、夢ではありません〉

　頭の中に、穏やかな女の声が響ひびき渡わたった。

〈これはあなたにとっての、もう一つの現実。地上のあなたは死にましたが、あなたの純じゆん粋すいな魂たましいはこの新しい世界に転生し、あなたの愛した人々の魂をも導みちびいたのです。地上での罪を全すべて浄じよう化かした、無む垢くなる存在として〉

（何だと？　ではここは──いや、あなたは誰だ!?）

〈無む窮きゆうなる者──すなわち神の使い。悪あく魔まに創つくられしこの混こん沌とんたる世界を、聖なる秩序をもって建て直すべく地上に遣つかわれし者〉

〝声〟が答えた。

（無窮なる者──!?）

　導師長である彼が知らぬはずもない。五百年の昔、伝説の勇者ラズロウに聖せい剣けんを授さずけ魔王ペイモンへの闘たたかいに導いた偉い大だいな存在。

　ラズロウ教団が、いや全世界の民たみが神として信しん仰こうする、唯ゆい一いつにして絶対の善。

「……そうか。そういうことだったのか」

　ラニアードの頰ほおを、一筋の涙が伝った。生まれてから今日まで心の中に抱いだいていた全ての疑問や悩み、世界の不条理に対する回答を得たような思いだった。

（ずっと信じておりました──やはり、あなたは存在しておられた。私たち人間を、遠くから見守っておいでだったのですね？）

　姿を見せぬ声の主が、穏おだやかに微笑ほほえんだような気がした。

「どうしたの、あなた？　急に泣き出したりして……どこか身体からだの具合でも」

「い、いや……いいんだ。いいんだよ、ティフェ……」

　目め頭がしらを押おさえながら、男は答えた。

　止めど無く涙を流しながら、両手を組んで神への感謝の祈いのりを捧ささげようとする。

　──そのとき、先刻のものとは異なるもう一つの〝声〟が彼の耳を打った。




「ラニアードぉーっ!!」

　憑ひよう魔まの巨きよ体たいにしがみつきながら、男の耳元に顔を寄せダレットは精せい一いつ杯ぱいの大声で怒ど鳴なりつけた。声を出すたびに傷の痛みで身体がバラバラになるような思いだが、今はそんなことに構ってはいられなかった。

　怪かい物ぶつと半なかば一体化したラニアードの目は堅かたく閉ざされていたが、瞼まぶたの裏では眼球がしきりに動き、また小声でなにやらブツブツつぶやいている。

　──生きているのだ。

「何してるんだよ、ダレット!?」

　外げ道どう呪じゆをふるって憑魔の腕うでを牽けん制せいしているペイが、地上で声を張り上げた。

「憑魔の種子はその男の体内だ！　早くとどめを刺さして！」

　ダレットは左手で身体を支え、右手で魔ま骨こつ刀とうを構えると切っ先をラニアードの胸に当てがった。

「……畜ちく生しようっ！」

　だがすぐに舌打ちして刀を降ろすと、男に向かってもう一度呼びかける。

「目を覚ませ、ラニアード！　おまえは教団の導師長──人間の世界を守るのが使命だろうが!?　本当にいいのか？　このままで終わりにしちまっていいのかよ!?

　答えろラニアードぉーっ!!」




「何だ……この声は？」

　両手で頭を抱かかえこみ、ラニアードは震ふるえながら椅い子すに座すわりこんだ。

「あ、あなた……？」

「義兄にいさん!?」

　ティフェレットとシャファン、そしてダンが立ち上がり心配そうに駆かけ寄った。

〈バケモノにとりこまれたまま逝いっちまうのか、ラニアード!?〉

「ち……違ちがう」

〈負けイヌのまま死ぬ気か!?　せめて最後くらい、人間に戻もどって死ねーっ!!〉

「違う！　違う！──黙だまれ悪魔っ!!」

　神の使者の穏おだやかな声とはまるで違う、獣けもののように吼ほえる男の叫さけびだった。

　血と暴力と破は壊かいの匂においを感じさせる──まさに悪魔の声。

（何を迷うことがある？　今の私は神の恩おん寵ちようのさなかにある。暖かい家がある。愛する人々がいる──あんな悪魔の声に従う理由が、どこにあるというのだ!?）

　だが、奇き妙みようなことに──。

　悪魔のような男の声は、不思議と心ひかれる何かを孕はらんでいた。

　あれは遠い昔、幼い日にどこかで聞いた声だ。

　まだ幼く柔やわらかい心に刻み付けられた、魂たましいの声。

　孤こ独どくな彼の心を支え、その後の人生にも決定的な影えい響きようを与あたえ続けたあの男の──。

（ああ…………思い出した）

　ラニアードは震ふるえるのをやめ、静かに立ちあがった。

　自分でも信じがたい──だが、紛まぎれもなく自分自身の決断だった。

「みんな、心配かけてすまない……もう大だい丈じよう夫ぶだ。私は用を思い出したから、ちょっとだけ出かけてくるよ」

「あなた……」

　不安げに歩み寄ったティフェレットの頰ほおに軽く口付けし、扉とびらに向かって歩き出す。

　最後にもう一度振ふり返り、最愛の〝家族〟に笑いかけた。

「ありがとう、みんな。……本当にありがとう」




　ラニアードは目を開いた。あまりにも残ざん酷こくな現実──自らの身体からだが置かれた状じよう況きようを悟さとるのに、数秒と時間はかからなかった。

　片手に魔ま骨こつ刀とうを携たずさえた血まみれの若者──ダレットが自分の肩かたに手を回している。

「気がついたか──!?」

　むせるような血と汗あせの臭においが、ぷんと鼻をつく。

　だがその臭いは、不思議と懐なつかしい安らぎをラニアードにもたらした。

「……やはり、あなただったか」

「なに？」

「二十年前の命の恩人──あのとき、私はまだ五つだった。

　あの日のことは、今でも忘れられない。この怪かい物ぶつに立ち向かい、町と私の命を救ってくれたあなたと、もう一人の呪じゆ術じゆつ士しのことは──」

「そうかい、あん時のボウズかぁ。どうりで、どこかで会ったような気がしてたが……」

　二十年前に死んだはずの剣けん士しが、なぜいまここに──しかも当時と変わらぬ姿でいるのかは判わからなかったが、もはやラニアードにとって大した問題ではなかった。

「ずっと、あなたのようになりたいと思っていた。剣の腕うでを磨みがき、無力な人々を悪の力から守る勇者になりたいと。人は私を伝説の勇者ラズロウの再来と呼んだが、私にとっては無名の猟りよう魔ま士し──あなたこそが真の勇者だった」

「へへっ、よせよ。照れるじゃねーか」

「──なのに、いったい何故なぜこんなことに……」

　男の両目から、再び涙なみだが溢あふれ出した。

「もういいよラニアード。結末はどうあれ、あんたの生き方は勇者そのものだったぜ」

　うなだれる男の肩かたを片手で抱だき、ダレットは優やさしく声をかけた。

「でも悪かったな……ひょっとしたら、訳の判らないまま逝いかせてやった方が、あんたにとってよかったのかもしれねえ」

「いや、いいんだ──感謝する」

　ラニアードは顔を上げ、遥はるか東の地平線上に見える町並──故郷のオクトベルを見やった。視線を手前の地上に落とすと、破は魔ま騎き士し団だんの剣士たちに混じって見覚えのある小こ柄がらな黒い人ひと影かげがこちらを見上げている。

（来てくれてたのか、イビス……）

「時間がない。憑ひよう魔まがあんたの心を食い尽つくさないうちに──やるぜ」

「ああ、頼たのむ」

　ラニアードは覚かく悟ごを決めて瞑めい目もくした。

「彼女に伝えてくれ。五年前の君の辛つらい思いを……ようやく解わかってあげられたと」

　ダレットは男から身体を離はなし、不安定な憑魔の体表で慎しん重ちようにバランスをとっていたが──やがて短い気合と共に突つきを入れた。

　魔骨刀の刃やいばが鈍にぶい音を立てて胴どうを貫つらぬくと、ラニアードはかっと両眼を見開き顔を仰のけ反ぞらせ、そしてすぐに力なくうなだれた。呼吸を止めた男の表情が、苦く役えきから解とき放たれたように穏おだやかな死相へと変わっていく。

　反対側の脇わき腹ばらから突き出た魔骨刀の切っ先に、びくびくと痙けい攣れんする巨大な蛆うじのような生き物が串くし刺ざしになっていた。

　憑魔の種子。異世界から侵しん入にゆうし、人間を怪物化させる未知の生命体。皮肉なことに、彼らは単体では知性すら持たぬ蟲むしのごとく無力な生き物にすぎない。

「こんな虫ケラ野や郎ろうが、ラニアードほどの剣士を──ふざけやがって」

　ダレットが種子を投げ捨てると、ペイが放った外げ道どう呪じゆの火球が空中で命中。

　種子は炎ほのおに包まれ、地上に落ちる前に呆あつ気けなく燃え尽つきた。

「──今回のお仕事、これで一丁あがりっ！」

　少年はダレットを見上げ、親指を立てて笑った。




　種子を失うと同時に動きを止めた怪かい物ぶつの巨きよ体たいは、夕刻の薄うす闇やみの中でそれじたいが廃はい墟きよの一部と化したかのようだった。

　紫むらさきの光輪も消しよう滅めつした空から、いつしか粉のような雪が舞まい落ちている。

　本格的な冬の訪おとずれ──明日から当分の間降り続くであろう雪が、死者たちの忌いまわしい記き憶おくと遺のこされた者たちの哀かなしみを覆おおい尽くし、少しでも和やわらげてくれるだろうか。

　ペイから渡わたされた外がい套とうを肩かたにひっかけ、ダレットはガラにもなくそんなことを思う。

　骨折。裂れつ傷しよう。魔光による内ない臓ぞう損そん傷しよう──正直いって立っているのがやっとの状態だが、完全成長体の憑魔と闘たたかったことを思えば、この程度はかすり傷のようなものだ。

　もっとも悪魔の鼓こ動どうが収まった明日からは、体力回復のため一週間ほど寝ね床どこの上で過ごすことになるだろうが。

「あ～あ、お腹すいた。早く町に帰ろうよ」

「ちょっと待ってろペイ。まだ彼女に用があるからよ」

　破は魔ま騎き士し団だんは既すでに町への帰き還かん準備を終えていたが、シスター・イビスは雪の中に佇たたずみ憑魔の亡なき骸がらをじっと見つめていた。

「──そう」

　ダレットからラニアードの遺言を聞いた彼女は、ただ一言そう答えた。

「そうって……他に、何かいうことはないのか？」

「ないわ。だってあの人の知っている私は、もう五年前に死んでいるもの」

　とりつくしまもない。

「なあ、イビス……検査の結果を、何でラニアードに教えてやらなかったんだ？　あれほどの男だ。真実を知れば、きっと自分の身は自分で──」

「自殺でもしろって？　それこそ彼に対する侮ぶ辱じよくだわ」

　初めてイビスがダレットに振ふり返った。

「ラニアード・ラケフェットは生まれながらの剣けん士しよ。相手が何であれ、彼は闘いの中で死ぬべきだった。それが彼の運命だったのよ」

「しかしな──いや、いい」

　ダレットはふいに言葉を切り、彼女の顔から目を逸そらした。

「これだけはいっとくぜ──ラニアードは最後の瞬間まで、あんたのことをこれっぽっも恨うらんじゃいなかった。全すべてを知った後でもな」

「………」

「それと──すまねえな、気が利きかなくて。ハンカチは持ち歩かない性しよう分ぶんなんでな」

「……？」

　ダレットの言葉の意味が判わからず首を傾かしげた女の頰ほおを──。

　涙なみだが伝い落ちた。

「!?　なんなの、これ……？」

　本人には自覚がないらしい。

　両手を覗のぞきこみ、掌てのひらにぽたぽたと落ちかかる涙を愕がく然ぜんとして見つめている。

　心を喪うしなったはずの女の中で──五年前に死んだもう一人の彼女が、かつてのパートナーの死を悼いたんで泣いているかのようだった。

「……行くぞ、ペイ」

　相棒に声をかけ、ダレットは騎士団の馬車に向かって歩き始めた。

　しばらく行ったところで、ふと気になって振り返ると──。

　憑ひよう魔まの亡なき骸がらもシスター・イビスの黒いコートも、降りしきる雪と夜の闇やみの中に溶とけこむようにその姿を消していた。







　　　エピローグ







「いつもニコニコ現金払ばらい♪　あっは～ん、いい響ひびきぃ」

　両手に包んだ六枚の金貨──すなわちダレットからせしめた半年分の家賃を耳の傍かたわらでちゃらりんと鳴らし、リマルは夢見るように目を潤うるませた。

「おいおい、おまえにやった金じゃねーぞ。だいいち、何で家賃の集金に親父おやじさんじゃなくておまえが来るんだよ？」

「バイトだも～ん。今日はお店の方も非番だしね☆」

「あっそ。……とにかく滞たい納のう分は耳を揃そろえて支払ったぜ。もう用は済んだろ？」

　ダレットは椅い子すを立ち、なぜか事務所の奥おくをちらちら気にしつつリマルを追い出しにかかった。

「何よー、つれないわねぇ。ひと月ぶりに帰ってきたんだもの、ゆっくり旅の話でも聞かせてよ。そーだ！　お土産みやげは～？」

「ねーよ！　俺おれたちゃ物もの見み遊ゆ山さんに行ってたんじゃねーぞ」

「ケチンボっ。しみったれたこといってると、いつまで経たっても彼女が出来ないわよぉ……って、あら？」

　ふいに小鼻をピクピクさせて事務所の中を見まわし、

「何か……臭におうわねぇ」

「そ、そーか？　いわれてみりゃ少し黴かびくせえな。何せ一か月留守にしてたからよ」

「黴じゃないわね。獣けもの臭くさいってゆーか……ちょっとダレット!?　あんたたち、まさか隠かくれて猫ねこでも飼かい始めたんじゃないでしょーね？　うちはペット禁止よ！」

「ガキじゃあるまいし、そんなモノ飼うか！　さ、帰った帰った。これから書類の整理とか、色々仕事が溜たまってんだからよ！」

　不ふ審しんそうな目でじろじろ見るリマルを半ば強制的に外の廊ろう下かまで押おし出し、ダレットは額の汗あせを拭ぬぐいながらデスクの前に引き返してきた。

「ふう。……ったく、見かけによらずカンのいい女だぜ」

「彼女、もう帰った？」

　奥の壁かべに二つ並んだドアの一方が開き、ペイが恐おそる恐る顔を出した。

「ああ、何とかな──で、そっちの調べものはどうだ？」

「やっぱり間ま違ちがいない。とにかく見てよ」

　革かわ表紙の分ぶ厚あつい書しよ籍せきを抱かかえた少年は、やや興こう奮ふんした面おも持もちで足早に近づき、デスクの上で頁ページを開いた。

　黄ばんだ羊よう皮ひ紙しをびっしり埋うめる難なん解かいな呪じゆ術じゆつ用語はダレットにはほとんど理解できないものだが、頁ページの中ほどに挿そう入にゆうされた図版には確かに見覚えがあった。

「……あの指輪だな」

「魔ま王おうペイモンの遺体から採とれた六つの魔王石──うち一つがこれだよ」

　ペイは自分の指にはめた〝魔ま獣じゆうの指輪〟を見つめ、魅み入いられたように妖あやしい笑えみを浮うかべた。

「奇き妙みような縁えんだよね。古今の呪術士たちが捜さがし求めた最高の呪じゆ石せきが、よりによってぼくの元に転がり込んできたんだから」

「ザルマンは……やはり、そいつを使ってペイモンを復活させるつもりだったのか？」

「魔王復活の儀ぎ式しきに必要なものは三つ。すなわち強大な呪力源、魔王の肉体の一部──そして魔王の魂たましいを受け継ついだ生いけ贄にえ。少なくとも、このアーメッドの呪術書にはそう記しるされているね」

「ってことは──今の俺たちには、それを出来るネタが揃そろったわけか」

「試ためしてみるかい？　ぼくらの手で、魔王の復活を」

「………」

　一いつ瞬しゆん、ダレットは真顔になって相あい棒ぼうの目を覗のぞきこむように見つめた。

　張り詰つめた数秒が過ぎ──やがて、どちらからともなく腹を抱えて笑い出した。

「たぶん──それこそが奴やつの望む結末なんだろうな。永遠の生命に疲つかれ果てた俺が、人間と人生に絶望した挙あげ句くに自分の心臓を抉えぐり出す光景が」

「何しろ魔王の呪のろいだからね。半はん端ぱなモノじゃ済まないよ」

　ひとしきり笑ったペイが、ふと照れくさそうに目を伏ふせた。

「でもね、ダレット。君が本心でそれを望むんだったら……ぼくは構わないんだよ」

「……他人の犠ぎ牲せいになるのは、御ご免めんじゃなかったのか？」

「だから特別だってば。……まあこんな感情も、結局はペイモンに仕組まれたものかと思うとちょっと悔くやしいけどさ」

「とりあえず──気持ちだけ頂いとくよ」

　軽く手を振ふってダレットは立ちあがり、窓まど際ぎわに歩み寄るとひと月ぶりになる王都の町並みを見み渡わたした。

　寒々しく広がる灰色の空の下に、人々が身を寄せ合うようにして生きるちっぽけな世界。

　この空の向こう──世界を隔へだてる境界の彼方かなたには人間の想像を遥はるかに超こえた宇宙規模の意志が存在し、あるときは慈じ悲ひ深き導みちびき手として、またあるときは邪じや悪あくな侵しん略りやく者しやとしてこの世界に絶えず働きかけている。

　そしてその干かん渉しようは、人知を超えるが故ゆえに理解しがたい悲劇となって人々の運命を翻ほん弄ろうするのだ。

　知らぬままに済めば幸せだったろう。

　だが、知ってしまった以上はもはや逃にげ出すわけにいかない。

　誰だれかが踏ふみとどまって闘たたかわなければならないのだ。

　たとえ守るべきこの世界の本質が、悪あく魔まの被ひ造ぞう物ぶつであろうとも──。

（そうだろう？　ラニアード……）

　人々を守る勇者として生きることを望み、そしてその正義感故に人の心の闇やみに吞のまれていった若き剣けん士しを思い、ダレットは静かに瞑めい目もくした。

　──と、背後のペイに肩かたをつつかれた。

「ちょっと、ダレット？　自分の世界に浸ひたるのはいいけど、その前に──アレをどうするのさ？」

　その言葉を半ばで遮さえぎるように、奥おくの扉とびらのもう一方──すなわちダレットの寝しん室しつのドアがけたたましく開かれた。

「おーいお腹なかすいたぞ！　晩ゴハンまだかーっ!?」

　暗あん紫しの髪かみをぼさぼさに伸のばした半人半魔の少女──シュロが、すっかり骨だけになった鶏にわとりのモモをしゃぶりながら仁に王おう立ちになっている。

「晩メシも何も……おまえの食ってるその鳥が、この事務所にあった最後の食料だったんだよ」

「なら買ってくればいーだろ？　あたい待っててやるよ」

　ふんぞり返って偉えらそうにのたまう彼女の背後──ダレットの個室は暴れ馬が通過した跡あとのごとく荒あらされ、床ゆか中ところ狭せましと食料の包みや食いカスが散乱していた。

　加えて、買かい出だしに行こうにも金がない。

　その小さな身体からだからは想像もつかぬシュロの食欲により、オクトベルでの働きに対して教団から支し払はらわれた報ほう酬しゆうはたちまち食い潰つぶされ、さっきリマルに払った家賃が最後の現金だったのだ。

「へぇ～、なかなかいい部屋じゃん。あたい気に入ったよ──ま、当分のあいだ世話ンなるぞっ」

　頭をぼりぼり搔かきながらニカッと笑う。

「このケモノ娘むすめ、調子こきやがって……」

　拳こぶしを握にぎり締しめぶるぶる震ふるえるダレットを、慌あわててペイがたしなめた。

「ほらほら、我が慢まんして──しょうがないじゃないか。彼女には、魔ま王おう石せきっていう大きな借りができちゃったんだから」

「なら、その悪あく趣しゆ味みな指輪を質に入れろっ」

　ダレットはいくらか血走った目でペイの左手を睨にらみつけた。

「そうすりゃ、この小娘を一生面めん倒どう見たってツリが来るぜ！」

「だ、ダメー！　これはぼくのっ」

「てめーっ!?　自分の都合だけ考えやがって！」

〝魔ま獣じゆうの指輪〟を巡めぐって見苦しい奪うばい合いを始めかけた二人だったが、シュロの頭から陸続と飛び出してくる無数の蚤のみを目にして顔を強こわ張ばらせた。

「食い物以前に……まず風ふ呂ろに入れてやらなきゃな」

「どーするのさ？　うちにお風呂なんかないよっ」

「公衆浴場は──まずいな。リマルの所から盥たらいでも借りてきて……」

「理由を聞かれたら、何て答えるのさ？　彼女、こーゆーことにはやたらカンが働くよ」

　ダレットは頭を抱かかえ込んだ。

「何てこった……くそっ、憑ひよう魔まより始末が悪いぜ！」

「憑魔に蚤はたからないからねえ」

　二人の猟りよう魔ま士しは顔を見合わせ、憂ゆう鬱うつそうにため息をついた。





（闇を喚ぶ紅の魔石・完）









　　　あとがき







　こんにちは！　対馬つしま正まさ治はるです。

　四年前にデビューして以来、ファンタジア文庫で出させて頂いた作品も早いものでもう七冊目。おお、ラッキー７！──もっとも、前作より半年近く間が空いてしまったので偉えらそうな顔は出来ませんが（笑）

　前シリーズ「疑ぎ似じ人間メルティア」も無事に完結し、今回からは気持ちも新たに新シリーズ開幕編。「メルティア」読者の方はもちろん、今回初めて対馬の作品を知った皆様もぜひお付き合い願えれば幸いです。

　さて、ご存知の方もいらっしゃるかと思いますが──。

　本作は「月刊ドラゴンマガジン」平成十一年八月号に掲けい載さいされた読み切り短編「悪あく魔まの鼓こ動どう」をベースにした長編作品です。

　若手作家六名の短編を一いつ挙きよ掲載し読者投票でトップをとった作品を連載化するという特別企き画かく「龍りゆう皇おう杯はい」にエントリーした一本で、第二回にあたるこのときは清し水みず文ふみ化か氏の「ドツボに願いを」（連載名「ヘッポコあんてぃ～く」）が優勝したのは記き憶おくに新しいところ。

　対馬の「悪魔の鼓動」は惜おしくも雑誌連載は逃のがしたものの、読者の皆様からそれなりにご好評を頂いたことから、ありがたいことに文庫によるシリーズ化が決まったわけです。

　ただし内容は完全書き下ろしですので、龍皇杯の短編を未読の方でも安心してお楽しみ下さい。

　また今回の長編化にあたっては、短編バージョンに比べて文体や設定など色々と変へん更こうしております。……そこの方、バックナンバーを引っ張り出してチェックしないように（笑）

　イラストは龍皇杯のときに引き続き花はな屋や敷しきぼたんさん。「COMICドラゴン」でもお馴な染じみの繊せん細さいかつ艶あでやかな画風に、思わず表紙絵で手にとってしまった方も多いのではないのでしょうか。

　余よ談だんながら、本作品を執しつ筆ぴつ中にＹ２Ｋ対策も兼かねてパソコンを買い換かえました。

　思えばデビュー作以来世話になってきた愛機PC-9821Xa7eの最後のお勤つとめとなったわけで、そういう意味でも思い出深い作品ではあります。

　厳しい年末進行のさなか遅ち筆ひつな作者にお付き合い下さった担当Ｓ田さん、その節はごめんなさいです。

　そして何より、数ある文庫本の中からこの本を選んでくださった貴方あなた！　まだ見ぬ貴方の応おう援えんの声こそが作者にとって執しつ筆ぴつの原動力。

　本作についてのご意見ご感想、ぜひともお聞かせください。





平成十一年十二月十日　　対 馬　正 治　　






追伸[image: ：]対馬の既き刊かん作品や最新情報を紹しよう介かいするため、インターネットでＨＰを公開しております。「Yahoo! Japan」他、主要サーチエンジンで「対馬正治」を検けん索さくすればすぐに引っかかりますので、興味のある方はぜひアクセスを。
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